
選定理由

　 全国的に個体数が少なく 、 県内でも 生育地が限定さ れ、 個体数が少な

い。

概　 　 要

　 山地や原野に群生する小型のシダであり 、 春に葉を 生じ 、 夏には地上

部は枯れてし まう 。 葉は１ 枚で 高さ 1 0 －3 0 cmであり 、 栄養葉は長さ

６ －1 2 cm、 幅2 .5 －７ cm、 広披針形～広卵形で先は鈍頭から 円頭、 基

部は切形から 心形で胞子葉の柄を 包む。 胞子葉は長さ 1 0 －2 0 cmで穂

の長さ は３ cm内外である。 国内の分布は北海道から 九州の各地で、 北

に多く 、 山地の林床、 林縁、 路傍などに群生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島や東部の広葉樹林の林下や林縁に稀な生育が知ら れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
廣江伸作（ 2 0 1 9 ） 貴重種の紹介並びに新産地報告， 島根植物研究会会報3 7 ： 3 -4
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ロハハナヤスリ
ハナヤスリ 科

Op h io g lo ssu m  vu lg a tu m  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での産地や個体数も 少ない。

概　 　 要

　 緑性の小型のシダで、 根茎は長く はい、 針金状。 葉は長さ ２ ～５ cm

で２ ～3 回羽状に分岐する。 裂片の角度が3 0 度～4 5 度でホソ バコ ケシ

ノ ブより 小さ い角度にある。 山地の岩上や樹幹に付着する。 ロシア北東

部や朝鮮半島、 カ ナダ、 アラ スカ に広く 分布し 、 国内では北海道から 九

州まで分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山域の川沿いの陰湿な岩に生育が見ら れる。 三瓶自然館に収蔵

さ れ、現在、正式に標本化さ れている も のはいずれも 他の種に該当する。

存続を脅かす原因

　 被陰、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 0 4 ） 植物の分布・ 観察報告　 (1 1 )コ ケシノ ブH y m e n o p h y llu m  w r ig h tii Bosch　 ， 島根植物研究会会報５ ： 8

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 各地で減少が著し い。

概　 　 要

　 小型の浮遊性の水生シダで、 アカ ウキク サによく 似ているが、 やや大

型になり 、 根毛は早落性で、 葉の表面がほと んど平滑か、 わずかに小突

起がつく 程度である。 似たアカ ウキク サは根毛があり 、 密に小突起がつ

く ので区別でき る。 秋に全体が赤色になり 、 冬は先端を 残し て枯れる。

本州・ 四国・ 九州に分布し 、 日本固有種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 かつては、 隠岐を含めた各地の田に生育し ていたが、 乾田化や水田除

草剤の影響で、 少なく なっ たと 考えら れる 。 2 0 0 0 年代までは生育の記

録があるが、 近年は見ら れたと いう 情報も ない。 また、 各地のため池や

低地の河川や宍道湖の船溜り な ど に外来のA zo lla 属がよ く 見ら れる よ

う になっ ている。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）
●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 0 8 ） 伯太町のため池で見ら れた水生植物について， 島根植物研究会会報1 5 ： 2 -3

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類（ E N ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオアカ ウキク サ
サンショ ウモ科

Azo lla  ja p o n ica  Fr.et Sav.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内では個体数が少ない。

概　 　 要

　 夏緑性のシダで根茎は横に伸び、 先端から 葉を叢生する。 葉身は三角

状卵形で３ 回羽状に複生し 、 薄い草質である。 葉柄や葉軸が暗褐色から

紫褐色である こ と が特徴で、 淡褐色の鱗片をまばら につける。 胞子嚢群

は裂片の辺縁近く につく 。 東北地方南部から 屋久島までの山地の森林中

の地上に生じ る。 国外では台湾から 中国南西部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育地が点在し ているが、 東部での生育は非常に稀

で1 ヵ 所のみ生育が知ら れている だけである 。 山地の湿度の高い杉林な

どの林床で見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 6 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅰ」 .4 7 5 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 県内の生育地は、 国内では分布の北限域を形成し 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 夏緑性で根茎は長く 横走する 。 葉柄は通常2 0 －4 0 cmで葉身は広披

針形で、 円頭から 鈍頭で長さ は3 0 －5 0 cmである。 ホシダに似て いる

が頂羽片はない。 国内では本州（ 静岡県・ 紀伊半島・ 福井県・ 島根県）・

四国・ 九州・ 南西諸島に分布し 、 明るい湿地に生じ 、 し ばし ば群生する。

世界の熱帯・ 亜熱帯に広く 分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島（ 島後） を含む県内の海岸部の湿地などに点在し ている。 国

内の日本海側での分布は福井県と 島根県のみであり 、 隠岐諸島の分布は

福井県と と も に分布の北限と なる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江・ 篠原（ 2 0 0 3 ） 益田にも テツ ホシダがあっ た， 島根植物研究会会報2 ： 3 -4
澤江・ 篠原（ 2 0 1 1 ） 益田市に自生するシダ植物(1 8 )， 島根植物研究会会報2 0 ： 1 1 -1 2
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

テツホシダ
ヒ メ シダ科

Th e lyp te ris in te rru p ta  ( W illd .)  K.Iw ats.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内で生育地・ 個体数と も に少なく 、 国内での分布の北限に近い分布

と なっ ている 。

概　 　 要

　 緑性で根茎は直立し 、 数枚の葉を叢生する。 似ているタ ニイ ヌ ワラ ビ

が、 小羽片が鋭頭で、 基部はほと んど無柄、 葉柄基部の鱗片が茶色から

茶褐色である のに対し 、 葉質がやや厚く 、 小羽片はやや鈍頭で、 基部は

羽軸に流れる こ と が多いこ と 、 基部の鱗片が茶色から 茶褐色であるこ と

で区別さ れる。 国内では本州（ 中部地方以西およ び伊豆諸島）・ 四国・

九州で山地のやや陰湿な林下に生じ る。 国外では台湾・ 中国に産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 以前は石見西部の奥地に若干生育するこ と が知ら れていたが、 近年東

部でも 生育が確認さ れた。 林下の陰湿な斜面の若干土壌の堆積し た場所

に生えている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦（ 2 0 1 0 ） 植物の分布・ 観察報告　 (4 2 )中国地方のツ ク シイ ヌ ワラ ビ と ヘイ ケイ ヌ ワラ ビ の分布について， 島根植物研究会会報1 8 ： 1 0 -1 1

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 産地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 夏緑性で根茎は地中に長く 伸びる。 葉は単羽状に深裂する。 セイ タ カ

シケシダに似ているが、葉に鱗片と 毛が密にあり 、小羽片の先端は切形、

包膜は扁平であるこ と で区別さ れる。本州（ 山形県およ び関東地方以西）・

四国・ 九州に産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県西部にわずかながら 自生が知ら れており 、 スギ林下の湿っ た環境に

自生する。 東部に生育すると の報告も あるが生育地と さ れる場所にはセ

イ タ カ シケシダの生育が見ら れるこ と から こ れの誤認と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採、 踏みつけ。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ムク ゲシケシダ
メ シダ科

Dep a ria  k iu sia n a  ( Ko idz.) M .Kato

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県下では個体数が非常に少なく 、 分布の南限を構成する。

概　 　 要

　 常緑性のシダ植物で、 根茎は短く 、 葉を叢生する。 葉柄は短く 、 長さ

1 5 －3 5 cm、 淡褐色から 黒褐色の鱗片を 密につける 。 葉身は卵状長楕

円形で長さ 4 0 －6 0 cm、 幅1 5 －2 5 cm、 ３ 回羽状全裂～中裂し 、 表は

濃い緑色で、裏面はやや白っ ぽい緑色。 小羽片は長楕円形、２ －3 .5 cm、

幅７ －1 2 mmで 羽状に深裂する。 胞子嚢群は上部から つき、 包膜は円

腎形。 北海道・ 本州・ 四国の山林中に産する。 国外では朝鮮半島と ロシ

ア東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県境の中国山地の稜線部に点々と 知ら れているが、 ほと んどが広島県

側である。 島根県側での確実な産地は西部に知ら れている 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
澤江・ 篠原（ 2 0 1 0 ） 益田市に自生するシダ植物(1 6 )， 島根植物研究会会報1 8 ： 2 -4
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也
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選定理由

　 県内での生育はまれであり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑性のシ ダ 植物で、 根茎は横走し 、 葉柄は長さ 2 0 －4 5 cm、 赤

褐色の鱗片を 密につける。 葉身は長卵形で 長さ 4 0 －6 0 cm、 幅2 5 －

3 5 cm、 ３ 回羽状深裂～複生し 、 表は鮮緑色で、 やわかい厚紙状。 小羽

片は長楕円形、 鋭頭で、 先端がのぎ状になる 鋭い鋸歯と 短い柄がある。

胞子嚢群は裂片の中肋と 辺縁の中間につき 、 苞膜の縁には微小な突起が

ある。 本州（ 神奈川県以西）・ 四国・ 九州に分布し 、 中国・ ビ ルマ・ イ

ンド にも 記録さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山域に点々と まれな生育がみら れる。 夏緑樹林が生える谷間の

林下などに群生し て生育する。 益田市大谷町の産地は奥地の生育地と は

離れた分布と なっ ており 、 北限と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ド リ カ ナワラ ビ
オシダ科

Arach n io d es n ip p o n ica  ( Rosen st.)  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育地・ 個体数と も に少ない。

概　 　 要

　 常緑性のシダで根茎は太く 短く 、 直立し て葉を叢生する。 葉柄の鱗片

は黒褐色であり 、 羽片は単羽状複生し 、 浅裂～中裂する。 近縁のイ ワヘ

ゴによ く 似ている が、 羽片の数が少なく 、 2 0 対以内であり 、 胞膜の発

達が悪いのが特徴である。 本州（ 石川県・ 房総半島・ 伊豆半島・ 東海地方・

大阪府・ 岡山県・ 島根県・ 広島県・ 山口県）・ 四国・ 九州に知ら れており 、

日本固有種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では石見西部に知ら れ、個体数は少ない。 林下の林床に生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツク シイ ワヘゴ
オシダ科

Dryop te ris co m m ixta  Tagaw a

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 自生地が限ら れ、 個体数も 少ない。 分布の北限である。

概　 　 要

　 常緑で 根茎は短く 、 葉を 叢生する。 葉身は長さ 4 0 －7 0 cmで ある。

羽片は下部２ /３ の両側がほぼ平行で、 それから 先で急に狭く なり 、 鋭

尖頭、 辺縁の切れ込みは浅く 、 上部の羽片は急に短く なり 頂羽片状にな

る。 胞子嚢は辺縁に沿っ て２ －３ 列に並ぶ。 山地の林下に生育し 、 九州

の各地と 高知県、 山口県で生育が確認さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の林下に数カ 所の分布が知ら れているだけである。 産地が限定さ

れており 、 森林伐採により 全滅する危険性も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2
柳浦正夫（ 2 0 0 3 ） 島根県でツ ク シオオク ジャ ク を発見， 島根植物研究会会報2 ： 4

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツク シオオク ジャ ク
オシダ科

Dryop te ris h a n d e l ian a  C.Ch r.

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 自生地が限ら れ、 個体数も 非常に少ない。

概　 　 要

　 常緑で根茎は短く 、 葉を 叢生する。 葉柄はわら 色で長さ 2 0 －3 0 cm。

基部の鱗片は黒色～黒褐色。 葉身は2 0 －4 0 cm。 幅1 5 －3 0 cmで、 広

卵状三角形、 ２ 回羽状複生。 羽片はほぼ対生でほと んど無柄。 小羽片も

無柄で長楕円状～三角状披針形。 胞子嚢群は小羽軸と 辺縁の中間かやや

小羽軸に並ぶ。 低山地の林床に生育する。 本州（ 静岡県以西）・ 四国・

九州で、 沖縄や台湾に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部山地の数カ 所に生育するこ と が知ら れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヌ カ イ タ チシダモド キ
オシダ科

Dryop te ris in d u sia ta ( M akin o ) M akin o  e t Yam am .

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内では生育地が少なく 、 個体数も わずかである。

概　 　 要

　 常緑で根茎は斜上し 、 葉を 叢生する。 葉柄は長さ 3 0 －4 0 cmで葉身

の中軸と と も に淡赤褐色の鱗片が密生する。 鱗片の縁の突起は明瞭では

な い。 葉身は4 0 －5 0 cm。 幅2 5 －3 0 cmで、 三角状卵形、 ２ 回羽状複

生～3 回羽状深裂。 羽片はやや非対称の卵状披針形。 小羽片は三角状長

楕円形。 胞子嚢群は上から つき 、 小羽軸と 辺縁の中間に並ぶ。 低山地の

やや明る い岩壁の隙間などに生育する。 本州（ 中部以西）・ 四国・ 九州

に分布し 、 朝鮮半島・ 中国（ 南部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の丘陵域の川沿いの岩崖などに点々と 分布し ている 。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アツギノ ヌ カ イ タ チシダマガイ
オシダ科

Dryop te ris p a om ow an en sis Ch in g  et Z .Y.Liu

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内では産地が限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性のシダで根茎は短く 斜上し 、 葉を叢生する。 葉柄や中軸には黒

褐色から 黒色の鱗片を密生する。 葉身は単羽状複生で、 倒披針形。 羽片

は線状披針形で、 先端近く まで平行し 、 先は尖る。 胞子嚢群は葉身の先

端部につき 、 裂片の辺縁寄り に１ 列に並ぶ。 本州・ 四国・ 九州で主と し

て温帯林の林床に生じ る。 国外では朝鮮半島に記録さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山域から 数ヵ 所生育が報告さ れている。 生育地は谷部の陰湿な

林部で、 群生し ている場合も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 8 5 ）「 日本のシダ植物図鑑４ 」 8 5 0 pp .東京大学出版会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマク マワラ ビ
オシダ科

Dryop te ris p o ly lep is ( Fr.et Sav.) C.Ch r.

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 自生地が限ら れ、 個体数も 非常に少ない。

概　 　 要

　 常緑で 根茎は短く 、 葉を 叢生す る。 葉身は大き く と も 長さ 2 0 －

3 0 cmで、深山の陰湿な森林中の湿っ た岩壁に生育する。 近縁の種と は、

生育地と 葉柄の鱗片が密に直角またはやや下向き に開出し て先端が上を

むく こ と が異なる。 こ の鱗片の色は黒褐色から 黒色である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部や西部の中国山地の岩角地に若干の分布が知ら れており 、 個体数

は非常に少ない。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ワイ タ チシダ
オシダ科

Dryop te ris sa xi f rag a  H .Ito

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 個体数が少なく 、 国内での分布の北限を形成し ている。

概　 　 要

　 常緑性のシダで葉柄基部の鱗片は赤褐色から 黒褐色であり 、 葉身は広

卵形から 五画状広卵形で先端は急に細く なっ て、 頂羽片を形成する。 ２

回羽状複生で、 最下羽片の基部数対の羽片は大き い。 葉質がやや厚く 、

光沢があると いわれるが、県内のも のは光沢がなく 青緑色になっ ている。

胞子嚢群は大型で中間生である。 千葉県南部以西の暖地から 南西諸島に

いたる各地の海岸に近いと こ ろ の斜面に生じ る。 国外では朝鮮半島・ 中

国・ 台湾・ イ ンド /イ ンド シナ・ フ ィ リ ピンなどに産する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 以前から 隠岐諸島（ 島前） での自生が報告さ れ、 標本も 残さ れている

が現状不明である 。 現在は、 東部の島根半島の各地と 西部の沿岸域での

生育が知ら れている。 沿岸域のやや乾燥し た崖地に稀にまれに生育し て

いる。 隠岐は国内での分布の北限になる。

存続を脅かす原因

　 土壌堆積、 道路拡張。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
倉田　 悟・ 中池敏之（ 1 9 7 9 ）「 日本のシダ植物図鑑１ 」 6 2 8 pp .東京大学出版会
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ナンカ イ イ タ チシダ
オシダ科

Dryop te ris va ria ( L.) O.Kun tze

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県下では個体数も 少なく 、 遷移や採集等で激減し ている。

概　 　 要

　 夏緑性で根茎は岩上や樹幹上を 長く 這っ て、 線状披針形の鱗片が根茎

に密につく 。 葉はまばら につき 、 ３ －４ 回羽状に細裂する。 胞子嚢群は

裂片に１ 個つく 。 北海道から 南西諸島の山地に生育し 、 朝鮮半島南部・

中国・ 台湾に分布する。 シノ ブ玉と し て鑑賞さ れ、 各地で採集さ れ、 個

体数が減少し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めた各地山域の樹幹や岩上に生育する が、 採集や遷

移などにより 減少し ている。

存続を脅かす原因

　 採集、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シノ ブ
シノ ブ科

Dava l l ia  m arie sii  M oore ex Baker

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内では生育地・ 個体数と も 少ない。

概　 　 要

　 根茎は長く 這い、 葉をまばら につける。 葉柄は短く 、 葉身は線形で基

部は円形から 心形で先端が鈍頭のこ と が多い。 胞子嚢群は数個で葉身の

上部の中肋と 辺縁の中間に並んでつく 。 北海道西南部から 九州（ 奄美大

島） の各地に生育し 、 やや明るい林中の岩上や樹幹に生じ る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） の山地の岩に生育する のが知ら れる。 また、 石見西部で

も 同様な立地に生育するのが見ら れる 。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ノ キシノ ブ
ウラ ボシ科

Lep iso ru s o n o e i  ( Fr.et Sav.) Ch in g

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県下で確認さ れている場所も 少なく 、 個体数も 非常に少ない。

概　 　 要

　 常緑性のシダで根茎は長く 這う 。 葉身は倒披針形で先は尖る。 葉質は

厚く 、 暗緑色で、 毛は無い。 胞子嚢群は葉身の上半分について斜上し 、

長さ ４ cm く ら い。 イ ワヤナギシダと 似ている が、 葉柄の基部が黒褐色

で葉がやや広いこ と 、 胞子嚢群と 中肋と の角度がやや広いこ と 、 胞子嚢

群の重なり が大き いこ と 、 全体に大き さ が大き いなどで区別でき る。 本

州（ 福島県以西）・ 四国・ 九州の暖帯上部の林中の岩上や樹幹に着生する 。

国外では、 ヒ マラ ヤ・ 中国西南部・ タ イ ・ 台湾・ 韓国（ 済州島） に分布

する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の丘陵域から 山域にかけて産地は点在する がどこ も 個体

数は少ない。 林中の岩上や樹幹に産する。 また、 島後に生育すると する

情報がある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サジラ ン
ウラ ボシ科

Loxo g ram m e d u clo u xi i  Ch rist

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生育地が限ら れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 常緑性の小型のシダで、 根茎は長く 伸びる。 葉身は線形で、 先端は円

頭であり 、 長さ ２ －1 5 cmになる。 全面に黄褐色から 灰褐色の星状毛が

密生する。 胞子嚢群は円形で中肋の両側にだいたい１ 列になら ぶ。 北海

道から 九州（ 中・ 北部） と 沖縄県に分布し 、 陰になっ た岩上やまれに樹

幹に着生する 。 国外では朝鮮半島と 中国東北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後、 島前） を含む県内全域の山域で点々と 生育が報告さ れて

いる。 やや明るい岩場に稀に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

海老原　 淳（ 2 0 1 7 ）「 日本産シダ植物標準図鑑Ⅱ」 .5 0 7 pp . 株式会社学研プラ ス,東京
岩槻邦男（ 1 9 9 2 ）「 日本の野生植物シダ」 .3 1 1 pp .平凡社,東京
中池敏之（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌シダ篇」 .8 6 8 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 1 9 9 7 ） 島根のシダ植物相， ホシザキグリ ーン 財団研究報告1 ： 2 2 1 -2 3 2

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ビロウド シダ
ウラ ボシ科

Pyrro sia  l in ea rif o l ia  ( H ook.)  Ch in g
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（ VU ）
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（ VU ）
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選定理由

　 県内では限ら れた場所に生育し 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 国内では福島県以南、 四国、 九州の屋久島まで分布する。 天然のも の

は尾根筋の岩場などに生育し 、雪を 嫌う ので太平洋側を 中心に分布する。

樹高は1 5 ー3 0 ｍになり 、 大き いも のでは5 0 mほどのも のも 見ら れる。

直幹性で樹皮は赤褐色で帯状に縦に裂け剥がれる。 葉は鱗状葉で光沢、

丸みがあり 、 １ つが長さ 2 ー3 mmで 枝に密着し て交互に対生し 、 枝全

体と し ては扁平になる。 似たサワラ では鱗状葉が尖っ ており 、 気孔帯が

Ｘ （ またはＨ ） 状に見えるのに対し 、 Ｙ 状（ 枝分かれ部ではΨ型） に見

えるので区別でき る。 高級建築材と し て古く から 利用さ れ、 広く 植林さ

れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　「 天然性のヒ ノ キは、 出雲部では安来市宇賀荘と 能義郡広瀬町に、 石

見部では邑智郡大和村と 鹿足郡六日市町にわずかに残存し ている。」 と

し ている文献も あるが、 天然性と し て現在確認でき るのは西部の山地の

急斜面や岩場に生育し ているも のである。 また、 隠岐を含めて広く 植林

さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

三宅登（ 1 9 8 2 ） ヒ ノ キ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局， 島根県大百科事典下巻， 山陰中央新報社， 3 8 9 pp ..
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ::1 -4 9 　 三瓶自然館， 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ノ キ
ヒ ノ キ科

Ch am aecyp aris o b tu sa  ( S iebo ld  et Zu cc.)  En d l.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内では限ら れた場所に生育し 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 幹が地をはい、 枝分かれし て広がる。 葉は針状で先は硬く 尖る。 花は

5 月に開花し 、 球果は球形で9 ー1 0 mmで紫黒色で粉白と なる 。 北海道、

本州、 九州（ 種子島） に分布し 、 国外ではサハリ ンまで分布する。 海岸

の砂地などに生える。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐の海岸部の崖地や岩の隙間など生育が見ら れる。 東部の湖陵町の

も のは砂質海岸に生育し ていたも のと 考えら れるが、 現在生育が確認で

き ない状況である 。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館会報3 ::1 -4 9 　 三瓶自然館， 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハイ ネズ
ヒ ノ キ科

Ju n ip eru s co n fe rta  Parl.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 常緑針葉樹で高さ 2 0 ｍ、 径１ ｍ以上になる 。 樹皮は赤褐色で薄く 縦

裂する。 葉は線形で長さ ２ cm、 幅３ mm前後である 。 雌雄異株で、 花

は春に咲き 、 種子は秋に成熟し 、 仮種皮は卵形で長さ 、 幅共に１ cm程、

赤く 熟れて特徴的である。 国内では北海道から 本州、 四国、 九州に分布

するが、 暖地ではまれな植物のよ う である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 奥出雲町） に生

育地がある。 山地の尾根筋で、 露岩状地や痩せた地に生える。 生育地の

一部は国指定天然記念物、 国立公園内にあり 、 保護さ れている。

存続を脅かす原因

　 生育地である樹林の伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ チイ
イ チイ 科

Taxu s cu sp id a ta  S ieb o ld  et Zu cc.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。 今回、 こ れまでよく 見ら れた宍道湖・

中海周辺の丘陵部及び平野部の溜池での出現が激減し たこ と から 、 カ テ

ゴリ ーをこ れまでの準絶滅（ N T） から 絶滅危惧II類（ VU ） に変更し た。

概　 　 要

　 北海道から 九州に至るまで広く 分布。 多年生の浮葉植物で、 腐植栄養

湖など酸性の止水域に生育する。 地中を匍匐する根茎から 細長い水中茎

を伸ばし 、 楕円形の葉をつける。 葉の表面は淡黄緑色で光沢があり 、 裏

面は赤紫色を 帯び、 若い時期には寒天様のぬるぬるし た粘液質の物質に

被われる。 暗紫色の直径１ cmほどの花を 水面に咲かせる。 秋になる と

養分の貯蔵のために水中茎の先端部が肥厚し 、 親植物から 離脱し て越冬

用の殖芽と なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖・ 中海周辺の溜池や三瓶山の姫逃池その他県内に広く 分布。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
K un ii,H .（ 1 9 9 1 ） Aqua tic  m a c rophy te  composition  in  re la tion  to  env ironmen ta l fa c to rs  o f irr ig a tion  p ond s a round  La k e  Sh in j i, Sh im a ne , J a p a n . V eg e ta tio , 9 7 ：
1 3 7 -1 4 8 .
K un ii,H .（ 1 9 9 3 ） Rh izom e  lo n g ev ity  in  tw o  fl oa tin g -le a v ed  a qua tic  ma c rophy te s , N y m p h a e a  te tr a g o n a  a nd  B ra se n ia  sc h re b e r i ． J .Aqua t.P la n t Ma na g e ., 3 1 ：
9 4 -9 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 國井秀伸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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ハゴロモモ科

Bra sen ia  sch reb eri  J.F.Gm el.
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。 今回、 こ れまでよく 見ら れた宍道湖・

中海周辺の丘陵部及び平野部の溜池での出現が激減し たこ と から 、 カ テ

ゴリ ーをこ れまでの準絶滅（ N T） から 絶滅危惧II類（ VU ） に変更し た。

概　 　 要

　 全国に広く 分布し ている多年生の浮葉植物で、 酸性の止水域に生育す

る。 塊状の根茎から 春先には薄い膜質の沈水（ 水中） 葉を展開し 、 後に

基部が深く 切れ込む広楕円形の浮葉を水面に展開する 。 浮葉の裏面は紫

色を 帯びる。 花には芳香があり 、 その直径は３ ー６ cm、 柱頭と おし べ

は黄色で花弁は白色。 果実は水中で熟し 、 数1 0 個から 1 0 0 個ほど の仮

種皮に包まれた種子を形成する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖・ 中海周辺の丘陵部及び平野部の溜池などに生育。 ジュ ンサイ

と 同所的に見ら れる。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
K un ii,H .（ 1 9 9 1 ） Aqua tic  m a c rophy te  composition  in  re la tion  to  env ironmen ta l fa c to rs  o f irr ig a tion  p ond s a round  La k e  Sh in j i, Sh im a ne , J a p a n . V eg e ta tio , 9 7 ：
1 3 7 -1 4 8 .
K un ii,H .（ 1 9 9 3 ） Rh izom e  lo n g ev ity  in  tw o  fl oa tin g -le a v ed  a qua tic  ma c rophy te s , N y m p h a e a  te tr a g o n a  a nd  B ra se n ia  sc h re b e r i ． J .Aqua t.P la n t Ma na g e ., 3 1 ：
9 4 -9 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ツジグサ
スイ レ ン科

N ym ph aea  te tra go n a  Geo rg i

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、生育地も 僅かな範囲である。

概　 　 要

　 山地のおも に夏緑樹林内に生える夏緑性の多年草。 植物体は茎が地を

這い分枝し て、 枝の先端に２ 枚の葉をつける。 茎は円柱形で赤茶色を帯

び、 葉は長い柄があっ て、 葉身は卵心形で先がと がり 、 基部は深い心形、

長さ ４ －８ cm。 春、 出葉と 同時に葉の基部に花を つける。 花は花弁は

なく 、赤茶色の３ 枚の萼片が筒状になっ て、先の裂片が外側に反り 返る。

国内では本州～九州に分布し 、 中国大陸にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見西部と 中部の山地にまれに見ら れ、 谷間のやや陰湿な環境の地に

生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 環境変化と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

フ タ バアオイ
ウマノ スズク サ科

Asa ru m  cau le scen s M axim .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内では産地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 夏緑性の多年生草本。 葉柄は長く 、 葉身は卵型で 長さ 6 .5 ー1 1 cm、

幅5 ー9 cm、 基部心形。 早春に開花する。 萼筒は合着し 、 萼裂片は3 枚

で反り 返る。 萼口は狭く なるが、 萼筒の7 割程度である なるウスバサイ

シンに対し 、半分程度と 狭く なる。島根県東部で気づかれ、原記載さ れた。

島根県の東部から 鳥取県中部の山域に点在し て分布が見ら れ、 一部岡山

県や広島県の北部にまたがり ながら まと まっ た分布域をも っ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の、 主に照葉樹林内の渓流脇の土手や岩の隙間などの湿潤な地に

生育する。 前回のレ ッ ド リ スト まではウスバサイ シンと と も にまと めて

記載さ れていた。

存続を脅かす原因

　 森林の伐採、 園芸上の採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫・ 谷田貝繁明・ 井上雅人（ 2 0 2 4 ） 中国地方のウスバサイ シン 節の分布と イ ズモサイ シン と ウスバサイ シン と の形態比較 、 三瓶自然館研究報告(2 2 )： 2 7 -3 4 　 島根県立三
瓶自然館
山路弘樹・ 中村輝子・ 横山　 潤・ 近藤健児・ 諸田　 隆・ 竹田秀一・ 佐々木博・ 牧　 雅之（ 2 0 0 7 ） 日本産カ ン アオイ 属ウスバサイ シン 節の分類学的研究、 植物研究雑誌(8 2 )： 7 9 - 
1 0 5

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

情報不足（ D D ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ズモサイ シン
ウマノ スズク サ科

Asa ru m  m aru yam ae  Yam a ji et Ter.N akam .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地林内に生え て、 草丈2 0 cm程の多年草。 葉はほぼ卵形で 基部は

深い心形、 葉身は長さ 8 ー1 2 cm、 幅5 ー1 2 cm、 常緑で根生状につく 。

葉面には様々な雲紋を も つ。 花は春に咲き 、 径３ －４ cmで大き く 、 ほ

ぼ球形の萼筒から なる花をつける。 萼筒の上部で強く く びれ、 ３ 片の萼

裂片がある。 本州（ 島根南西部、 山口） と 九州北部にかけて生える。

県内での生育地域・ 生育環境

　 石見南西部の奥地に生育地が知ら れている。 林床や林縁に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ イ リ ンアオイ
ウマノ スズク サ科

H etero tro p a  a sa ro id es M o rr. et Decn e.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

444444



選定理由

　 個体数が少なく 、 遷移による減少や植栽によっ て原産地の個体かどう

かの判定が難し く なっ ている。

概　 　 要

　 山地に生える 落葉高木樹で高さ 1 5 cmに達する。 葉が互生し 、 葉身は

倒卵形または広倒卵形で長さ 6 －1 5 cm、 幅3 －6 cm、 基部はく さ び形

と なる 。 花は初夏に葉の展開に先立っ て咲き 、 径7 －1 0 cm。 萼は3 枚、

花弁は6 枚で萼片の2 －3 倍で長さ 5 －7 cmでと も に白い。 花の時期、 花

の下に1 枚の小型の葉がある こ と が、 無いタ ムシバと の区別点になる。

国内では北海道・ 本州・ 四国・ 九州に分布し 、 国外では韓国（ 済州島）

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部から 東部の丘陵域に点在し て生育する。 西部でも 生育し ていると

思われる。 遷移によっ て林床が暗く なり 再生がむずかし く なっ ているも

のと 思われ、また植栽も あり 本来の自生なのか区別が難し く なっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 植栽。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ ブシ
モク レ ン科

M ag n o lia  ko b u s DC. var. ko b u s

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育地は多く はなく 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林床に生育する 多年草で、 地上部は高さ 2 0 －6 0 cm程度にな

る。 偽茎部は斜上し 、 葉柄の3 倍程度の長さ にな る。 葉は通常1 枚で、

鳥足状に小葉の柄も 発達する。 小葉は7 －1 5 になり 長楕円形で、 縁は

全縁が細鋸歯があり 、 先端は鋭く 尖る。 花序の柄は短く やや前屈し 、 花

序は葉よ り 下部につく 。 仏炎苞は長さ 1 1 －2 0 cmでやや上に開いた円

筒形、 色は淡緑色から 緑白色で、 不規則で細かい紫色の班がある。 口辺

部はやや開出し 、 舷部は狭い卵形で筒部より やや長く 、 外側に巻き なが

ら やや尖る。 日本固有種で四国の高知県や愛媛県、 中国地方の広島県・

山口県などに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山地渓谷部の斜面に点々と 分布が見ら れる。こ れは広島県西部、

山口県東北部から 続き 、 まと まっ た分布と なっ ており 、 県内の分布はそ

の北限と なる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 1 9 ） 島根県のテン ナン ショ ウ属マムシグサ節について,島根植物研究会会報(3 7 )： 4 -5 　 島根植物研究会
大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
邑田　 仁（ 2 0 1 1 ）「 原色植物分類図鑑　 日本のテン ナンショ ウ」 2 6 5 pp .株式会社北隆館,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オモゴウテンナンショ ウ
サト イ モ科

Arisa em a iyo an u m  M akin o  su b sp . Iyo an u m

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 産地も 少なく 、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 山地の林床に生育する 多年草で、 地上部は高さ 1 5 －5 5 cm程度にな

る。 葉は通常1 枚で、 5 裂まれに7 裂の楕円形の小葉と なり 、 縁は全縁、

先端はやや尖る。 花序は葉より 下部につき 、 仏炎苞は緑色で、 著し く 隆

起する 白色の縦じ まがある。 口辺部はやや開出し 、 筒部は長さ 3 －7 cm

程度で、 舷部は卵形で長さ 3 －1 0 cm、 幅1 .5 －5 cmになり 先端は尖る。

日本では北海道、 本州の日本海側、 九州北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部と 隠岐（ 島後） の山地の斜面等に生育が見ら れる 。 仏炎苞が紫

色の型をアシウテンナンショ ウと し て区別するこ と がある が、 県内では

こ の型のも のは確認でき ていない。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
邑田　 仁（ 2 0 1 1 ）「 原色植物分類図鑑　 日本のテン ナンショ ウ」 2 6 5 pp .株式会社北隆館,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告４ ： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ロハテンナンショ ウ
サト イ モ科

Arisa em a o va le  N akai var. ovale

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 植生の遷移によ り 消滅するおそれ

がある。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の水田や水路などの浅水中に生育する一年生の沈水

植物。 姿はヤナギスブ タ に似て分岐し た多数の線形の葉が根生する が、

より 大型になる。 水面に線形の目立たない花を咲かす。 種子は紡錘形で

長さ 1 .5 ー2 mmで、 表面に低い突起が2 ー1 0 個ある こ と で ヤナギス ブ

タ と 識別でき る。 東南アジアに広く 分布するが、 国内での産地はも と も

と 少なく 、水田の圃場整備や耕作放棄による遷移で消滅する場所が多く 、

全国的にまれな種と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部と 中部の山間部において生育が確認さ れている。 生育地は休耕

田やビオト ープ池で、 清涼な水が流れ込む浅い水域に生育する。 近隣の

鳥取県西部では平野部の水田で記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

特記事項

　 近年まで同属のスブタ やヤナギスブタ と 間違われるこ と があり 、 県内

では確かな生育情報はなかっ たが、 県東部や中部の山間部で生育地が発

見さ れた。 生育地は管理不足で植生の遷移が進みやすい環境のため、 定

期的な撹乱と 水管理が必要と なる。

（ 執筆者： 辻井　 要介）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
汐田達哉（ 2 0 2 2 ） 鳥取県米子市における セト ヤナギスブタ と マルミ スブタ の新産地． 水草研究会誌， 1 1 3 ： 4 7 -5 0 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類（ C R ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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選定理由

　 県内の生育地が限ら れており 、 近年減少し ている。

概　 　 要

　 北海道を除く 全国各地の水田、 水路、 溜池などの浅水中に生育する一

年生の沈水植物。 茎が伸張し 、 植物体の長さ 1 0 ー3 0 cm、 下部は地下

茎と なり 泥中を匍匐し 、 節から ひげ根を出すと と も に無柄で線形、 時に

紫色を帯びた淡黄緑色の薄い互生葉を密に付ける。 全体に柔ら かい。 か

つては普通の水田雑草であっ たが、 全国的に減少し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 かつては県内のほぼ全域に分布する と さ れていたが、 県西部や中部の

産地は消失し ており 、 現在の産地は県東部に限ら れている 。 比較的水質

の良好な貧栄養な溜池や水田に生育する。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

特記事項

　 全国的には同属のスブタ より 本種の方が生育する地域が多いよう であ

るが、 県内での産地はも と も と スブタ より も 少なめである 。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版, 東京．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．
柳浦正夫（ 1 9 9 9 ） 益田周辺の止水域の水草． 島根県益田高等学校研究紀要， 2 2 ： 4 4 -5 2 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤナギスブタ
ト チカ ガミ 科

Blyxa  ja p o n ica  ( M iq .)  M axim . ex Asch erso n  et Gü rke

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での新産地は見つかっ ているが、 生育地は限ら れている。

概　 　 要

　 北海道を除く 全国各地の水田、 溜池などの浅水中に生育する一年生の

沈水植物。 葉は長さ 1 .5 ー3 cm、 幅が0 .3 ー0 .6 cmと ト リ ゲモ類の中で

も っ と も 葉の幅が広い。 ただし 、 生育環境によ り 葉の幅は変異がある。

確実な識別点は、 種子の表面に見ら れる四～六角形の大き な網目模様が

見ら れるこ と である。 かつては水田雑草だっ たが、 除草剤の使用などで

減少し 、 全国的にまれな種と なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部や県中部において生育が確認さ れている。 県中部では邑南町の

溜池に生育し 、 県東部では、 雲南市の公園の小規模な池や出雲市や松江

市の水田や休耕田に生育する。平野部の富栄養化し た水域では見ら れず、

清涼な水が流入する山間部の溜池や水田など貧栄養な水域に出現する傾

向がある。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足と 水田の乾田化。

特記事項

　 県東部の出雲市では、 山間部の休耕田を利用し た浅い池に本種が出現

し 、 群落が見ら れたこ と があっ たが、 生育は一時的なも のであっ た。

（ 執筆者： 辻井　 要介）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
柳浦正夫（ 2 0 0 7 ） 出雲市北東部のため池で見ら れた水生植物について２ ． 島根植物研究会会報， 1 2 ： 2 -4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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選定理由

　 県東部の汽水湖や河川、 溜池に生育地が限ら れる。 以前より も 生育範

囲は拡大傾向であるが、 環境の変化による消長が見ら れる。

概　 　 要

　 全国の湖沼や溜池、 およ び流れのゆる やかな河川に生育する 一年生

の沈水植物で、 淡水域だけでなく 汽水域にも 出現する 。 水中茎は径1 ー

2 mmで叉状によ く 分枝し 、 ３ 輪生ある いは対生の葉を つける 。 茎には

多数の棘がある 集団と ほと んどない集団がある。 葉は無柄でやや扁平、

長さ 2 ー6 cm、 幅1 ー3 mmで葉縁に棘状の大き な鋸歯がある 。 鋸歯の形

状は産地によ り 変異が大き い。 花期は7 ー9 月。 雌雄異株であり 、 雄株

には４ 室の葯を も つ雄花が葉腋につき 、 雌株には花被がなく １ 個の雌し

べから なる雌花が葉腋につく 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の松江市と 出雲市に生育が限ら れる。 宍道湖では湖内や西岸よ

り の流入河川下流に散在し て生育が確認さ れている。 その他、 宍道湖周

辺の溜池や神戸川でも わずかに見ら れる。 いずれも 流れが緩やかな水域

や止水環境に生育する。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 河川改修などによる生育環境の悪化。

特記事項

　 かつて中海の彦名干拓地にある 米子水鳥公園内のつばさ 池に大き な

群落があっ たが、 消失し た。 宍道湖では1 9 8 0 年代に流入河川での生育

が確認さ れていたが、 2 0 1 0 年代初めまでは生育が途絶えていた。 その

後、 宍道湖で切れ藻が確認さ れる よ う になり 、 2 0 1 5 年には宍道湖に流

入する十四間川河口で大規模な群落が出現し 、 数年間は群落が確認さ れ

た。 2 0 1 6 年に神西湖で切れ藻が多数確認さ れたが、 その年だけの出現

であっ た。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
國井秀伸（ 1 9 8 6 ） 宍道湖およ び斐伊川河口域の小河川でみら れた水生植物． 山陰地域研究（ 自然環境）， 2 ： 5 3 -5 7 ．
辻井要介・ 國井秀伸（ 2 0 1 6 ） 神西湖と その流入河川並びに用水路に生育する 水生植物の現況． ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 9 ： 1 8 3 -1 8 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ バラ モ
ト チカ ガミ 科

N a jas m a rin a  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育場所が限ら れている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼溜池、 及び比較的き れいな流水中に群生する多年生の

沈水植物。 径２ mmほどの細い平滑な地下茎（ 走出枝） を 伸ばし 、 各節

から 長さ 1 0 ー8 0 cm、 幅５ ー８ mmの線形リ ボン 状の葉を叢生する 。 や

や黄色みがかっ た葉は軟質で、 上縁に微鋸歯があるが、 下方では鋸歯が

なく なる特徴がある。 雌雄異株で雄花と 雌花があり 、 雌株は糸状の長い

花柄を水面まで伸ばし 、 小さ な白色の雌花を水面に浮かべる。 雄花は株

の基部に生じ 、 長さ １ ー３ cmの花柄の先の薄い袋状の包鞘中に多数詰

まっ ている。 セキショ ウモは典型的な水媒花で、 成熟すると 包鞘の上部

が破れて雄花が水面に浮上し 、 花粉を放出する。 受粉後に雌花の花柄は

ら せん状に短縮し て水中に沈み、 水中で結実する。 果実の内部には長さ

２ ー４ mmの種子が多数形成さ れ、透明な粘液に包まれている。セキショ

ウモの形態は同属のコ ウガイ モや沈水性のミ ク リ 属と 似ているが、 鋸歯

の有無や葉脈を観察するこ と で容易に識別さ れる。 ミ ク リ 属は葉縁に鋸

歯が無く 、 葉脈は目立たず長方形の細胞が規則的に並ぶが、 セキショ ウ

モは数本の葉脈が明瞭。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池と 宍道湖。 また、 西部のため池でも 確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 護岸工事による 浅場の消失、 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、 溜池の管理不足などで減少するお

それがある。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼や溜池な ど に生育する 一年生の浮葉植物。

葉は長さ 約5 cm、 幅1 mm以下の細い沈水葉を つけ、 水面上に長さ 2 ー

3 cm、 幅約1 cmの長楕円形の浮葉が展開する。 初夏から 夏にかけて水

面に穂状花序をつける。 姿がよく 似たホソ バミ ズヒ キモと は果実の形状

が異なり 、 鶏のと さ か状の突起があるこ と で識別でき る。 種子繁殖のほ

かに、 秋に水中茎の先に細葉を も つ殖芽をつける。 ホソ バミ ズヒ キモが

比較的普通に見ら れる種である のに対し て、 本種は全国的にまれな種と

なっ ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の溜池や休耕田、 神社の池において生育が確認さ れている。 貧

栄養で比較的浅い水域に生育する。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニによる食害、 農業形態の

変化による溜池の管理不足。

特記事項

　 ホソ バミ ズヒ キモと よく 似ているため、 見落と さ れている 可能性も あ

るが、 近年の生育調査ではホソ バミ ズヒ キモがほと んどである。 県東部

の神社の境内地にある池では、 池の整備後に本種が多数生育するよう に

なり 、 現在も 適切な管理のも と 安定し た生育が見ら れる。 その他の生育

地では、 休耕田に見ら れたも のは消滅し たり 、 溜池のも のは管理不足に

より 遷移が進み減少し ている。

（ 執筆者： 辻井　 要介）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
宮田昌彦・ 谷城勝弘・ 山田寛治編（ 2 0 2 5 ） 水生・ 湿生植物生活史図鑑． 6 1 7 pp． 北隆館， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ バノ ヒ ルムシロ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  crista tu s Regel e t M aack

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育場所が限ら れており 、 開発によっ て生育が危ぶまれる。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼、 溜池、 水路などに生育する多年生の沈水植物。 互生

する葉は無柄で線形、 先は尖る。 長さ ２ ー８ cm、 幅１ ー1 .5 mmで中央

脈が明瞭。 秋に葉茎の先端部が長さ 1 .5 ー2 .5 cmの殖芽と なり 、 水底に

沈んで越冬する。し ばし ば同属のホソ バミ ズヒ キモと 誤同定さ れるので、

注意が必要である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島の池沼での生育が知ら れ、 その後県東部の丘陵部の沼でも 見

つかっ ている。

存続を脅かす原因

　 開発による生育場所の消失。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ト モ
ヒ ルムシロ科

Po tam o geto n  p u sil lu s L.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 汽水域と いう 限ら れた場所にのみ生育するこ と 。 遷移による生育地の

水質変化及び河川改修による自生地の消失。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼や河川、 水路に生育する多年生の沈水植物。 海水と 淡

水の入り 混じ る河口汽水域が主要な生育場所であるが、 内陸部であっ て

も 、 水中のイ オン 濃度の高い湖沼にはし ばし ば生育する。 水中茎は盛

んに分枝し 、 無柄で 全縁、 長さ ５ ー1 5 cm、 幅0 .5 ー１ mmの針状の沈

水葉を 互生する。 葉の基部は托葉と 合着し て茎を 抱き、 長さ １ ー３ cm

の葉鞘と なる 。 ６ ～1 0 月の花季には水中茎の上方の葉腋から 長さ ５ ー

2 0 cmの花茎を 水面に伸ばし 、 長さ １ ー４ cmの花穂を つける が、 花茎

は細い糸状なので直立せず、 水面に横たわっ て受粉する。 秋頃に地下茎

の先端部が肥厚し 、 長さ ５ ー1 5 mmの塊茎が形成さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中海の干拓地内の排水路や池、 及び神西湖の流入河川などから 報告が

ある。 生育場所と なっ ている干拓地内の排水路と 池の塩分は年々低下す

るため、 いずれエビモなどの淡水の種に置き 換わると 予想さ れる。 こ れ

と は逆に、 大橋川や宍道湖では2 0 1 0 年頃から カ ワツ ルモと と も に生育

が確認さ れるよう になり 、 分布域拡大の背景と し て塩分上昇が考えら れ

ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による汽水環境の消失及び河川改修。

特記事項

　『 レ ッ ド データ ブ ッ ク ひろ し ま2 0 2 1 』 で は絶滅危惧I類（ CR+ EN ）

と さ れている。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
國井秀伸（ 2 0 0 1 ） 宍道湖・ 中海における 水生絶滅危惧植物の分布． La g una （ 汽水域研究）， 8 ： 9 5 -1 0 0 ．
中川昌人・ 國井秀伸（ 2 0 1 5 ） 宍道湖， 天神川および斐伊川河口域の小河川における 2 0 1 3 年の水生植物相． La g una （ 汽水域研究）， 2 2 ： 1 -1 0 ．
辻井要介・ 國井秀伸（ 2 0 1 6 ） 神西湖と その流入河川並びに用水路に生育する 水生植物の現況． ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 9 ： 1 8 3 -1 8 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

リ ュ ウノ ヒ ゲモ
ヒ ルムシロ科

Stu cken ia  p ectin a ta  ( L.)  Bo rn er

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 汽水域と いう 限ら れた場所にのみ生育するこ と 。 遷移あるいは人為的

な要因による 生育地の水質変化及び河川改修や埋め立てによる自生地の

消失。

概　 　 要

　 全国各地の海岸沿いの湖沼や河川、 水路に生育する 多年生（ または１

年生） の沈水植物で、 別名はミ カ ヅキイ ト モ。 海水と 淡水の入り 混じ る

河口汽水域が主要な生育場所であるが、 リ ュ ウノ ヒ ゲモ同様、 内陸部で

あっ て も 水中のイ オン 濃度の高い湖沼には生育する 。 地中を 這う 地下

茎から 径１ mm以下の糸状の水中茎が伸び、 無柄で長さ ２ ー８ cm、 幅

0 .5 mmほど の線形の葉が対生または輪生する 。 雌雄同株で雄花と 雌花

が同じ 葉腋に並んでつき 、 受粉は水中でおこ る。 果実は特徴的で、 長さ

４ ー７ m mの三日月形で背面にまばら に波状の突起がある。 果実の無い

状態ではし ばし ばイ ト モある いはホソ バミ ズヒ キモと 誤同定さ れてい

る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖と 日本海を結ぶ佐陀川で1 9 9 4 年７ 月に再発見さ れ、 その後中

海のいく つかの干拓地での自生が確認さ れ、 最近では大橋川や天神川で

も みつかっ ている 。

存続を脅かす原因

　 遷移あるいは人為的な要因による汽水環境の消失。

特記事項

　『 レ ッ ド データ ブ ッ ク ひろ し ま2 0 2 1 』 で は絶滅危惧I類（ CR+ EN ）

と さ れている。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
國井秀伸（ 1 9 9 4 ） イ ト ク ズモ（ ミ カ ヅキイ ト モ） 発見記． 水草研会報， 5 4 ： 3 8 ．
國井秀伸（ 2 0 0 1 ） 宍道湖・ 中海における 水生絶滅危惧植物の分布． La g una （ 汽水域研究）， 8 ： 9 5 -1 0 0 ．
辻 和弘・ 國井秀伸（ 1 9 9 8 ） 危急種イ ト ク ズモの成長と 光合成特性． La g una  (汽水域研究)， 5 :2 2 5 -2 3 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ト ク ズモ（ ミ カ ヅキイ ト モ）
ヒ ルムシロ科

Zan n ich e l l ia  p a lu stris  L.

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 汽水域と いう 限ら れた場所にのみ生育するこ と 。 遷移あるいは人為的

な要因による 生育地の水質変化及び河川改修による自生地の消失。

概　 　 要

　 全国各地の海岸沿いの湖沼や河川河口域、 あるいは干拓地内の一時的

な水溜まり などに生育する多年生（ または１ 年生） の沈水植物。 地下茎

の各節から 水中茎が伸びる。 葉は長さ ５ ー1 5 cm、 幅約0 .5 mmの糸状

で先端は鋭頭、基部は葉鞘と なり 茎を抱く 。葉縁に鋸歯があるこ と でリ ュ

ウノ ヒ ゲモと の区別点と なる。 生活環の長い間にわたり 、 次々と 特徴の

ある散形花序を展開する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中海と その干拓地内の排水路や池、 及び日本海に面し た池などから 報

告がある。 中海本庄水域内ではほぼ全域にわたっ て点々と 分布し 、 特に

宮ケ鼻・ 弁慶島付近には一時大き な群落が形成さ れた。 近年、 宍道湖や

大橋川でも 多く 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移あるいは人為的な要因による汽水環境の消失及び河川改修。

特記事項

　『 レ ッ ド データ ブ ッ ク ひろ し ま2 0 2 1 』 では絶滅危惧Ⅰ類と さ れてい

る。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
國井秀伸（ 2 0 0 1 ） 宍道湖・ 中海における 水生絶滅危惧植物の分布． La g una （ 汽水域研究）， 8 ： 9 5 -1 0 0 ．
中川昌人・ 國井秀伸（ 2 0 1 5 ） 宍道湖， 天神川および斐伊川河口域の小河川における 2 0 1 3 年の水生植物相． La g una （ 汽水域研究）， 2 2 ： 1 -1 0 ．
辻井要介・ 國井秀伸（ 2 0 1 6 ） 神西湖と その流入河川並びに用水路に生育する 水生植物の現況． ホシザキグリ ーン財団研究報告， 1 9 ： 1 8 3 -1 8 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ワツルモ
カ ワツルモ科

Ru pp ia  m a ritim a  L.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地林内に生える多年草で、 草丈は約3 0 cm。 葉は卵状楕円形で長さ

1 0 cm、 幅５ cmで、 6 ー7 枚を 互生する 。 花は春に咲き 、 葉腋に長さ ３

cmの細い花柄を垂ら し 、先に黄緑色の小花をつける。花も 下向き に咲く 。

本州の中国地方から 四国、 九州、 南西諸島に分布する植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市、川本町）、県西部（ 益田市、津和野町、

吉賀町） に生育地が点在する。 夏緑二次林から 夏緑樹の多い照葉樹二次

林、 さ ら にスギ人工林内にも 生えるが、 いずれの場所も 個体数は多く は

ない。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ナベワリ
ビャ ク ブ科

Croo m ia  ja p o n ica  M iq

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は地中深く に鱗茎があっ て、 それから 軟ら かく 長い柄を持っ た

広楕円形の葉身がつく も ので、 葉身だけが地上にみら れる。 葉は未成熟

な個体では１ 枚、 成熟し た個体ではほと んどが２ 枚つく 。 葉身には独特

な斑紋がある 。花は春に咲く 。開花株では高さ 2 0 －3 0 cmの花茎を出し 、

先端に一花がつく 。 花冠は紅紫色で、 花は下向き に咲き 、 花被片は６ 枚

で、 上にそり 返る形で咲く 。 花被片のつけ根には独特な濃紫色の斑紋が

ある。 夏までに地上部は枯れる。

　 国内では北海道・ 本州・ 四国・ 九州に分布し 、 国外では、 朝鮮半島・

中国（ 北東部）・ サハリ ンに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部の中国山地や隠岐（ 島後） にまれに生育地がある。 保護さ

れていると こ ろ では個体数が増加し ているが、 そう でないと こ ろ は遷移

等で激減し ている 。

存続を脅かす原因

　 遷移による樹林照度不足、森林伐採による環境変化、園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ タ ク リ
ユリ 科

Eryth ro n iu m  ja p o n icu m  Decn e.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はややまれで、 近年、 消滅し た生育地が多い。

概　 　 要

　 植物体は長さ ５ cm前後、 幅1 ー2 cm程の長楕円形の１ 枚の葉を も つ

やや小型のも のである。 花期は初夏の頃で、 花茎を1 0 ー1 5 cmの高さ

に伸ばし 、 薄紫色の小花を1 0 花程つける。 多く は露岩地、 岩壁に生え、

時には人工的な岩壁にも 生える こ と も ある。

　 国内では関東地方以西から 四国、 九州に分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町）、 県東部（ 出雲

市）、 県中部（ 川本町、 邑南町、 江津市） など、 山地に生育地が点在し

ている。 過去においては路傍の人工的な岩崖などにも 生育する も のが見

ら れたが、 多く はその場の遷移による草原化、 樹林化や道路の拡幅工事

などにより 生育地の破壊などがあっ て、 生育地は明ら かに減少し てき て

いる。

存続を脅かす原因

　 山地岩場での樹林化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 1 ） 隠岐の北限植物. 隠岐の文化財 3 8 : 3 0 -5 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ナラ ン
ラ ン科

Am ito stig m a  g ra cile  ( Blu m e)  Sch ltr.
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（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 全国的に個体数が減少し ており 、 県下でも 同様な状況と なっ ている。

概　 　 要

　 暖温帯の林下に生育する。 球状の茎を も ち、 春に長さ 1 5 ー2 5 cm程

度の紡錘形で 鋭頭の葉を 2 ー3 枚展開する 。 花茎は葉と 同時期に伸び、

ややまばら に8 ー1 5 花を つける。 苞は披針形で長さ 5 ー1 0 mm、 萼片と

側花弁は狭卵形で側花弁のほう が細い。 唇弁は萼片と 同長で帯紅色から

白色で３ 深裂する。 国内では北海道西南部から 琉球まで分布し 、 朝鮮半

島・ 中国の東部から 南部にかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めて、 東部から 西部の丘陵域の林内に分布する。 以

前は各地に見ら れたが急激に減少し ている。 西ノ 島・ 中ノ 島に生育する

と の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 採集。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

エビネ
ラ ン科

Cala n th e  d isco lo r Lin d l.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県下に広く 生育地も かなり 知ら れているが、 いずれも 生育地での個体

数は僅かであり 、 生育地及び個体群の消滅が心配さ れる。

概　 　 要

　 山地林内の林床に生え る 夏緑の多年草で、 地際に球形の偽球茎を も

ち、 長楕円形で長さ 2 0 cm、 幅５ cm前後の葉を ４ ～５ 枚展開さ せ、 草

丈3 0 cm程の植物である。 花期は夏で、葉間に葉より 高い花茎を伸ばし 、

淡紫色の花を 1 0 ～2 0 個程つける。 国内では本州・ 四国・ 九州に分布し 、

国外では朝鮮半島南部・ 台湾・ 中国東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐(島後)と 東部から 西部の丘陵域から 山域に広く 分布する のが知ら

れている。 谷間のの斜面などのかなり 湿度の高い場所を好み、 時に倒木

の朽木上に生えるも のも 見ら れる。 西ノ 島に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ナツエビネ
ラ ン科

Cala n th e  re f lexa  M axim .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はかなり まれな状態と なっ ていて、 個体数も 多く ない

現状である。

概　 　 要

　 山地山林内、林縁、 山中路傍にも 生える草丈3 0 cm前後の夏緑多年草。

葉は楕円形で、 長さ ５ cm、 幅３ cm前後で４ ～５ 枚が互生する。 花は春

に咲き 、 茎頂に５ ～６ 個の白花を つける。 時に花が目立つので採取さ れ

るこ と が多い。 近似種のササバギンラ ンが距が長く 後方にやや長く 突出

し 、 中裂片は心形で鋭尖頭に対し 、 距は鈍く て短く 、 中裂片は楕円形で

鋭頭と なる。

　 国内では本州・ 四国・ 九州に分布し 、 国外では朝鮮半島・ 中国にも 分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村により 前回の報告ではほぼ全域に生育範囲のある植物で、 各地に

生育地が知ら れたが、 現在ではそれら の生育地に今でも 生育が確認さ れ

るこ と はほと んどない状態と さ れる。 また三瓶に隠岐（ 島後） と 東部の

標本がある。 明る い夏緑樹林内から かなり 暗い照葉樹林内にも 生えるこ

と がある。 また、 中ノ 島・ 西ノ 島に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化、 採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ギンラ ン
ラ ン科

Cep h a la n th era  e recta  ( Th u n b .)  Blu m e

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生息地は全域に点在するが、 個体数は多く はない。

概　 　 要

　 山地山林内、時に林縁に生える 草丈5 0 cmばかり の夏緑多年草である。

葉は楕円形で長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後で５ ～６ 枚が互生する。 花は春

に咲き 、 茎頂に1 0 花程の黄花を つける 。 時に花が目立つので採取さ れ

るこ と が多い。 国内では本州、 四国、 九州に広く 分布し 、 国外では朝鮮

半島・ 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村による文献では全域にやや稀に分布すると さ れ、 県内においては

隠岐を含めて全域に生育範囲のある植物であるが、 生育地は点在し 多く

はない。 多く は夏緑樹林、 時に照葉樹林内での林冠破壊部の明るい場に

生える。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による照葉樹林化、 採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キンラ ン
ラ ン科

Cep h a la n th era  f a lca ta  ( Th un b .)  Blum e

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生育地や個体数も 少ない。

概　 　 要

　 暖温帯から 亜寒帯の林下に生育する 夏緑性草本。 茎は3 0 ー5 0 cmで

直立し 、 葉は卵状披針形で 先は尖り 、 長さ 7 ー1 5 cm、 幅1 .5 ー3 cmで

6 ー8 枚茎につく 。 花は5 ー6 月にまばら につけ、 苞は線形で下部の1 ー

2 個は特に長く 、萼片は線形で長さ 1 1 ー1 2 mm、側花弁は萼片より 短く 、

幅が広い。 唇弁の基部は筒状の距と なり 短く 突出し 、 舷部は３ 裂する。

距が短く 、 鈍く 突出し 、 中裂片が楕円形で鋭頭なギン ラ ンに対し 、 長く

てやや鋭く 突出し 、 心形で鋭鋭頭であるので区別でき る。 国内では北海

道から 九州に分布し 、朝鮮半島・ 極東ロシア・ 中国東北部に広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 杦村によれば県内に広く 稀に生育すると の報告がある。 三瓶に東部の

丘陵域での標本が残さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ササバギンラ ン
ラ ン科

Cep h a la n th era  lo n g ib ra ctea ta  Blu m e

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はも と も と まれであり 、 生育地の破壊等により 生育地

が消滅するこ と が多い状態である 。

概　 　 要

　 樹林内に生える 草丈2 0 cm前後の夏緑多年草である。 植物体は地下に

直径２ cmの球形の偽球茎が細長い地下茎でつながり 、 偽球形から 1 ー2

枚の長楕円形で長さ 1 0 cm、 幅３ cm前後の葉を つける。 葉は多く の紫

色の斑点を も つ個体群が多い。 花は春に咲き、 高さ 約2 0 cmの花茎を立

て、 長さ ２ cmの線状披針形の花被片を つけて、 1 0 個前後の花がつく 。

花被片にも 紫色の斑点があっ て、 時に美し く 見える。 北海道から 本州、

四国に分布域があると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町）、県東部（ 松江市、奥出雲町、

飯南町）、 県西部（ 益田市） など、 県内全域に分布域があり 、 海岸域か

ら 中国山地脊梁部にまで生育地が点々と 知ら れている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 土地造成、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ト ケンラ ン
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Crem astra  u n g u icu la ta  ( Fin et)  Fin et
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（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内全域に生育が点在し ていたが、 園芸上での採取が行われて生育地

及び個体群の消滅し 、 稀な状態になっ ている。

概　 　 要

　 樹幹や岩上に生えるやや小型の多年草。 植物体は茎が束生し て株状と

なり 、 多く の根を 出し て着する。 茎は円柱形で高さ 2 0 cm前後のも ので

ある。 葉は披針形で長さ ５ cmばかり で数枚が互生する。 花は初夏の頃

に咲き 、 ２ ～３ 年前の葉の落ちた古い茎の先に数個の花がつく 。 花は多

く は白色から 淡桃色と なる。 国内では本州から 四国・ 九州・ 南西諸島に

分布し 、 国外では朝鮮半島南部・ 台湾・ 中国～ヒ マラ ヤに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部から 西部にかけて全域の山地に生育地が知ら れて

いるが、 かなり まれな状態と なっ ている。 また、 西ノ 島に生育すると の

情報も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐開による 着生樹木の倒伐、 遷移、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

セッ コ ク
ラ ン科

Den d ro b iu m  m o n il if o rm e  ( L.)  Sw .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はかなり 知ら れていたが、 現在では多く の生育地が消

滅し てまれになっ てき ている。

概　 　 要

　 陽あたり のよ い湿地に生える 草丈3 0 －5 0 cm程の夏緑の多年草。 葉

は卵形で基部は葉鞘と なっ て茎を 巻き、 長さ 1 0 cm、 幅３ cmばかり で

互生し て７ ～８ 枚がつく 。 花は初夏から 夏に咲き 、 茎頂に橙黄色の花を

1 0 花ばかり を つける 。 国内では北海道から 九州に分布し 、 国外では朝

鮮半島・ 中国（ 東北）・ ウスリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） を 含めて東部から 西部まで、 また海岸部から 中国山地ま

で広く 分布する。。 生息地は湿地や草原、 また水田脇などの小規模な生

息適地などにも 生育し ていたが、 採取の他、 多く の場で生育地そのも の

が破壊さ れ消滅し 、 かなり まれと なっ ている。 また、 中ノ 島に生育する

と の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移による乾燥化や被陰、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎著・ 北川政夫改訂（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花植物編」 .1 7 1 6 pp .至文堂,東京

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ キラ ン
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Ep ip a ctis th u n b erg ii  A. Gray
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（ VU ）
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（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地や個体数も 少ないため。

概　 　 要

　 暖温帯から 亜寒帯の林下に生え、 ナラ タ ケと 共生する植物で、 楕円形

の塊茎から 高さ 4 0 －1 0 0 cmの黄褐色の茎を伸ばす。 茎には膜質の長さ

1 ー2 cmの鱗片葉を つける。 花も 黄褐色で2 0 －5 0 個を 総状につける。

苞は披針形で、 ３ つの萼片は合着し てし てつぼ状になり 、 基部の下側は

ややふく ら み、 口部は斜めになっ て3 裂する。 唇弁は卵状長楕円形で長

さ 1 cm程度で基部近く で3 裂する。 国内では北海道から 九州に分布し 、

台湾・ 朝鮮半島・ 極東ロシア・ 中国から ヒ マラ ヤと 広く 分布する。 また、

全体が緑色になるアオテンマや茎が短く 花が帯白色と なるシロテンマと

よばれる個体がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 草丈が大き く シロテンマに該当し ない標本が東部と 中部の山域から 得

ら れている。 生育状況は分から ないが、 林下などでの生育であると 思わ

れる。 またシロテンマも 西部から 確認さ れている。 また、 隠岐に生育す

ると の情報も ある

存続を脅かす原因

　 遷移や森林の伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オニノ ヤガラ
ラ ン科

Gastro d ia  e la ta  Blu m e var. e la ta

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 照葉樹二次林や竹林などの林床に生える菌従属栄養植物である。 開花

期は9 ー1 0 月、 花茎は1 ー3 cm、 茎頂に1 ー数個の花を 咲かせる 。 花の

直径は約1 cm、 色は茶褐色、 萼片と 側花弁が合着し 、 先で少し 分かれ

平開する。 唇弁の表面には剛毛が密生し ている。 花後に花柄が急速に伸

び、 2 0 ー4 0 cmほどに伸長する 。 果実は細長い楕円形、 黒褐色になる。

国内では本州(関東以西)、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の湿り 気のある社寺林や竹林に生育地がある。 　

存続を脅かす原因

　 減少要因と し ては生育地の森林伐採や林床の攪乱。

（ 執筆者： 廣江　 伸作）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 1 6 ） ク ロ ヤツ シロ ラ ン （ G a stro d ia  p u b ila b ia ta )を 確認.島根植物研究会会報3 1 :8 ,島根植物研究会， 島根
小林圭介他（ 2 0 2 1 ） 滋賀県レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 2 0 年版. 6 7 6 pp . 滋賀県自然環境保全課 滋賀
大橋広好他（ 2 0 1 5 ） 改訂新版日本の野生植物1 . 6 6 6 pp . 平凡社 東京
芹沢俊介他（ 2 0 1 7 ） グリ ーン データ ブッ ク あいち2 0 1 7 . 3 5 2 pp . 愛知県環境部自然環境課 愛知
杦村喜則（ 2 0 0 4 ） 島根県植物分布資料(2 2 )ク ロ ヤツ シロ ラ ンG a s tro d ia  p u b ila b ia ta  Sa w a .島根植物研究会会報7 :8 .島根植物研究会， 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 廣江伸作

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク ロヤツシロラ ン
ラ ン科

Gastro d ia  p u b i lab ia ta  Saw a

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はも と も と まれであっ て、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 山地林内の林床に生える 小型の植物で、 茎の下部は短く 、 地に這い、

上部は短く 立ち 上がり 、 葉を4 ー5 枚つけて、 草丈は1 0 cmにみたない

も のである。 葉は長さ 3 ー4 cm、 幅２ cmの楕円形で互生し 、 表面は濃

緑色で 少し ばかり 縮子の表面に似て、 裏面は赤味がある。 花は夏に咲

き 、 茎頂に淡紅色で長さ 約２ cmの植物体と し ては大き い花を2 ー3 個つ

けて、 時に全体と し て美し く 見える。 国内では関東以西、 四国、 九州に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町）、県東部（ 出雲市）、県中部（ 江

津市） など、 県内全域の山地にまれに生育地がある。 おも に照葉樹林内

の陰湿な林床で、 多く は蘚苔類と 共に生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ベニシュ スラ ン
ラ ン科

Go o dye ra  b if lo ra  ( Lin d l.)  H ook.f.

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当た り のよ い湿地に生え る 多年草で ある 。 草丈は茎を 伸ばすと

4 0 ー7 0 cmになる。 葉は長さ 5 ー2 0 cm、 幅3 ー6 mmの線形で、 茎の下

半分に数枚を つける。 上部には鱗片葉を つける。 花期は7 ー9 月で、 茎

の上部に多数の花を総状につける。 花は直径8 ー1 0 mmで、色は淡緑色、

長さ 約1 5 mmの距を 下に垂ら す。 北海道西南部から 九州、 中国（ 東北

～東南部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、奥出雲町、飯南町）、県西部（ 益田市）

で確認さ れている 。 生育環境は、 日当たり の良い湿地である。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 湿地の開発や乾燥化による消失や、 遷移の進行による

灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ズト ンボ
ラ ン科

H ab en aria  sag itti f e ra  Rch b . f.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 スダジイ 林などの照葉樹林下に生える菌従属栄養植物である。 地上茎

は直立し 、 高さ 3 0 ー5 0 cm、 数個の鱗片葉を互生する。 花期は5 ー6 月、

茎の上部に数個、 総状につける。 花の色は淡紫褐色、 筒状でほと んど開

かない。 唇弁には縁を除き 、 内面に毛が生えている。 国内では本州、 四

国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 おも に県東部の社寺林などの照葉樹林下に生育地がある 。 その他、 隠

岐諸島にも 記録がある。

存続を脅かす原因

　 現在の生育地の森林伐採、 林床植生の刈り 取り 、 及び人による踏みつ

け。

（ 執筆者： 廣江　 伸作）

●参考文献

小林圭介他（ 2 0 2 1 ） 滋賀県レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 2 0 年版. 6 7 6 pp . 滋賀県自然環境保全課 滋賀
大橋広好他（ 2 0 1 5 ） 改訂新版日本の野生植物1 . 6 6 6 pp . 平凡社 東京
芹沢俊介他（ 2 0 2 0 ） レ ッ ド データ ブッ ク あいち 2 0 2 0 . 8 1 0 pp . 愛知県環境局環境政策部自然環境課 愛知

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 廣江伸作

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホク リ ク ムヨ ウラ ン
ラ ン科

Lecan o rch is h o ku riku en sis M asam .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での産地、 及び個体数はと も に限ら れている。

概　 　 要

　 シイ やカ シなどの常緑広葉樹林下に生える菌従属栄養植物である。 地

上茎は直立し 、 高さ 2 0 ー5 0 cm、 数個の鞘状葉を まばら につける。 花

は総状に数個つけ、 5 ー6 月に開く 。 長さ 約2 0 mm、 色は黄褐色。 唇弁

の先は3 裂し 、 中裂片の内面には長毛が密生する。 国内では本州、 四国、

九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 おも に県東部の社寺林などの照葉樹林下に生育地がある 。 その他、 県

西部の三隅町にも 記録がある。

存続を脅かす原因

　 生育地の森林の伐採、 林床の攪乱、 及び土地開発。

（ 執筆者： 廣江　 伸作）

●参考文献

小林圭介他（ 2 0 2 1 ） 滋賀県レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 2 0 年版. 6 7 6 pp . 滋賀県自然環境保全課 滋賀
大橋広好他（ 2 0 1 5 ） 改訂新版日本の野生植物1 . 6 6 6 pp . 平凡社 東京
芹沢俊介他（ 2 0 1 7 ） グリ ーン データ ブッ ク あいち2 0 1 7 . 3 5 2 pp . 愛知県環境部自然環境課 愛知

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 廣江伸作

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ムヨ ウラ ン
ラ ン科

Lecan o rch is jap o n ica  Blu m e

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県下では生育地が少ないので、 生育環境を保全する 必要があるため。

概　 　 要

　 暖温帯の林下などに生え、 草丈5 ー3 0 cmになる。 葉は卵状三角形で

やや鋭頭。 基部は切形かやや浅心形、 長さ や幅1 ー2 cmになる。 花は淡

紫褐色で、 春に咲き 、 狭卵形の萼片と 線状長楕円形の側花弁は反曲し 、

唇弁は長さ 6 ー8 mmで、 く さ び形で ２ 深裂し 、 裂片は2 ー3 mmの線状

楕円形になる。 本州・ 四国・ 九州・ 琉球に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 東部から 生育が報告さ れている。 東部では丘陵域の林

縁や林下で群生し て生育が見ら れた。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 1 7 ） 植物の分布・ 観察報告（ 4 7 ） 島根半島でヒ メ フ タ バラ ンLis te ra  ja p o n ic a   BLの分布を 確認.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ フ タ バラ ン
ラ ン科

N eo ttia  jap o n ica  ( Blu m e)  Szlach .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内には広く 分布域があるが、 生育地はも と も と 多く なく 、 その個体

数はき わめてまれな状態と なっ ている。

概　 　 要

　 樹幹、 時に岩上に着生するき わめて小型の常緑多年草である。 植物体

は長さ ５ cm止まり のも ので小さ い株になっ て下垂し て生え、 葉は扁平

で長さ 1 ー2 cm、 幅３ mm前後で、 左右２ 列に互生する。 花は初夏の頃

に咲き 、茎頂に長さ 約５ cmの花序を 出し 、多数の黄褐色の小花をつける。

国内では関東以西、 四国、 九州、 南西諸島の範囲に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 松江市、 出雲市）

で確認さ れている 。 し かし 、 各生育地での個体数は多く はない。 おも に

山林内や神社、 仏閣のモミ の大木の樹幹に着生するも のが見ら れる。

存続を脅かす原因

　 着生樹木及び樹林の伐倒、 伐開、 園芸上での採取も 考えら れる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヨ ウラ ク ラ ン
ラ ン科

Ob ero n ia  jap o n ica  ( M axim .)  M akin o

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 冷温帯の林縁や湿地に生える多年草で、 根の一部が肥厚し て棍棒状に

なり 、 茎は高さ 4 0 ー6 0 cmになる。 葉はふつう 2 枚が大き く 倒卵状楕円

形で、 長さ 1 0 cm、 幅4 ー7 cm、 先端は鈍頭、 基部は細く なり 鞘と なる。

また、 葉身の表面に光沢がある。 上方の葉はし だいに小さ く なり 、 鱗片

葉になる。 花期は7 ー8 月で、 淡緑色の花を やや密に総状につける。 背

萼片は狭卵形、 側萼片は平切卵形、 側花弁は側萼片と 同形、 唇弁は広線

形で、 距は細く 、 入口に小さ な舌状突起がある。 南千島・ 北海道～九州

に見ら れ、 サハリ ン、 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後） と 西部から 報告さ れている。 同地域の山域の林縁などで

まれに確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオヤマサギソ ウ
ラ ン科

Pla ta n th era  sa ch a l in en sis  F.Sch m id t

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は昭和6 0 年代には、 出雲部だけでも 数ヵ 所が知ら れ

ていたが、 現在ではその生育地は消滅し ている。 現在は、 県内の数ヶ 所

でのみ生育が確認さ れている。

概　 　 要

　 山地の草地に生えるやや小型の多年草で、 地を這う 根茎から 地上茎を

出し 、 草丈は約1 0 cmになる。 茎の中央部に長楕円形の葉を１ 枚つけ、

茎頂に1 花を つける 。 花は夏に咲く 。 淡紅色の披針形の花被片をも つ花

を上向き につけるが、 花被片はほと んど開かないと いう 特徴がある。 国

内の北海道から 、 本州、 四国、 九州、 そし て朝鮮半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市）、県中部（ 大田市）、県西部（ 浜田市）

で確認さ れている 。 県東部（ 飯南町） の生育地は山地内での路傍崖地や

草刈り 場に存在し たが、 遷移による樹林化により 消滅し たと 思われる。

存続を脅かす原因

　 生育地の樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
澤田達也（ 2 0 2 5 ） 島根県松江市北部にてヤマト キソ ウを 確認. 島根県植物研究会会報 4 8 : 6 -7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林床や林縁などに生える 多年草である。 草丈は花茎を伸ばすと

2 0 ー3 0 cmにな る。 葉は1 枚だけで、 長さ 3 .5 ー7 cm、 幅1 .5 ー3 cmの

卵形で、 先がと がる。 表面の色は光沢のある深緑色で、 中肋が白く 、 裏

面は紫色を 帯びる。 花期は5 ー6 月で、 花茎の先に淡黄緑色の小さ な花

を5 ー1 0 個まばら につける 。 北海道から 九州、朝鮮半島南部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県中部（ 大田市） で確認さ

れている。 生育環境は、 マツ林や雑木林の林床や林縁部などであり 、 下

層木の多いやや薄暗い場所にも 生育し ている。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ト ツボク ロ
ラ ン科

Tip u la ria  ja p o n ica  M atsu m .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 山地に生える夏緑性のやや小型な多年草。 地中の塊状の根茎から 長さ

約1 0 cmで線形の葉を 数枚束生する。 植物体全体に長い毛がある。 初夏

の頃に花を つける。 花は葉腋から 出る 長さ 1 0 cm前後の細い花茎の先に

数個がつく 。 花被片は６ 枚、 長さ ５ mmで黄色である。 果実は蒴果で長

楕円形、 長さ 約１ cmである。 本州の関東地方以南、 四国、 九州、 南西

諸島に分布し 、 中国、 マレ ーシア、 イ ンド などの南方に分布域があると

さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） にのみ生育地が知ら れている。 シ

バスゲなどの草丈の低い草原内に生えている。

存続を脅かす原因

　 人為的な草原の破壊、 遷移による樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 湿地が、 開発や乾燥化、 遷移の進行などにより 各地で減少

し ている。

概　 　 要

　 山地の湿地など に生える 多年草である 。 草丈は花茎が伸びる と 4 0 ー

8 0 cmになる。 葉は剣状で、 長さ 3 0 ー6 0 cm、 幅5 ー1 2 mmで、 中脈が

目立つ。 花期は6 ー7 月で、 花茎の先に数個の花を つける。 花の大き さ

は直径約1 0 cmで、 赤紫色である。 外花被片の中央から 基部にかけては

黄色をし ている。 近縁のカ キツバタ は、 葉の中脈が目立たず、 花の色は

青紫色、 外花被片の中央から 基部にかけては白色である 。 北海道から 九

州、 韓国、 中国（ 東北）、 シベリ ア東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 川本町、 邑南町）、 県西

部（ 浜田市） で確認さ れている。 生育環境は、 県東部では山間のハンノ

キを伴う 湿地帯、 県中部と 西部では山間の湿地などである 。

存続を脅かす原因

　 園芸採取、 湿地の乾燥化、 遷移の進行による樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 井上雅仁（ 2 0 2 2 ） 島根県邑南町淀原湿地の植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 0 : 1 -7 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ノ ハナショ ウブ
アヤメ 科

I ris en sa ta  Thu n b . var. sp o n ta n e a  ( M akin o )  N akai ex M akin o  et N em o to

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 本来、 県内での自生のも のか

不明な点がある。

概　 　 要

　 根茎は地中または地上を這い、 分枝し て枝の先端に数枚の葉を２ 列に

つける 。 葉は淡緑色で、 長さ 2 0 ー3 0 cm、 幅１ cm程の線形葉で先端は

やや垂れる。 花は春に咲く が、細く 硬い花茎を葉より 少し 長く 出し 、2 ー

3 の枝を 分けて花がつく 。 花被片は淡紫色で、 外花被片が大き く 、 濃紫

色の條と 黄色の斑紋がある。 北海道西南部から 本州、 四国、 九州北部に

分布域があると さ れるが、 中国地方では分布が知ら れていないと する 資

料も ある 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、飯南町） に生育地が知ら れていて、

山林内から 林縁の草地にみら れる。 一部の生育地は、 過去における峠の

茶屋が存在し たと さ れる場であり 、 林縁のも のも 民家に近く 、 本来の自

生のも のと し ては疑わし い点も ある。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化と 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地が限ら れている 。 本来はより 北方の寒冷地に分布する

植物であるため、 分布的に稀な種でも ある。

概　 　 要

　 海岸や山地の露岩地や草原など に生える 多年草で ある。 草丈は花茎

を 伸ばすと 高さ 3 0 ー5 0 cmにな る。 葉は長さ 1 5 ー4 0 cm、 直径が4 ー

5 mmで、 細い円柱形である。 地下に狭卵形の鱗茎をつける。 花期は5 ー

7 月で、 花茎の先に、 多数の花が球状につく 散形花序を つける 。 花被片

は淡紫色である。 雄蕊は花被片と 同長かわずかに長い。 近縁種のアサツ

キは、 雄蕊が花被片より 短い。 北海道、 本州（ 中部以北・ 近畿北部・ 隠

岐）、 サハリ ン、 朝鮮半島、 シベリ ア東部に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町、海士町、知夫村）、

県東部（ 松江市） で確認さ れている。 生育環境の多く は、 海岸沿いの明

るく 開けた岩場であり 、隠岐諸島の一部では内陸の露岩地にも みら れる。

存続を脅かす原因

　 海岸の開発や埋め立て、 波浪による 消失、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 三島秀夫・ 深谷　 治・ 八幡浩二・ 野辺一寛（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島における 北方系植物数種の分布について. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 3 7 -4 3 .
大橋広好・ 門田裕一・ 邑田　 仁・ 米倉浩司・ 木原　 浩編（ 2 0 1 5 ） 改訂新版 日本の野生植物 1  ソ テツ 科～カ ヤツリ グサ科. 6 6 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シロウマアサツキ
ヒ ガンバナ科

All iu m  sch o en o p rasu m  L. var. o rien ta le  Regel

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 除草剤によ る影響のほか、 近年では県内各地の圃場整備による乾田化

及び放棄水田の遷移によっ て生育場所が減少。

概　 　 要

　 全国の池沼、 水路、 休耕田などに生育する１ 年生の大形抽水植物。 葉

は根生し 、 高さ 3 0 cmから 時に１ mを 越える 。 葉はスペード 形で葉身の

長さ と 幅は５ ー2 0 cmで先が尖る。 葉柄基部の葉鞘から 葉の高さ を 越え

て花茎が立ち 、 頂部にヒ アシン スの花形に似た長さ 1 0 －1 5 cmの総状

花序を つける。 花径は2 .5 ー３ cmで１ 花序に数個から 数1 0 個の花がつ

く 。 花は匂い、 花被片は鮮やかな青紫色。 花後、 花茎が下向き に折れ曲

がり 、 円錐または三角錐状の果実ができ る。 果実は熟すと ３ 裂し て、 １

mmほどの黒色の種子を多く 出す。 同属のコ ナギ（ M . v a g in a lis ） に似

るが、 植物の大き さ と 花の咲く 位置が異なる。 ミ ズアオイ は全体的に大

型で、 花序が葉よ り も 高い位置で咲く のに対し 、 コ ナギは小型で花は葉

より も 低い位置で咲く のが特徴である。 コ ナギが水田雑草と し て各地で

繁茂し ているのに対し 、 ミ ズアオイ が数を減ら し ている原因と し て農薬

に対する耐性の違いが知ら れているが、 両種の蒸散速度の違いも その一

因であると する研究例も ある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 斐川平野の水田、 用水路。 大橋川河口左岸域の休耕田や神西湖に流入

する河川と 周辺の休耕田で以前その生育が確認さ れている 。

存続を脅かす原因

　 除草剤による影響及び水田の乾田化と 放棄水田の増加、 小河川や水路

のコ ンク リ ート 化、 アメ リ カ ザリ ガニ等による食害。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
K un ii,H . （ 1 9 9 9 ） Compa ra tiv e  eco log y  o f M o n o c h o r ia  k o rs a k ow ii a nd  M . v a g in a lis .　 H y d rob io lo g ia , 4 1 5 ： 2 9 -3 3 ．
古原 洋・ 万 小春・ 赤井賢成・ 汪 光熙 （ 2 0 1 1 ） 雑草モノ グラ フ  7 .ミ ズアオイ （ M on o c h o r ia  k o rsa k ow ii  Reg e l e t Ma a ck ）． 雑草研究, 5 6 (3 )： 1 6 6 -1 8 1 ．
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれな状態と なっ ている 。

概　 　 要

　 浅い水中から 水湿地状態の土地に生える 抽水植物の一種で ある。 植

物体は草丈が約5 0 cm、 葉はほぼ線形で、 下部の葉は長さ 3 0 cm、 幅５

mmである が、 上部のも のは短い。 花は夏前に咲き 、 茎に互生する 葉の

葉腋に球状の花序を なし てつく 。 下方につく 1 ー3 個の花序は雌雄花序

で、 上部に5 ー6 個の雄性花序を つける。 分布と し ては日本全国から 朝

鮮半島、 中国東北部の範囲にある も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、飯南町）、県中部（ 大田市、邑南町）

など、 山地の水湿地や溜池などの池沼に生育地が点在する が、 き わめて

まれな状態と なっ ている。 特に溜池では池の管理放棄によ っ て遷移し て

個体群が消滅し てき ている。

存続を脅かす原因

　 水湿地、 溜池の管理放棄による遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ ミ ク リ
ガマ科

Sp a rg an iu m  su b g lo b o su m  M o ron g

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 水湿地に生える１ 年草で、 地際に線形の長さ 1 0 cmばかり の葉を 根生

状に多数つける。 花は夏に咲き、 高さ 2 0 cm程の花茎を多数立てて、 そ

れぞれに頭花を １ 個ずつつける。 頭花は半球形で径５ mm前後。 総苞片

は広倒卵形で頭花より 短い。 頭花は白色で、 花苞の上半部背面には白色

の短毛が多いが、萼裂片には上縁にのみ白色短毛があっ て背面にはない。

本州から 琉球に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から 報告さ れている。 低地のため池周辺に生育し ていたと のこ と

であるが、 現地では確認でき ない状況である。

存続を脅かす原因

　 溜池の管理放棄。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
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選定理由

　 県下では生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林下に生育し 、 葉は深緑色で葉の幅も 5 ー1 0 mmで大形の株と

なり 、 花期まで前年の葉が残る。 頂小穂は雄性、 側小穂は雌性で果苞の

嘴が長い。 似たタ マツ リ スゲは基部の鞘は赤紫色で ある のは同じ であ

る が、 山域から 丘陵域まで 広く 生育し 、 葉は幅2 ー3 .5 mmで 細く 稈は

3 0 ー4 0 と 小さ く 、 翌年には前年の葉が残ら ない。 本州の北陸から 中国

地方に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の中国山地の林下に稀に生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物１ 」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
柳浦正夫（ 2 0 0 5 ） 植物の分布・ 観察報告　 (1 7 )ヒ ロ ハノ オオタ マツ リ スゲCa re x  fi lip e s  Fra nch  ＆ Sa v . v a r .a ra k ia n a  Ohw i 島根植物研究会会報(8 )： 1 5 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ロハノ オオタ マツリ スゲ
カ ヤツリ グサ科

Carex a rak ian a  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下で生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 丘陵域から 山域のやや乾いて明る い赤松林や森林脇の山道に生育す

る。 長い匐枝を伸ばし 、 その先に子株を作り 広がる。 頂小穂は雄性、 側

小穂は雌性で数個の果胞をつける 。果報の表面は無毛で、長さ 2 cm以下。

嘴は長く 基部で外側にやや曲がる 。 本州の福井県から 島根県・ 広島県ま

で分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域から 山域の森林脇の山道などに稀に生育が見ら れる。 現

在県下で確認でき る生息地はまと まっ た地域であり 、 複数個所に見ら れ

る。

存続を脅かす原因

　 森林伐採や遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告４ ： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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選定理由

　 県下での生育地も 個体数も 少ない

概　 　 要

　 山地の明る い森林や草地に群生し てはえる 多年草で 、 有花茎は1 0 ー

3 0 cmほど にな り 、 細く て花時には倒れる。 葉は鮮緑色で幅2 ー3 ｍｍ

で鞘は赤色を 帯びる。 頂小穂は雄性、 側小穂は2 ー5 で雌性。 雌鱗片は

卵形で鋭頭、 暗赤紫を帯びる。 果胞は倒卵形で長さ 2 .5 ー3 .5 mmで短毛

が生え、 やや長い嘴がある。 国内では北海道から 九州に分布し 、 サハリ

ン・ 千島列島・ 台湾にする。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部と 西部の山地に分布し ている。 と も に山頂付近でやや明るい林縁

や林下の岩の隙間や岩棚、 また斜面に分布し ているのが確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告４ ： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 0 4 ） 植物の分布・ 観察報告(3 )ヒ メ スゲCa re x  o x y a n d ra  K udo ,島根植物研究会会報5 ： 6 -7 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ スゲ
カ ヤツリ グサ科

Carex o xyan d ra  ( Fran ch . et Sav.)  Ku dô  var. oxyan d ra

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれに知ら れるが、 その場の遷移によっ て消滅する

こ と があっ て、 長続き する生育地は無いよう である。

概　 　 要

　 山地の裸地に生え る 多年草。 草丈は1 0 ー2 0 cmで ある。 花序は円錐

形で多く の小穂をつけ、 上方に雄花穂、 下方に雌花穂をつける。 国内で

は本州の東北地方南部から 四国、 九州に分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 奥出雲町）、県中部（ 大田市） に知ら れている。

県東部では近年個体が確認でき ていない。 生育地は山地の草原や露岩地

である。

存続を脅かす原因

　 遷移による生育地の消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価
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環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地は稀で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 匐枝がなく 密に叢生し 、 鞘はあまり 伸びず褐色を 呈し 繊維状になる。

高さ は1 5 ー3 0 cmと なり 葉は稈と 同長がやや短く 幅1 .5 ー2 .3 mm。 頂

小穂は線柱形で長さ 1 .5 ー3 cmの雄性、 側小穂は2 から 3 個つき 、 雌性。

雌鱗片は倒卵形から 狭卵形で短い芒をも つ。 果胞は狭卵形で長さ 1 .8 ー

2 mm、 幅0 .8 ー1 mmまばら に毛が生え、 4 ー5 脈ある。 嘴は短く 、 口部

は尖ら ない。 中国地方の主と し て太平洋側に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の川沿いの岩角地に少数生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 1 9 ） 島根県で初確認さ れたノ スゲについて、 島根県立三瓶自然館会報1 7 :3 3 -3 4 　 島根県立三瓶自然館・ し まね自然と 環境財団， 島根

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ノ スゲ
カ ヤツリ グサ科

Carex ta sh iro an a  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 湿地が、 開発や乾燥化、 遷移の進行などにより 各地で減少

し ている。

概　 　 要

　 湿地や河畔に生える多年草である 。 草丈は茎を伸ばすと 3 0 ー1 0 0 cm

になり 、 地下匐枝がある。 茎の基部の鞘は赤紫色で、 前面が糸網状に裂

ける。 葉は線形で、 幅は3 ー8 mmである。 花期は5 ー8 月で、 上方の2 ー

3 個の小穂は雄性で、 長さ が3 ー5 cmである。 下方の2 ー4 個は雌性で、

長さ が3 ー7 cmである。 北海道、 本州、 九州、 北半球の温帯に分布する。

北方に多い種である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県西部（ 津和野町） で確認さ れている。 生育環境は、

山間の池沼で、 ハンノ キ林を伴う 湿性草原内である。

存続を脅かす原因

　 湿地の乾燥化、 遷移の進行による湿地の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

星野卓二・ 正木智美（ 2 0 1 1 ） 日本カ ヤツ リ グサ科植物図譜. 7 8 2 pp . 平凡社. 東京.
井上雅仁・ 三島秀夫（ 2 0 1 9 ） 島根県津和野町地倉沼の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 1 7 : 1 -1 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 僅かで

ある。

概　 　 要

　 水湿地に生える 草丈5 0 cm前後の多年草。 植物体は地中の根茎から 高

さ 約5 0 cmの４ 稜形の稈を 多数束生する だけのも のである。 葉は稈の基

部に葉鞘だけに退化し たも のがつく 。 花は夏から 秋にかけて咲き 、 稈の

先端に１ 個だけつく 小穂につく 。 小穂は卵状長楕円形で長さ １ cm、 幅

3 ー5 mmで、 刺針状花被片は６ 本、 下向き の刺針が密生する。 本州の

中国地方から 四国、 九州、 南西諸島に分布し 、 さ ら に中国から マレ ーシ

アなどの南方に分布が続く も のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町）、県西部（ 益田市）

に生育地が知ら れるが、 他の地域での状況は不明である。 島根半島にも

分布し たが、 こ れは開発により 消滅し た。 県東部（ 松江市） でも 標本記

録があるが、 現状は不明である。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による樹林化、 水湿地の埋め立てなど。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島新産の植物(6 ) マシカ ク イ . 隠岐の文化財 3 0 : 5 1 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

マシカ ク イ
カ ヤツリ グサ科

Eleo ch aris te tra q u etra  Nees

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育地である湿地は開発や遷移の進行、 乾燥化などによ り 縮小や消失が著

し い。

概　 　 要

　 山地の湿地やため池の縁などに生える多年草である 。 草丈は茎を伸ば

すと 5 0 ー9 0 cmになる。 葉は幅1 .5 ー2 .5 mの線形で、 根元から 叢生す

る。 花期は7 ー1 0 月で、 花序は密集し た複散房状で、 茎の上部に2 ー3

個の分花序を 離れてつける。 小穂は長さ 7 ー8 mmの披針形で、 2 ー3 個

の花をも つ。果実の刺針は6 個であり 、その長さ は果実の3 倍以上と 長く 、

縁はほぼ平滑または少し 下向き にざら つく 。 日本固有種で、 北海道、 本

州、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町） と 県中部（ 邑南町） で確認さ れて

いる。 生育環境は、 県東部では山間の湿地、 県中部では山間の湿地やた

め池の縁などである。

存続を脅かす原因

　 湿地の埋め立てや開発、 湿地の乾燥化、 遷移の進行による 湿地の灌木

化、 樹林化。

特記事項

　 近縁種のイ ヌ ノ ハナヒ ゲは、 小穂の大き さ は同様である が、 果実の刺

針は上向き にざら つく 点などが異なる 。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

星野卓二・ 正木智美（ 2 0 1 1 ） 日本カ ヤツ リ グサ科植物図譜. 7 8 2 pp . 平凡社. 東京.
井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県下で生育はき わめてまれであり 、 生育地が水湿地と 考えら れるので

環境の変化による絶滅が憂慮さ れる。

概　 　 要

　 水湿地に生え る 一年草ま た は短命な 多年草で 、 叢生し 、 茎は長さ

2 0 ー7 0 cmで、 鈍三角形と な る。 葉は根生し 、 葉身は線形で 幅1 .5 ー

3 mm。花序は1 個で頂生し 、頭状。小穂は卵状披針形ややや扁平。長さ 6 ー

8 mm。 小穂の鱗片は6 ー8 個つき 、卵形から 披針形。 刺針状花被片は3 ー

6 本で上向き にざ ら つく 。 果実は倒卵形で長さ 1 .3 ー1 .8 mm、 平滑、 上

縁に短い毛あり 。 8 ー1 0 月に熟す。 嘴は小さ い円錐形で 帽子状。 国内

では本州（ 千葉県以西） から 南西諸島。 国外では朝鮮半島・ 中国・ 台湾・

イ ンド ・ 東南アジア・ オースト ラ リ ア・ 太平洋諸島と 拾い分布域をも つ。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の周布川下流域から 採集さ れた標本が三瓶自然館に収蔵さ れてい

る。 し かし 、 詳細な産地は分っ ていない。 生息環境から 考えて、 平地か

丘陵域の明るい水湿地であろ う と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 埋め立て、 遷移等。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ガク サ
カ ヤツリ グサ科

Rhyn ch o sp o ra  ru b ra ( Lou r.) M akin o

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地も 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 湿地に生え る 一年草。 茎は３ 稜形で2 5 ー9 0 cmになる。 葉は茎よ り

生え、 線形で 長さ 1 0 ー3 5 cm、 幅2 ー6 mm。 葉鞘は幅広い３ 翼があ

る。 葉鞘舌は丸みの有る 切形で縁毛がある 。 花序は円錐形で長さ 1 0 ー

2 0 cm。 果実は球形から 楕円形で長さ 2 ー2 .3 cm、 光沢のある 白色でこ

まかい格子状紋がある。 果実の基盤は3 裂し 、 裂片は卵状3 角形。 国内

では本州から 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・ 東南アジア・ イ ンド ・ ス

リ ラ ンカ ・ アフ リ カ と 広く 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部と 西部の山域の湿地での生育が知ら れている。

存続を脅かす原因

　 埋め立てや遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ シンジュ ガヤ
カ ヤツリ グサ科

Scle ria  p a rvu la  Steu d .

ー ー
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 湿地が、 開発や乾燥化、 遷移の進行などにより 各地で減少

し ている。

概　 　 要

　 山地の水湿地や湿っ た路傍に生え る 多年草で ある 。 稈は高さ 4 0 ー

7 0 cmで、多数束生する。葉は扁平で、長さ 7 ー1 5 cm、幅2 ー5 cmである。

花期は5 ー6 月で、 稈の先に長さ 7 ー1 5 cmの円錐花序をつける 。 小穂は

長さ 2 .5 ー3 mmで、 花序全体はまばら で透けてみえる。 日本特産で、 本

州（ 関東以西）、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 飯南町）、県西部（ 浜田市） で確認さ れている。

生育環境は山間の湿っ た場所で、 ハン ノ キを伴う 湿地の林床、 林道沿い

の湿っ た箇所などである。

存続を脅かす原因

　 湿地の埋め立てや開発、 湿地の乾燥化、 遷移の進行による 湿地の灌木

化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
長田武正（ 1 9 9 3 ） 増補日本イ ネ科植物図譜. 7 7 7 pp . 平凡社. 東京..
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ コ ヌ カ グサ
イ ネ科

Ag ro stis va lva ta  Steu d .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下では産地も まれで、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 渓谷林などの湿っ た林下に生育し 、 葉身は扁平で幅1 ー2 .2 cmと なり

両面がざ ら つく 。 花序は2 0 ー3 0 cmにな り 、 １ 小花から なる 緑色の小

穂をまばら につける。 花序の枝はざら つき 、 小葉は小枝に圧着する。 包

頴は広披針形、 第一包頴は長さ 1 ー1 .5 mm、 第２ 包頴は2 ー2 .5 mmで

護頴より も 短い。 国内では本州（ 中部以西） に生育し 、 基準変種はイ ン

ド ・ 中国（ 南部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生息し ている。 山域の渓流部周辺の岩棚などにまれに生育が見

ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ロハノ コ ヌ カ グサ
イ ネ科

An ise ly tro n  treu tle ri  ( Kun ze )  So ják var. ja p o n ica  ( Hack.)  N .X.Zh ao

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 稈は高さ 4 m、 直径2 cmになり 、 1 節から 1 ー2 本の枝を 出す。 主稈の

稈鞘は黄褐色で、 脱落する 。 葉は長さ 約2 8 cm、 幅5 cmの広楕円状披

針形である。主稈の稈鞘は脱落し 、葉鞘にブラ シ状の肩毛をつけると いっ

たマダケ属の特徴と 、 大型の葉を も ち、 枝には稈鞘が宿在すると いう サ

サ属の特徴を 併せ持っ ている。 両者の特徴を陰と 陽に見立てて、 和名が

つけら れた。 島根県、 広島県、 岡山県に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市、 松江市、 雲南市、 奥出雲町） で確

認さ れている。 生育環境は、 山地の林内や林縁などである 。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

特記事項

　 1 9 3 7 年に安来市伯太町で発見さ れた植物である。 同地は県の天然記

念物に、 奥出雲町の生育地は町の天然記念物に指定さ れている。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）
●参考文献

小林幹夫（ 2 0 1 7 ） 原色植物分類図鑑 日本のタ ケ亜科植物. 4 3 5 pp . 北隆館. 東京.
丸山　 巌・ 岡村はた（ 1 9 7 1 ） イ ン ヨ ウチク の新産地. 富士竹類植物園報告. 1 6 : 6 4 -6 7 .
仁多町誌編纂委員会編（ 1 9 9 6 ） 仁多町誌. 1 0 7 8 pp .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ンヨ ウチク
イ ネ科

H ib an o b am b u sa  tra n q u il la n s ( Ko idz.)  M aru y. et H .Okam u ra

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 山地に生える 夏緑の多年草。 開花株は高さ 5 0 cmばかり に稈を 立て、

長さ 2 0 cm、 幅３ cmほど の広披針形の葉を つける 。 花は円錐花序で、

夏から 秋にかけて咲く 。 小穂は長さ ８ mm程でやや扁平と なり 背面がく

の字状に膨ら むので各地に見ら れるササク サと 区別でき る 。 本州（ 北陸・

近畿以西） から 九州・ 中国（ 中部） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域から 報告さ れている。 林縁部に生育する。 また、隠岐（ 島

後） に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 路傍、 林縁の管理による生育地の破壊、 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ト ウササク サ
イ ネ科

Lo ph a th eru m  sin en se  Rend le

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は1 ヵ 所の狭い区域だけで、 環境の変化によっ て激減

し てし まう 恐れがある。

概　 　 要

　 山中の湿気のある林床などに生育する多年草で 、 高さ 6 0 ー1 2 0 cmに

なる。 葉身は扁平で短線形で、 幅1 ー1 .5 cmで急鋭頭になる。 円錐花序

は1 5 ー2 5 cmで、 各節から 2 ー5 本の枝を開出する。 小穂は長さ 3 mmほ

ど で小花は淡色で護頴に光沢がある。 花は6 ー7 月に見ら れる。 国内で

は南千島・ 北海道～九州に生育し 、 北半球の温帯から 亜寒帯に広く 知ら

れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山頂近く の稜線のみに生育するこ と が知ら れており 、 また林下

には生育でき ず、 登山道脇のみに生えているので、 不適切な管理により

全滅する可能性も ある。

存続を脅かす原因

　 刈取、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 5 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅰ」 .3 9 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ブキヌ カ ボ
イ ネ科

M iliu m  e f fu su m  L.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 海岸の湿地や砂礫地に生える多年草である。 地中には横に這う 太い根

茎をも ち、 硬い鱗片に覆われる。 稈の高さ は8 0 ー1 6 0 cmになり 、 束生

する。 葉は長さ 2 0 ー4 0 cm、 幅1 ー3 .5 cmで、 葉鞘上部の縁には長毛が

ある。 花期は6 ー1 0 月で、太い茎の上部に、長さ 1 0 ー2 5 cmの花穂を5 ー

1 0 個つける 。 北海道、 本州、 四国、 九州、 朝鮮（ 中・ 南部）、 中国北部、

アムール地方に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 海士町）、県東部（ 松江市）、県中部（ 大田市）、

県西部（ 浜田市、 益田市） で確認さ れている。 生育環境は、 いずれも 海

岸沿いの湿っ た草原内や礫浜などである。

存続を脅かす原因

　 海岸開発、 波浪による海辺の立地の消失。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

長田武正（ 1 9 9 3 ） 増補日本イ ネ科植物図譜. 7 7 7 pp . 平凡社. 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 0 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 7 : 5 2 -5 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アイ アシ
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Ph ace lu ru s la ti f o l iu s  ( Steu d .)  Oh w i

ー ー
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選定理由

　 産地が点在し 、 個体数が少ない。

概　 　 要

　 山地の林下に生え、 高さ 4 0 －7 0 cmにな る。 茎葉は2 －3 回3 出の複

葉で、 葉柄がほと んどない。 頂小葉には葉柄があり 、 側小葉にはない。

小葉は長楕円形で全縁。 幅の広いも のは先が2 －3 裂する。 花は4 －6 月

に咲き、 緑黄色で径8 －1 0 mm。 1 0 個内外が集散状につく 。 実は液果、

球形で青く 、 １ つの花より ２ つずつでき る。 国内では北海道から 九州ま

で分布し 、 南千島・ サハリ ン ・ ウスリ ー・ 朝鮮半島・ 中国に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部から 西部の山域の林下にまれに生育する。 また、 隠岐（ 島後）

に生育すると の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 園芸上の遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ルイ ヨ ウボタ ン
メ ギ科

Cau lo p h y l lu m  ro b u stu m  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 冷温帯の山中に生える夏緑の多年草で高さ 6 0 ー2 0 0 cm。 茎は多く は

直立せず斜めに伸びて、 葉は円腎形で長さ 1 0 cm、 幅1 5 cmばかり で、

５ －７ 片に中裂する。 花は夏から 秋に咲き 、 淡紫色から 濃紫色で長さ 約

５ cmで、 多く て1 0 花ばかり がつく 。 本州・ 四国にかけて分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで中国山地に点々と 生育地が点在する。 冷温帯夏緑林

内のやや陰湿な環境の場に生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンヨ ウブシ
キンポウゲ科

Aco n itu m  sa n yo en se  N aka i
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（ VU ）
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（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑林内に生える草丈2 0 cmばかり になる 多年草。 地中を 這う 根茎が

あっ て、 ２ 回３ 出の複葉を根生する。 花は春に咲き 、 花茎を立て、 ３ 枚

の茎葉を 輪生し て、 茎頂に径３ cmばかり の１ 花を つける。 花被は長楕

円形で白色から 淡紫色で 1 0 枚ばかり がつく 。 夏には地上部はすべて枯

れる。 国内では北海道～九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国東北部・ サハリ

ン・ ロシア沿海地方に分布する。 西日本での分布はまれである。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の奥部の丘陵域に見ら れ、 明る い夏緑林内の林床、 林縁に生育し

ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アズマイ チゲ
キンポウゲ科

An em on e  rad d e an a  Regel

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 水湿地に生える夏緑性の多年草で、 葉は根生葉と し てつき 、 長い葉柄

があっ て葉身は円形～楕円形で、 長さ 、 幅と も 5 ー1 0 cm前後、 無毛で

光沢がある。 花は早春、 葉が展開する と 同時に咲く 。 長さ 2 0 ー3 0 cm

の花茎を出し 、 先端で２ ー３ の枝を分け、 枝先に１ 花をつける。 花は花

弁がなく 、 黄色の萼片５ 枚が直径約４ cmの大き さ で咲き 、 美し い。 本

州及び九州の一部、 朝鮮半島に分布域のある植物であるが、 本来、 寒冷

な地に生えるも ので、 西日本ではまれな植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町） の一部にのみ限ら れて、 生育地は

県の自然環境保全地域に指定さ れ、 保護さ れている。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

リ ュ ウキンカ
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Calth a  p a lu stris L. va r. n ip p o n ica  H .Hara
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選定理由

　 県下での生育地が限ら れ、 希少である。

概　 　 要

　 山域の林縁に生育する木本性のつる植物。 茎は淡紫褐色で、 葉は若い

個体や枝では互生し 、 のち 対生する。 葉は2 ー3 回3 出複葉で、 小葉は卵

状楕円形から 卵形、 長さ 4 ー8 cm、 幅1 ー3 cmであら い鋸歯がある 。 花

は8 ー1 0 月に咲き 、 腋性の集散花序。 釣鐘形、 下向き に咲く 。 萼片は

淡紫色から 紫紅色の4 枚で卵状楕円形、長さ 1 .5 ー2 cm、幅0 .5 ー0 .7 cm、

先端は鋭形で反曲する。 国内では本州の近畿以西から 沖縄に分布し 、 中

国・ 台湾・ フ ィ リ ピン・ イ ンド ネシア・ マレ ーシア・ イ ンド に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山域から 標本が得ら れている が、 現状は不明である 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） タ カ ネハン ショ ウヅル， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局， 島根県大百科事典下巻， 山陰中央新報社　 p .3 2 -3 3
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ カ ネハンショ ウヅル
キンポウゲ科

Clem a tis la sian d ra  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地の渓側に生える 草丈2 0 cmばかり の軟かい多年草。 葉は茎の上部

に対生し て、 扇状か、 または３ 小葉に裂けて、 縁は欠刻状に浅く 裂ける。

葉はやや黄緑色に近い。 花は春に咲き 、 萼片５ 枚が花弁状で、 倒卵形、

長さ １ cm弱、 淡黄色で、 基部に暗赤色の部分があっ て目立つ。 花弁も

５ 枚あるが線形で萼片より 小さ く 目立たない。 花後に２ ～３ の地上走出

枝を出す。 本州（ 福井県～島根県）。 日本海側に分布する植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部に見ら れ、 多く は内陸部の山地樹林内の渓側、 湿気のある崖地な

どに生えているが、 島根半島にも 分布し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開などによる生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンイ ンシロカ ネソ ウ
キンポウゲ科

D ich o ca rp u m  o hw ia n u m  ( Ko idz.)  Tam u ra  et Lau en er

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内での生育地はかなり まれな状態と なっ ている。 生育地での個体数

も 激減し ている。

概　 　 要

　 本来、 草原に生える 草丈2 0 cm前後の多年草である。 植物体は全体に

白毛が多く 、 葉は２ 回羽状葉で根生する。 開花株では高さ 約3 0 cmの花

茎を 立てて１ 茎に１ 花を つける。 花は横向き から 下向き に咲く 習性が

あっ て、 萼片６ 枚で外面は白毛に被われ、 内面は赤紫色で、 時に美し く

咲く 。 花後、花茎はやや伸びて立ち上がり 、茎頂に果実を 球状につける。

花柱が長く 伸び、 白毛を密生し て特異な形状と なる。 園芸上での人気が

あり 、 栽培する人が多い。 日本、 朝鮮半島、 中国の範囲に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 安来市、雲南市、奥出雲町）、県中部（ 大田市、

美郷町、 川本町、 邑南町）、 県西部（ 津和野町） など、 全県に生育地が

知ら れていたが、 現在では生育地が消滅し た地も 多い。 山地草原から 林

縁の草地、 耕作地及び溜池の土堤、 河川の河原などに生える。

存続を脅かす原因

　 草地の遷移によ る環境変化、 河川での洪水、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌-維管束植物-. 6 4 pp .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキナグサ
キンポウゲ科

Pu lsa ti l la  ce rn u a  ( Thu n b .)  Berch to ld  e t J.Presl

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地の記録があるが、 現在での明ら かな生育地の確認がで

き ていない。

概　 　 要

　 やや湿気のある地に生える多年草。 茎は地を這う よ う に伸び、 白毛が

密生し 、 葉を 互生する。 葉は長い柄があっ て３ 出複葉、 小葉がさ ら に３

中～深裂する。 花は春から 夏に咲き、 葉に対生する 形で長さ 約５ cmの

花柄に花を つける。 花弁は黄色、 長楕円形で長さ ５ mm前後、 萼は反曲

し て咲く 。 国内の本州中国地方から 四国、 九州、 南西諸島に分布し て、

さ ら に中国にも 分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町、西ノ 島町）、県東部（ 松江市）、

県西部（ 浜田市） での記録があるが、 ほと んどの生育地の現状は不明で

ある。

存続を脅かす原因

　 生育地の乾燥化、 遷移の進行による 灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 1 ） 隠岐の北限植物. 隠岐の文化財 3 8 : 3 0 -5 0 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シマキツネノ ボタ ン
キンポウゲ科

Ran u n cu lu s sieb o ld i i  M iq
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https://science-net.kahaku.go.jp/,
https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよ い湿地に生息する 多年生草本で、 高さ 3 5 ー1 0 0 cmに

なり 上部で分枝する。 葉は根生葉が2 ･3 枚生え、 葉柄は1 2 ー2 0 cmで、

葉身は5 角形条腎円形で、 長さ 4 .5 ー1 0 cm、 幅7 ー1 1 .5 cmで2 回３ 出

複葉と なる。 茎葉は無柄か短く 、 葉身は2 ー1 回複葉と なり と も に鋸歯

がある。 花は7 ー9 月に大型でまばら な集散花序と なり 。 萼片は鮮黄色

で卵形、 長さ 4 ー5 ｍｍ、 幅2 ー3 ｍｍと なる。 集合果は球形で、 径8 ー

9 mm、 痩果は倒卵状、 長さ 3 ー4 mmで３ 扁平、 嘴は1 .5 mmで先端がや

や曲がる。 国内では本州(福島県以南)に分布し 、 朝鮮半島・ 中国東北部

に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。中国山地の湿地に生育し ていたよう である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オト コ ゼリ
キンポウゲ科

Ran u n cu lu s ta ch iro e i Fran ch . et Sav.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内では生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 湿っ た草原や林縁、 川沿いの岩角地など に生育する 夏緑性の多年草。

茎は高さ 1 0 ー8 0 cmで直立し 、 2 ー3 回分枝する こ と も ある。 根生葉は

2 ー3 回3 出複葉、 小葉は狭卵形から 広卵形、 長さ ・ 幅と も 1 ー8 cmで

粗い鋸歯がある。 花は5 ー8 月、 散房花序で白色または淡紅色を 帯びる。

萼片は楕円形で長さ 3 mm、 白色で背面が紫を 帯びる こ と あり 、 早落性

である。 国内では北海島・ 本州・ 四国・ 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国

大陸東北部・ ロシア沿海地方に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地の渓谷の湿っ た岩上に稀に生育するこ と が知ら れてい

たが、 近年西部でも 分布が確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 遷移や森林伐採等の環境の変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」． 3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺） ,島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 3 ） 植物の分布・ 観察報告(7 5 )ミ ヤマカ ラ マツ の県西部での生育報告． 島根植物研究会会報(4 3 )： 5 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマカ ラ マツ
キンポウゲ科

Th a lictru m  tu b erif e ru m  M axim . var. tu b erif e ru m 　

ー ー
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 岩角地に生育する常緑の小高木で 、 高さ は2 ー5 m、 密に分枝する 。 1

年枝は４ 稜形、 葉は対生し 、 皮室で厚く 、 長楕円形から へら 形、 長さ 1 ー

1 ,5 cm、 幅0 .5 ー1 cm、 鈍頭から 凹頭、 基部は鋭尖形から 狭いく さ び形、

葉柄は1 ー1 .5 mm、 全縁で葉縁が巻き 込む。 また若枝や葉柄に微毛があ

る。 雌雄同株で、花は3 ー4 月、花序は腋生または頂生し 、集まっ ている。

雄花は花序の下につき 花被片は倒卵状楕円形で長さ4 ー5 mm、 雄蕊は

花被片より 長い。 雌花は頂端につき 。 花被片は同様だが、 柱頭が倒心形

で、 1 cmと 長い。 果実は卵円形で長さ 約1 cmと なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の江の川沿岸の岩角地に生育し ているこ と が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

チョ ウセンヒ メ ツゲ
ツゲ科

Bu xu s m icro p h y l la  S iebo ld  et Zu cc. var. in su la ris N aka i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また園

芸目的の盗掘など採集圧が強く 、 各地で減少傾向にある。

概　 　 要

　 おも に夏緑広葉樹林の林内に生える多年草である。 草丈は茎を伸ばす

と 3 0 ー4 0 cmになり 、 茎の中部に2 ー3 枚の葉を 互生する 。 葉は2 回3 出

複葉で、 小葉は楕円形であり 、 下面はふつう 無毛である。 花期は5 ー6

月で、 茎の頂部に直径6 ー1 0 cmの花を1 つ上向き につける。 花弁は白

色で、 通常は6 枚が互いに重なり 合う よう に開く 。 雌蕊は2 ー3 個で、 柱

頭はゆるやかに反曲する。 秋になると 、 結実し た黒色の種子と 、 結実し

ない赤色の種子ができ る。 日本固有種で、 北海道、 本州、 四国、 九州に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内の分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部

（ 大田市、 邑南町）、 県西部（ 浜田市、 益田市、 吉賀町） で確認さ れてい

る。 生育環境は、 夏緑広葉樹林の下のやや明るい林床である。

存続を脅かす原因

　 美し い花をつけるため、 園芸上の採取が顕著である。 その他、 森林伐

採、 落葉広葉樹林の手入れ不足による 林床の常緑樹林化など。

特記事項

　 近縁種のベニバナヤマシャ ク ヤク は通常は花弁が淡紅色であるが、 島

根県内では白花のも のが多いよう である。 ベニバナヤマシャ ク ヤク は花

期が遅く 、 雌蕊は3 ー5 個で柱頭が強く 反曲する こ と 、 葉の裏面にふつ

う 毛があるこ と などが識別点になる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）
●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 2 イ ネ科～イ ラ ク サ科. 6 4 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤマシャ ク ヤク
ボタ ン科

Paeo n ia  jap o n ica  ( M akin o )  M iyabe  e t Takeda

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生育地はまれで、 個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 山地の沢沿いの陰湿地に生育する。 全体に白色の軟毛を 密生し 、 根

生葉は花時に枯れる が、 送出枝はよ く 発達する。 花茎は暗紫色で4 ー

1 0 cmになり 、 茎葉はふつう １ 対で小さ く 、 対生する。 花は春に径3 ー

5 mmで萼裂片は黄色で卵円形から 広い卵形で先端は丸く なる 。 花は淡

緑色に変わる。 雄し べは8 個で葯も 黄色になる 。 国内では本州（ 関東以

西） ～九州に分布し 、 種と し ては朝鮮半島・ 中国（ 東北部）・ アムール・

ウスリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部から 僅かな生育が報告さ れている。 湿潤な沢の林下に生育

する。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 0 8 ） ウチワゴケの産地， 島根植物研究会会報１ ： 5 -6 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ ガネネコ ノ メ ソ ウ
ユキノ シタ 科

Ch ryso sp len iu m  p ilo su m  M axim . var. sp h a ero sp erm u m  ( M axim .)  H .H ara

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山間の湿地に生える 夏緑性の多年草。 植物体は根際に径４ －５ cmの

ほぼ円形の葉を４ ～５ 枚束生し 、 ３ －８ 個の花茎を立てる。 花茎はほぼ

円形で、 長さ 1 5 ー3 0 cm。 無柄で やや茎を だく 葉を つける。 花は夏に

咲き 、 径2 ー2 .5 cm、 5 枚の花弁は白色、 縁は糸状に裂けている。 国内

では本州・ 四国・ 九州に分布し 、 中国西部・ イ ンド 北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山域での生育が知ら れている 。 山間の小さ な湿地や流れの縁に

生えているが個体数は多く はない。

存続を脅かす原因

　 遷移、 乾燥化、 被陰等の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シラ ヒ ゲソ ウ
ユキノ シタ 科

Pa rn a ssia  fo l io sa  Hook. f il. et Th om s.var. n u m m u la ria  ( M axim .)  T. I to

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は点々と あるが、 各生息地での個体数は少なく 、 まれ

な植物である 。

概　 　 要

　 落葉高木で、 高さ は１ ｍく ら いになり 、 下部から 分枝する。 葉は互生

し 、 短枝につく 。 葉柄は2 ー3 .5 cmで、 葉身は広卵形、 先は円形または

鈍形。 基部は円形または鈍形になる。 長さ 2 ー6 cm、 幅2 .5 ー6 cmにな

る。 縁には浅い欠刻状に浅い鋸歯があり 、 両面に短い軟毛が生える。 雌

雄異株で、 花は春に葉腋に束状に数個つく 。 と も に径6 ー8 mmほど で、

黄緑色の5 枚の裂片であり 、 雄花は花弁は広線形、 雌花はへら 形で小さ

い。 果実は液果で、 球形。 赤褐色に熟す。 国内では本州～九州の中間温

帯域の山野に見ら れ、 朝鮮半島・ 中国に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部の丘陵域に点々と まれな生育がみら れる。 林縁などに生

育し ている。 また、 西ノ 島に生育する と の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告３ ： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤブサンザシ
ユキノ シタ 科

Rib es f a scicu la tu m  S ieb o ld  et Zu cc. va r. f a scicu la tu m

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はかなり 限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 水湿地に生える 夏緑性の多年草。 植物体は茎の高さ 3 0 ー8 0 cm。 長

さ 6 ー1 1 cmで 細長い葉を 互生する。 花は8 月に咲き 、 茎の先端部の花

序の枝に黄緑色の小花を多く つける。 花序の枝ははじ め外側に渦巻き 状

に巻いていて、 伸びながら 花が咲く 。 和名は花序の枝に花が吸盤のよう

に並んでタ コ の足に見えるこ と に由来する。 秋には植物体全体が赤く 色

づき 、 よく 目立つ。 東アジアに広く 分布するも のと さ れ、 国内では本州

から 四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では出雲部、 石見部に生育地が点在するが、 多く はない。 多く は

河川の流水際の砂泥堆積地に生えている。（ 出雲市西園町神戸川妙見橋

付近、 出雲市美談町斐伊川、 出雲市出島町斐伊川河口）

存続を脅かす原因

　 河川改修工事で生育地が消滅し た場も ある。 生育地での遷移による環

境変化。

特記事項

　 タ コ ノ アシは攪乱直後の裸地的環境に発生するが、 遷移の進行にと も

なっ て個体数が減少し て、 3 ～4 年で消失する。 攪乱依存種である と 考

えら れ、 県外では休耕田や放棄水田、 造成地への植栽など保全のための

さ まざまな試みが行われている。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 0 9 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ I） . 1 7 3 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
井上雅仁（ 編）（ 2 0 2 0 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ III） . 2 0 5 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
三浦憲人 （ 2 0 1 4 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (1 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (1 7 ): 1 4 7 -1 5 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ コ ノ アシ
タ コ ノ アシ科

Pen th o ru m  ch in en se  Pru sh

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 本州、 四国、 九州の湖沼や溜池などに生育する多年生の沈水植物。 水

中茎がつる状に伸び、 よく 分枝する。 沈水（ 水中） 葉はあざやかな緑色

で無柄、 全長２ ー４ cmの葉身は羽状に全裂し ４ ー５ 輪生。 花季には花

序と なる 高さ 1 0 cmほどの気中葉を 水面上に直立する。 雌雄同株で上部

に雄性花序、 下部に雌性花序がつく 。 気中葉は線形羽状で 緑白色、 全

長数mmと 沈水葉に比べて小さ く 、 花も 葉に隠れて目立たない。 夏から

秋にかけて 越冬用の殖芽を 形成する。 全体が、 同属のフ サモ と よ く 似

る が、 フ サモの気中葉が緑色である こ と 、 殖芽がオグラ ノ フ サモ では

６ ー８ cmの長い棒状である のに対し 、 フ サモでは1 .5 ー３ cmの棍棒状

である こ と などで識別でき る。 なお、 本種と フ サモ（ M . v e rtic illa tum  

L.） と の雑種で ある ハリ マ ノ フ サモ（ M . h a r im a e n se  Sa k iy a m a  &  

K a dono） についての知見は県内ではまだ無い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部沿岸域の池沼及び溜池。 タ ヌ キモの仲間やヒ ツジグサなどが生

えている池で一緒に見ら れるこ と が多い。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 國井秀伸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オグラ ノ フ サモ
アリ ノ ト ウグサ科

M yrio p h y l lu m  o g u ra en se  M iki

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 減反あるいは圃場整備により 、 主要な生育場所である溜池の保全・ 管

理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼、 溜池、 湿地などに群生する多年生の両生植物。 異形

葉を 持ち、 水中と 陸上で 顕著な 形態の可塑性を 示す。 陸生の場合には

ふつう ５ ー2 0 cmほどの高さ し かないが、 沈水状態の植物の草高は時に

5 0 cmにも 達する。 水中葉（ 沈水葉） は羽状に細裂し 、 陸生形の葉（ 気

中葉） は長さ ４ －1 0 mmの線形ま たはやや羽状。 雌雄異株で 花は気中

葉の葉腋に付く 。 冬季、 陸生型は越冬芽（ 殖芽） を形成し て植物体は枯

れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 宍道湖・ 中海周辺の丘陵部及び平野部の溜池などの止水域に生育。 沈

水と 干上がり を繰り 返す池の汀線付近でよく 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ チモ
アリ ノ ト ウグサ科

M yrio p h y l lu m  u ssu rien se  ( Rege l)  M axim .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内の生育地は県東部の限ら れた溜池に点在するのみで、 個体数も 減

少し ている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼、 溜池、 水路などに生育する多年生の沈水植物。 茎が

つる 状に伸び、 よ く 分枝し て繁茂する。 葉は羽状に細裂し 、 節に4 ー5

輪生する。 沈水葉は柔ら かく ふさ ふさ し ている。 水面上や水際の陸生状

態では、 厚みのある気中葉を展開する。 気中葉の葉腋に花が咲き 、 花序

の上部は雄花、 下部は雌花をつける 雌雄同株である。 秋になると 茎や側

枝の先端に殖芽を 形成する。 殖芽は1 .5 ー3 cmほどの先が太い棍棒状と

なり 、 よく 似たオグラ ノ フ サモより も 太く 短い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の松江市、 出雲市の限ら れた溜池で生育が確認さ れている。 過

去に県中部の大田市の溜池でも 生育が確認さ れていたが、 消滅し たと 思

われる。 山間部にあるやや貧栄養な溜池に生育する。 オグラ ノ フ サモよ

り も 腐植栄養から 貧栄養で酸性の水域に多い。

存続を脅かす原因

　 除草剤の使用、 水質汚濁、 アメ リ カ ザリ ガニなどによる 食害、 農業形

態の変化による溜池の環境変化と 管理不足。

特記事項

　 県内の既産地にはフ サモと オグラ ノ フ サモの雑種である ハリ マノ フ サ

モが含まれる可能性はあるが、 現状は不明である。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 國井　 秀伸）
●参考文献

角野康郎（ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp． 文一総合出版， 東京．
杉村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告， 3 ： 1 -4 9 ．
柳浦正夫（ 2 0 0 6 ） 大田市の沿岸部のため池に見ら れた水生植物について． 島根植物研究会会報， 1 0 ： 2 -4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

フ サモ
アリ ノ ト ウグサ科

M yrio p h y l lu m  ve rticil la tu m  L.

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生育地は少なく 、 群生し ないので個体数も 少ない。

概　 　 要

　 林縁などに生育する つる 性の落葉木本で、 葉柄は1 .5 ー4 cm、 葉身は

長さ 幅と も に4 ー7 cmで、 三角状卵形から 扁卵形で鋭頭、 基部は心形か

ら 切形と なる。 ふちには内側に曲がるあら い波状の鋸歯があり 、 表面は

深緑色で裏面は緑色と なる 。 また若い枝の葉はし ばし ば3 裂する 。 花は

5 ー6 月、 花序は短い円錐花序で4 ー6 cm。 果実は小型で黒く 熟す。 本

州（ 東海地方以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部に生育が見ら れる。 丘陵域の林縁などに点々と 生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰や林縁の整備のために刈り 払われるなどの影響が考え

ら れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アマヅル
ブド ウ科

Vitis sa cch a rife ra  M akin o  var. sa cch a rif e ra

ー ー
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（ VU ）
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選定理由

　 県下では生息地も 個体数も 少ないので、 保護する必要のある樹木と 考

えら れる。

概　 　 要

　 山野に生える 落葉高木で、 2 5 cmになる も のも ある。 枝は紫褐色で、

無毛。 葉は広卵形で長さ 1 0 ー2 0 cm、 幅6 ー1 4 cm、 先は鋭尖頭、 3 出

脈があり 、 縁はややあら い鋸歯がある。 葉の表面は深緑色で裏は無毛で

脈は裏に隆起する。 葉柄は2 ー5 cmで長い。花序は集散花序で柄があり 、

枝の上部の葉腋と 枝の先に出る。 花は6 ー7 月で径7 mmと 小さ く 帯緑白

色。 花弁は５ 個で倒卵形。 核果は球形で、 径７ mm内外、 花序軸は果期

に肥厚し て肉質になり 、甘く なる。 国内では北海道（ 奥尻島）・ 本州・ 四国・

九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部にかけて生育が確認さ れており 、 同地域の丘陵域から 山

域に点々と 見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ケンポナシ
ク ロウメ モド キ科

H oven ia  d u lcis Thu n b .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下では生息地も 個体数も 少ないので、 保護する必要のある樹木と 考

えら れる。

概　 　 要

　 ケンポナシに似た落葉高木で、 枝は赤褐色の毛がある。 葉は広卵形で

やや厚く 、 ケンポナシより 小さ い。 鋸歯はいちじ るし く 低く て、 葉裏に

は赤褐色の毛がある。 花序にも 赤褐色の毛がある。 核果は球形で、 径７

mm内外、こ れも 密に赤褐色の毛に覆われる。 分布は本州の西部に多く 、

四国、 中国東部にも 生育し ている 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域から 山域の川沿いの斜面で生育し ているも のを確認し て

いる。 多く をみていないが、 こ のよう な立地を好んで生育するのではな

いかと 考えら れる 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ケケンポナシ
ク ロウメ モド キ科

H oven ia  trich o ca rp a  Ch u n  et Tsian g  var. ro b u sta  ( N aka i e t Y.Kim u ra )  Y.L.Ch en  et P.K.Ch o u

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれである。 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 草丈2 0 ー4 0 cm程の多汁で柔ら かい一年草で 、 葉は狭卵形から 長楕

円形で対生し 、 長さ 3 ー1 2 cm。 花は秋で葉の腋に集散花序がつく 。 国

内では本州（ 近畿以西の日本海側）・ 九州北部に分布し 、 中国中部に同

じ 形質を持つも のが見ら れると いう 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の山域でまれな生育が知ら れている。 渓谷沿いの陰湿な場所に生

育し ている。

存続を脅かす原因

　 洪水による生育地の破壊、 伐採によ る環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤコ ミ ズ
イ ラ ク サ科

Pilea  k io ten sis  Ohw i

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれである。 生育地での個体数も 多く はな

い。

概　 　 要

　 草丈4 0 ー8 0 cmで、 葉は長楕円形で長さ 7 ー1 5 cm、 先はと がり 、 3

脈がある。 基部はく さ び型で、 縁に低い鋸歯がある。 湿り 気の強い土地

に生え、植物体全体が濃い緑色である。花は夏から 秋に咲き 、雌雄同株で、

葉腋に雄花序、 雌花序を別につける 。 国内では本州（ 関東以西）・ 四国・

九州に分布し 、琉球から も 記録があると いう 。また、中国東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域での生育が報告さ れている。 生育地は山中の川の砂礫堆

積地や砂防堤上流部での砂泥が堆積し た場所と さ れる。

存続を脅かす原因

　 洪水による生育地の破壊、 植物体の流失が考えら れる。 河川工事、 生

育地での遷移によ る環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅱ」 .3 8 1 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマミ ズ
イ ラ ク サ科

Pilea  p e tio la ris  ( S ieb . et Zu cc.)  Blu m e

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 産地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 林内や林縁にに生え る つる 状小低木。 茎に軟毛が生え ている。 葉は

３ 出または５ 出複葉で小葉は2 重の欠刻状の鋸歯があり 、 頂小葉は6 ー

1 2 cmで急鋭尖頭、 側小葉はゆがんだ卵形と なる。 花序は2 出集散花序

または散形花序で5 ー1 5 個の花を つける 。 花は径3 ー4 cmと なり 、 花弁

は淡紅色ないし 紅紫色でさ じ 形。 果実は長楕円形で赤く なる。 国内では

南千島・ 北海道・ 本州・ 四国・ 九州に分布し 、 台湾・ 中国（ 西部・ 中部）・

ヒ マラ ヤ（ ネパールから ブータ ン） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内分布は、 当初東部の中国山地での生育が気づかれたが、 近年西部

にも 生育し ている こ と が確認さ れた。

存続を脅かす原因

　 遷移によっ て被陰さ れると 生育でき なく なるおそれがある。 また生育

はいずれも 林道脇や登山道脇であるため、 整備のために刈り 取ら れる恐

れも ある。 　

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
柴田一樹（ 2 0 1 6 ） ク ロ イ チゴ（ Rubus mesog a eus Fock e） を 琴引山で確認， 島根植物研究会会報3 0 ： 1 -2 　 島根植物研究会
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 5 ） 赤谷林道でのク ロ イ チゴの生育について， 島根植物研究会会報4 7 ： 2 -3 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク ロイ チゴ
バラ 科

Ru bu s m eso g a eu s  Fo cke var. m eso g a eu s

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下では生息地は少なく 、 個体数も 少ない。 また消失し た生息地も あ

る。

概　 　 要

　 湿原やその周辺など に生える 多年草で、 茎は1 ー2 mになる。 葉は円

形で径1 5 ー2 5 cmになり 、 掌状に3 ー5 裂し 、 裂片は卵形から 披針形で

２ 重鋸歯または欠刻状鋸歯と なる 。 先は鋭尖頭で、 葉の基部は浅心形と

なる。 葉柄は5 ー1 2 cm。 花は6 ー9 月で散房花序で多数の花を つける。

両性で花弁は4 枚または5 枚で白色から 淡紅色、 倒卵状円形で2 ー3 mm

の長さ になる。 国内では南千島・ 北海道・ 本州（ 中国地方以東）・ 千島

列島・ サハリ ン・ カ ムチャ ツカ 半島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部に生育が見ら れる。 中国山地の沢沿いの光が差し 込む湿地状のと

こ ろ などに点々と まれに生育し ている 。 また、 歩道整備などにより 見ら

れなく なっ た場所も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 開発。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オニシモツケ
バラ 科

Fil ip en d u la  cam tsch a tica  ( Pa ll.)  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生育に適する場所が限ら れており 、 環境変化などによっ て以前より も

見ら れなく なっ ている。 生息環境の維持を含めた種の保存を考えないと

いけない種である。

概　 　 要

　 山の草原や稜線に生える 多年草で茎は直立し 、 3 0 ー1 0 0 cmになる。

頂小葉は円形で径5 ー1 5 cmで、 掌状に5 ー7 裂し 、 裂片は狭卵形から 倒

披針形、 2 重鋸歯または欠刻状になる 。 先端は鋭頭から 鋭尖頭、 側小葉

は2 ー1 0 枚。 葉の基部にし たがっ て小さ く な る。 花序はゆる い散房花

序で多数の花を つけ、 6 ー8 月に開花し 、 径4 ー5 mmになる。 萼片は４

または5 枚で反り 返り 、 花弁も ４ または5 枚で淡紅色で楕円形から 円形

で長さ 3 mmほど、 幅2 ー2 .5 mmで縁に不明瞭な鋸歯がある 。 国内では、

本州（ 関東以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地の高標高の湿地での生育が報告さ れている。 生息状況

は不明だが、 が現在その付近で確認さ れていない状況である 。

存続を脅かす原因

　 遷移、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シモツケソ ウ
バラ 科

Fil ip en d u la  m u lti ju g a  M axim . var. m u ltiju g a

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下では生息地が少ないも のと 考えら れ、 個体が確認さ れた場合、 保

護する必要のある種であると 考えら れる。

概　 　 要

　 山地の湿っ た林縁などに生える 多年草で茎は5 0 ー1 0 0 cmになり 、 上

部で分枝する。 表面には開出毛が生える。 根生葉は花時には枯れる。 下

部の茎葉には長い柄があり 、 上部の葉はほぼ無柄、 菱状長楕円形で長さ

2 ー8 cm、 幅2 ー3 .5 cmにな る。 花は7 ー8 月。 花序は集散状で 多数の

花をつける 。 花は径1 0 ー1 4 mmで、 萼片は狭卵形、 副萼片は広披針形、

花弁は黄色で広倒卵形で円頭でわずかに萼片より 長い。国内では南千島・

北海道・ 本州・ 九州に分布し 、 朝鮮半島。 中国・ 極東ロシアに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から の生育が報告さ れている。 詳細は不明であるが、 中国山地の

湿っ た谷部等で生育し ていたも のでないかと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 遷移、 川の氾濫等。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の岩上や露岩地に生える 多年草である。 草丈は花茎を 伸ばすと

5 ー2 0 cmになる 。 葉は互生し 、 通常3 出複葉か4 ー5 小葉から なる 羽状

複葉と なる。 羽状複葉の場合は、 下方の2 小葉は小さ い。 小葉の長さ は

1 .5 ー4 .5 cm、 幅1 .5 ー3 cmで、 裏面は粉白色を 帯び、 伏毛がある。 花

期は6 ー8 月で、 茎の先に数個～十数個の黄色い花を つける。 花は直径

約1 cmで、 5 枚の花弁から なる。 根茎は太い木質と なり 、 と き に分枝す

る。 北海道、 本州から 九州、 朝鮮半島、 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 大田市）、 県西部（ 益田

市） で確認さ れている。 生育環境は、 山地域の山頂付近や尾根筋の岩場

などである。

存続を脅かす原因

　 遷移の進行によ る岩場の灌木化、 岩場の崩落による生育地の消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ワキンバイ
バラ 科

Po ten til la  d ickin si i  Fran ch . et Sav.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内に生育地が存在するこ と は明ら かであるが、 県内全域での生育地

や個体数の現況が明ら かでない。

概　 　 要

　 山地林内から 林縁に生える夏緑の小低木である。 茎はやや細く 、 長く

伸びて鉤刺がある。 葉は多く は３ 小葉の複葉であり 、 小葉は長楕円形で

長さ 6 ー7 cm、 幅2 ー3 cmで、 裏は白毛があっ て 白い。 花は春に咲き 、

花弁は淡紅紫色、 果実は球形で、 直径約１ cm、 赤く 熟れる。 国内では

本州の東北地方、 中部地方の一部や、 中国地方、 九州の一部に分布する

植物と さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町、 飯南町） の中国山地沿いの山地

で生育が知ら れているが、 石見部での分布が明ら かでない。 いずれの生

育地も 個体数が激減し ているよう に思われる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開や林縁の樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
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2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー
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ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 川岸の岩場に生える 落葉低木で、 枝が叢生し 、 1 ー2 mになる 。 葉は

線状被針形で、 長さ 2 ー4 cm、 幅3 ー7 mm、 鋭頭で、 基部はく さ び形、

頂端附近に鋭鋸歯がある 。 花は3 ー4 月で、 前年枝に2 ー7 個の散形状散

房花序を つける 。 花弁は白色で広倒卵形で長さ 2 ー5 mm、 幅2 ー4 mm、

雄蕊は2 0 本程度で花弁よ り 短い。 果実は3 ー3 .5 mmになる。 本州（ 関

東以西）・ 四国・ 九州で成育し 、 中国に分布する。 日本のも のは栽培品

が野生化し たも のと も 言われる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部の江の川沿岸に点々と 生育し ているのが確認でき る 。 生育地は人

為的な影響の考えら れないと こ ろ であるので、 本来の自生ではないかと

判断する。 隣接県の広島県のRDBには掲載さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 5 8 pp . 株式会社平凡社,東京
レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま改訂検討委員会（ 2 0 1 2 ） 広島県の絶滅のおそれのある 野生植物（ 第３ 版）， 広島県　 6 3 3 pp .
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ユキヤナギ
バラ 科

Sp irae a  th u n b erg ii  Sieb o ld  ex Blu m e

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 生息地は人為的な影響や変化し やすい環境

であるため生息地の減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 湿地周辺や明るい立地の山野に生育する落葉低木で、 高さ ５ ｍほどに

なる。 葉は互生し 、 葉身は長さ 幅と も に5 ー1 2 cm、 先は急鋭尖頭、 基

部は浅心形、 欠刻状の鋸歯がある。 花は3 ー4 月で、 雄花序は無柄で下

垂し 、 長さ 3 ー7 cm、 雌花序は小さ く 数花が集まっ て赤い柱頭が外に現

れる 。 果実は鐘形で葉状で深裂し 、 長さ 2 .5 ー3 .5 cm、 堅果はほぼ球形

で 径葯1 .5 cm。 国内で は北海道から 九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国・

ウスリ ー・ アムールに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部にかけて生育が知ら れている。同地域の山域ではあるが、

なだら かな立地で、 湿地やため池の周辺、 林縁の明るく やや湿っ た環境

等にまれに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 人為的な影響を 受けやすい立地に生育し て いる ので、 伐採や遷移に

よっ ての被陰などの影響が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原環境が管理放棄などにより 各地で減少し ている。

概　 　 要

　 山地の日当たり の良い湿地や草原に生える多年草である。 草丈は茎を

伸ばすと 1 0 ー5 0 cmにな る。 短く 直立する 根茎があり 、 そこ から 長い

柄のついた根出葉を数個束生する。 葉身は卵形または広卵形で、 長さ 幅

と も に1 .5 ー4 cmである。 花期は8 ー1 0 月で、 1 ～数本の花茎を 直立さ

せ、 その先に1 個の花を つける。 花の直径は2 ー2 .5 cmで、 花弁は5 枚、

白色で緑色の平行脈が目立つ。 北海道から 九州、 台湾、 東アジア北部、

サハリ ン、 千島列島に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町、 飯南町）、 県中部（ 大田市） で

確認さ れている。 生育環境は、 明るく 開けた草原や林縁などである。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 遷移の進行による草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ウメ バチソ ウ
ニシキギ科

Pa rn a ssia  p a lu stris  L. va r. p a lu stris

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内で知ら れている 産地は1 ヵ 所のみで環境が変化すれば絶滅が心配

さ れる。

概　 　 要

　 落葉性のつる植物で、 今年枝は黄褐色、 前年枝は濃紫褐色になる。 葉

身は卵形ま たは卵円形で 長さ 5 ー1 5 cm、 幅4 ー1 0 cmにな る。 先端は

急鋭頭、 基部は浅心形、 両面と も 無毛で縁に大き な低鋸歯がある。 葉柄

は1 ー4 cmと な る。 花は6 ー8 月で 花序は枝の先端に長さ 1 ー4 cmの集

散花序がたく さ ん集まっ て円錐形と なる。 花弁は白色で長楕円形、 長さ

3 mm。 果実は翼果で 長さ 幅と も に1 .2 ー1 .8 cmと なる。 国内で は本州

（ 東北から 関東北部、 北陸、 紀伊半島、 中国山地）・ 四国・ 九州に分布し 、

朝鮮半島・ 中国・ 台湾・ ミ ャ ンマーに見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部で1 ヵ 所生育が知ら れている 。 同地域の中国山地の稜線下の陰湿

な谷の上部に生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移と し ての周囲から の森林化や乾燥化によるササ類の広がり など環

境変化によっ ての絶滅が心配さ れる。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 海岸の岩場、砂礫地に生える多年草。 茎は2 0 ー9 0 cmで、葉は互生し 、

長楕円形で長さ ４ －５ cm、 幅７ －８ mm。 茎頂部に多く の葉を 輪生し 、

その先に多く の枝を 腋生する。 夏に地上部は枯れ、 秋に地上部を 出し 、

花は杯状花序で春に咲く 。 国内では本州（ 千葉県以西） ～琉球に分布し 、

朝鮮半島南部・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島での生育報告がある。 海岸部に見ら れ、 前回の報告では生育

地では波浪などによる自然災害で個体群が消滅し た場所も あると し てい

る。 また、近年でも 海士町で残っ ている と こ ろ があると する 情報も ある。

存続を脅かす原因

　 波浪などの自然災害。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ワタ イ ゲキ
ト ウダイ グサ科

Eu p h o rb ia  jo lk in ii  Bo iss.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内では生育地が限ら れていて、 生育での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 海岸沿いの地に生える 夏緑ある いは半夏緑性の樹種である 。 樹高は

5 ー6 ｍになり 、 枝の短枝がし ばし ば刺と なる 特徴があっ て 、 全体に刺

の多い樹木である。 葉は狭倒卵形で長さ ５ cm、 幅２ cm、 多く は先端部

がも っ と も 幅が広く 、 逆三角形の形で互生する。 雌雄異株、 と き に同株

と さ れるが、 花は夏に咲き 、 花は小さ く 白色で葉腋に束生する。 果実は

扁球形で、 種子は赤橙色で目立つ。 本州の近畿地方以西、 四国、 九州、

南西諸島に分布域があると さ れる。 県内に分布するも のは分布北限地の

も のと なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 益田市） の海岸に近い地にまれに

見ら れる。 照葉樹二次林内、 林縁に見ら れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 道路拡幅などによる樹木伐倒。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
島根県（ 1 9 7 7 ） 三隅海岸自然環境保全地域学術調査報告書（ 候補地） . 1 9 pp . 島根県.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ンコ ノ キ
コ ミ カ ンソ ウ科

Phy llan th u s sieb o ld ian u s T.Ku ro s.
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（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 高さ 1 0 ｍ程になる 夏緑の樹種。 葉は長楕円形で長さ 1 0 cm、 幅３ cm

前後で互生し 、 葉縁は細かい波状縁で、 葉脈は裏側にく ぼむ。 葉裏は粉

白色で白毛が密に生える特徴がある。 花は春に咲き 、葉に先立っ て咲き 、

雄花穂は長さ ５ cm、幅３ cm程で大き く 、雌花穂も 長さ ４ cm、幅1 .5 cm

程で、 全体と し て銀白色に輝き 美し い。 国内では北海道西南部から 近畿

地方、 そし て四国に分布するも のと さ れるが、 中国山地にも まれに分布

し ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町） の一部にのみ見ら れる。 中国山

地の斜面に僅かな範囲に群生し ている 。

存続を脅かす原因

　 樹林の遷移によ る環境変化と 人為による樹林、 樹木の伐開、 伐倒。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

バッ コ ヤナギ（ ヤマネコ ヤナギ）
ヤナギ科

Sa l ix cap rea  L.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 確認さ れている生息地も 少なく 、 個体数も 多く ない。 　

概　 　 要

　 小型の多年生草本で、 茎が匍匐状に伸びて、 先端に新株をつけて広が

る。 葉身は腎形で、 先端は鈍頭から 円頭になる。 特に根生葉は長さ が短

く 、 横に広がっ た形の特徴的な葉と なる。 花は薄紫色でタ チツボスミ レ

より 色が薄く 、 花弁も 距も タ チツ ボスミ レ より 細長く なる。 本州（ 秋田

～中国山地） に分布し 、 日本海側のブナ林などの山地に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山頂付近の尾根を中心に、やや下部の尾根にも 生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツルタ チツボスミ レ
スミ レ 科

Vio la  g ryp o cera s A.Gray var. rh izo m a ta  ( N aka i)  Ohw i

ー ー
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（ VU ）
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選定理由

　 生息地は少なく 、 個体数も 少ない。 また生息地が被陰化し たために生

育でき なく なるなど減少し ている 種と 考えら れる。

概　 　 要

　 無茎のスミ レ で、 葉は平開し 、 葉身は卵形から 長卵形で先端は鈍頭か

ら 鋭頭、基部は浅い心形、表面は鮮緑色、裏は紫色を帯びる。 長さ は1 ー

5 cmになる。 葉柄は3 ー1 0 cm。 花茎は長さ 5 ー1 0 cmで花は4 ー5 月に

咲く 。 花弁は濃赤紫色で長さ 1 0 ー1 3 mm。 萼片は広披針形で、 付属体

には数個の鋸歯がある。 花柱は虫頭状に膨ら み、 柱頭はわずかに突き 出

る。 国内では北海道～九州に分布し 、 朝鮮半島・ 中国（ 北部・ 東部）・

ロシア極東部に広く 見ら れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで広く 生育が報告さ れている。 同地域の丘陵域から 山

域にかけての山道などの林縁の明るい場所などに生育が見ら れる。 森林

の成長に伴う 被陰などにより 生育が見ら れなく なっ た場所も あり 、 個体

数が激減し ている と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アカ ネスミ レ
スミ レ 科

Vio la  p h a lacro ca rp a  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内では産地と と も に個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の林床に生育する 多年草で、 葉はやや長い3 角状卵形の根生葉を

つけ、 基部は深い心形になり 波状の浅い鋸歯がある。 花は春に淡紅色で

直径約1 .5 cmの花を 咲かせる 。 唇弁の基部3 分の1 程度赤紫色の筋が入

り 、 柱頭は肥大し カ マキリ 形になる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の山地の林床に点々と 生育が知ら れている 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物３ 」． 3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相． 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 6 ） 島根県の種子植物相（ 補遺）． 島根県立三瓶自然館研究報告(4 )： 4 1 -4 3 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ナスミ レ
スミ レ 科

Vio la  to ku b u ch ian a  M akin o  var. taked an a  ( M akin o )  F.M aek.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地の多く が消滅し 、 個体数も 激減し ている。

概　 　 要

　 水湿地に生える草丈5 0 cm前後、時に１ ｍ程にも なる 夏緑性の多年草。

葉は披針形で長さ 5 ー8 cm、 幅2 ー3 cm程で 対生する。 花は夏に咲き 、

直径５ cm前後で、 花は黄色５ 弁で、 花弁が巴形に曲がる のが特徴的で

ある。 北海道から 本州、 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国に続いて

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 隠岐の島町）、県東部（ 安来市、奥出雲町、

飯南町）、 県中部（ 邑南町）、 県西部（ 浜田市） など、 全県の山間の水湿

地に生育地がかなり 存在し たも のと 思われるが、 現状はき わめてまれな

状態と なっ ている 。

存続を脅かす原因

　 山間の水湿地の遷移による環境変化、 山間の水田脇や林縁の生育地は

水田の区画整理や休耕、 廃田などによ り 生育地その場の破壊や消滅、 そ

の場の遷移が個体の激減、 消滅につながっ てき ていると 思われる。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

廣江伸作（ 2 0 2 4 ） 安来市の植物誌-維管束植物-. 6 4 pp .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ト モエソ ウ
オト ギリ ソ ウ科

H yp ericu m  a scyro n  L. va r. a scyro n

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の開けた草地に生える 多年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 3 0 ー

7 0 cmになる。 葉は根出およ び茎上に対生する が、 根出葉は花期にはな

いか少ない。 茎葉の葉身は幅4 ー1 0 cmで、 掌状に5 中～深裂し 、 裂片

にはふぞろ いの荒い鋸歯が数個ある。 花期は7 ー9 月で、 茎や枝の先に

少数の花を つける 。 花は大き さ が直径2 .5 ー3 cm、 色は紅紫色で、 5 個

の花弁をも つ。 本州（ 東海地方以西）、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町、 飯南町）、 県中部（ 大田市） で

確認さ れている。 生育環境は、 山地の稜線沿いの風衝草原などで、 明る

く 開けた場所でみら れる。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 遷移の進行による草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 6 ） 改訂新版 日本の野生植物 3  バラ 科～セン ダン 科. 6 0 4 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ヨ フ ウロ
フ ウロソ ウ科

Geran iu m  sh iko k ia n u m  M atsum . var. sh iko kia n u m

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数は多く はない。

概　 　 要

　 山間の水湿地に生える 夏緑性の多年草。 植物体は直径5 ー1 0 cmの葉

を5 ー6 枚根生し て、 草丈は約5 0 cm、 葉は1 ー2 回３ 出状に裂け、 全面

に薄く 毛があっ て、 1 0 cm前後の長い柄がある。 花は夏から 秋にかけて

咲き 、 株元から 伸びる 花茎は多く 分枝し て、 枝の先に直径約２ cmの薄

紫色の花をつける。 本州の中部地方南部、 近畿地方北部から 中国地方に

かけて分布する植物と さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 飯南町）、 県西部（ 浜田市） の中国山地山

間の水湿地、 湿原にまれに生育地がみら れる。 時に山間の水田脇の水湿

地にも 生える。

存続を脅かす原因

　 水湿地、 湿原での遷移による樹林化などの環境変化、 水田脇の水湿地

などは休耕、 廃田によっ て生育地が樹林化し 、 個体群が消滅し た場も あ

る。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ビッ チュ ウフ ウロ
フ ウロソ ウ科

Geran iu m  yo sh in o i  M akin o  ex N aka i

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 雌雄異株で山地にはえる 夏緑樹で高さ 2 0 mにも なる。 葉は長さ ５ －

1 0 cmの葉柄があっ て、 葉身は多く は五角形状で基部は心形と なり 、 長

さ 、 幅と も 約1 0 cmで対生する。 花は春に咲き 、 分果は長さ ３ cmほど

になる。 日本の固有種で本州（ 宮城県以南）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 中部の山域に生育し 、 夏緑樹林や谷沿いの照葉樹林などに稀に

生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ジカ エデ
ムク ロジ科

Acer d iab o l icu m  Blu m e ex Koch

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 湿地に生える 落葉小高木で、 2 ー5 mになる 。 今年枝は無毛でまたは

まばら な白色の短軟毛がある。 葉は2 ー6 cmの葉柄があり 、 葉身は楕円

形で、 長さ 5 ー1 2 cm、 幅2 ー7 cm、 掌状に3 脈が見ら れ、 ３ 浅裂ま た

はほと んどき れこ まず、 大き な重鋸歯がある。 基部は浅心形から 広いく

さ び形になる。 花は5 ー6 月、 複散房状で3 0 ー1 5 0 個の花を つけ、 １ 花

序に雄花と 両性花がある 。 萼片は長さ 2 mmの楕円形で花弁は狭倒卵形

で萼片よ り 小さ い。 果期は8 ー9 月で、 果翼は鋭角から ほぼ水平まで様

様に開く 。 国内では南千島・ 北海道～九州に自生し 、 種と し ては朝鮮半

島・ 中国東北部・ モンゴル・ コ ーカ サス地方・ ト ルコ ・ 東南ヨ ーロッ パ

まで分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から 報告さ れている。 同地域の林縁などで湿っ た場所などにまれ

に生育が見ら れる 。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） オオイ タ ヤメ イ ゲツ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報開発局， 島根県大百科事典上巻， 山陰中央新報社，　 　 2 4 8 -2 4 9
大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ラ コ ギカ エデ
ムク ロジ科

Acer g in n a la  M axim . var. a id zu en se  ( Fran ch .)  Pax

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑性の雌雄異株の樹種で高さ 2 5 ｍになる 。 葉は３ 小葉で、 葉柄は

３ －５ cmで毛が密に生える 。 さ ら に長さ 2 －1 0 mmの小葉柄の先に長

さ 1 0 cmほどの小葉身がつく 。 花は春に咲き、 花序は散形だが、 雌雄と

も 花は数個し かつかない。 果実はカ エデ類の中では大型で分果は径１

cm程あり 、 翼がついて長さ ４ －５ cmと なる。 カ エデ類の中では特に紅

葉が美し い。 国内では本州（ 東北地方南部）・ 四国・ 九州に分布し 、 中

国にも 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部に生育する。 西部では本来の生息地の中国山地の夏緑林の

渓谷林に見ら れる が、 東部ではそのよう な場所から 照葉樹林と なる丘陵

域の川沿いの斜面にまで点々と 生育が知ら れている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

メ グスリ ノ キ
ムク ロジ科

Acer n iko en se  M axim .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県下では分布域も 狭く 、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 山地の渓谷に生育する 高さ 5 ～8 ｍになる 落葉小高木で、 葉は対生し 、

葉身は直径4 ～7 cmの円形で掌状にやや深く 9 ～1 1 に切れ込み、 切れ込

みの最も 深部に隙間ができ るこ と が多い。裂片は欠刻状の重鋸歯があり 、

先端は鋭く 尖る。 葉柄はやや長く 葉身と 同長～3 /１ 程度と なる。 5 ー6

月に開花する。 本州（ 福島県以南）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の山域の渓谷に生育し ている。 よく 似たオオイ タ ヤメ イ ゲツは東

部から 西部にかけての中国山地の稜線や山頂部などに見ら れ、 葉が大き

く 、 葉柄も 長い。

存続を脅かす原因

　 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 6 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅲ」 .3 3 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ナウチワカ エデ
ムク ロジ科

Acer ten u ifo l iu m  ( Ko idz.)  Ko idz.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 常緑性で雌雄異株の高さ 0 .3 ー１ ｍの低木である 。 葉は倒披針形で長

さ 約1 0 cm、 幅２ cm前後で、 枝先に集まり 互生する。 花弁は退化し て

おり 、 枝先に短い総状花序で萼筒が白色の数個の花を6 月ごろ につける。

果実はほぼ球形で径１ cmばかり で赤く 熟れる。 日本固有種で北海道・

本州（ 中国地方までの日本海側の山地） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐諸島（ 島後， 西ノ 島） と 東部の中国山地脊梁部に生育が報告さ れ

ている。 隠岐は山地高所の夏緑二次林、 アカ ガシ林、 ク ロ ベが優占する

林分内に生育し ている。 中国山地脊梁部ではブナ林、 ミ ズナラ 二次林に

生育し ていたよう であるが、 近年確認でき ていない。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 南西限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ラ スシキミ
ジンチョ ウゲ科

Daph n e  m iyab ean a  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生息地や個体数が少ない。 また、 遷移によっ て生息場所が失われやす

い環境にある 。

概　 　 要

　 多年叢で、 茎は高く 1 5 ー4 5 cmにな り 、 と き に上部で 枝を 分ける。

葉は狭倒卵形で鈍頭、 基部はし だいに柄状に細まり 葉柄につながる。 縁

は羽状に浅く 裂ける。 茎葉は長楕円形で縁に粗い鋸歯があり 、 基部は矢

じ り 状と なっ て茎を抱く 。 葉や茎には無柄のの２ 分毛と 星状毛と 混在す

る。 花は夏に咲き 、萼片は楕円形、花弁は白色で倒卵形。 長角果と なる。

本州中北部の深山の岩地に生育すると さ れる。 変種関係にあるシコ ク ハ

タ ザオは茎は葉に単純毛が多く 混じ るこ と で区別さ れ、 本州（ 千葉県・

東海地方・ 近畿地方南部・ 四国・ 九州） の山地に分布し 、 韓国（ 済州島）

や中国南部にも 同じ 型が分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 西部から 中部の山域から 丘陵域の岩角地に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移。

特記事項

　 県内には茎や葉に2 分毛と 星状毛はあるが、 単純毛のないも のも ある

ので、 イ ワハタ ザオの形質をも つ。 こ の地域の種の同定は確定さ れてお

ら ず、 丸山（ 1 9 8 2 ） でも 「 山陰地方のも のはイ ワハタ ザオと シコ ク ハ

タ ザオと の中間型を 示す。」 と コ メ ン ト し ている よ う にこ の扱いは保留

と し て両者を含めたも のと し たい。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） イ ワハタ ザオ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局， 島根県大百科事典上巻， 山陰中央新報社， p .1 6 3
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相， 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 3 ） 猿政山のヤマハタ ザオ属の考察， 島根植物研究会会報4 4 ： 4 -8 　 島根植物研究会

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ワハタ ザオ
アブラ ナ科

Arab is se rra ta  Fran ch . et Sav. var. jap o n ica  ( H .Bo issieu )  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地や個体数が少ない。 また、 遷移によっ て生息場所が失われやす

い環境にある 。

概　 　 要

　 多年叢で、 茎は高く 1 5 ー4 5 cmにな り 、 と き に上部で 枝を 分ける。

葉は狭倒卵形で鈍頭、 基部はし だいに柄状に細まり 葉柄につながる。 縁

は羽状に浅く 裂ける。 茎葉は長楕円形で縁に粗い鋸歯があり 、 基部は矢

じ り 状と なっ て茎を抱く 。 葉や茎には無柄のの２ 分毛と 星状毛と 単純毛

が混在し 、単純毛が多く 混じ ると さ れる。 花は夏に咲き 、萼片は楕円形、

花弁は白色で倒卵形。 長角果と なる。 本州（ 千葉県・ 東海地方・ 近畿地

方南部・ 四国・ 九州） の山地に分布し 、 韓国（ 済州島） や中国南部にも

同じ 型が分布すると さ れる。 変種関係にあるイ ワハタ ザオは茎や葉に無

柄のの２ 分毛と 星状毛と 混在する こ と で区別さ れ、 本州中部の深山に生

育すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 西部から 中部の山域から 丘陵域の岩角地に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移。

特記事項

　 県内には茎や葉に2 分毛と 星状毛はあるが、 単純毛のないも のがある

ので、 イ ワハタ ザオの形質をも つ。 こ の地域の種の同定は確定さ れてお

ら ず、 丸山（ 1 9 8 2 ） でも 「 山陰地方のも のはイ ワハタ ザオと シコ ク ハ

タ ザオと の中間型を 示す。」 と コ メ ン ト し ている よ う にこ の扱いは保留

と し て両者を含めたも のと し たい。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

丸山　 巖（ 1 9 8 2 ） イ ワハタ ザオ， 島根県大百科事典編集委員会・ 山陰中央新報社開発局， 島根県大百科事典上巻， 山陰中央新報社， p .1 6 3
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 2 3 ） 猿政山のヤマハタ ザオ属の考察， 島根植物研究会会報4 4 ： 4 -8 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シコ ク ハタ ザオ
アブラ ナ科

Arab is se rra ta  Fran ch . et Sav. var. siko k ia n a  ( N akai)  Ohw i

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少なく 、 環境の変化により 絶えやすい種である。

概　 　 要

　 山地の木陰に生える 越年草または短命は多年草で、 茎は5 ー2 0 cmに

なり 、 葉や茎に白い毛が多い。 根出葉は少なく 、 茎葉は中部のも のが最

大で長さ 2 ー1 2 cm。 柄の基部は茎を 抱き 、 小葉は1 ー7 個で頂小葉は大

き く 円形から 円腎形で長さ 0 .7 ー3 cm基部は心形、 側小葉は卵形で小さ

い。 花は4 ー6 月に咲き 、 花弁は白色で5 ー7 mmの長さ で、 果実は長角

果で広線形で長さ 1 .6 ー2 .5 mm密に毛がある。 国内では本州～九州に分

布し 、 韓国（ 済州島） に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部と 西部から 生育が報告さ れている。 山域の湿っ た林下などにまれ

に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 0 5 ） 植物の分布・ 観察報告(2 5 )マルバコ ン ロ ン ソ ウCa rd a m in e  ta n a k a e  Fra nch  e t Sa v a t. 島根植物研究会会報９ ： ８ 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

マルバコ ンロンソ ウ
アブラ ナ科

Card am in e  ta n akae  Fran ch . et Sav. ex M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地が少なく 、 貴重な分布と 考えら れる。

概　 　 要

　 やや陰湿な谷間などに生える落葉性の多年草で、 根茎はあまり 発達せ

ず肥厚し た鱗茎葉を も つ。 同属のユリ ワサビ に似る が、 全体に大き く 、

花茎は1 5 ー7 0 cmにも 達する。 葉は卵心形で、 色が淡く 、 開花後すぐ

に枯れ、 肥厚し て鱗茎状に集まっ た葉柄のの基部のみが夏を越し て晩秋

に葉を 出す。 花は4 ー5 月に咲き、 ユリ ワサビ よ り も 大き く 、 萼片は長

さ 3 ー4 .5 mm、 花弁は6 ー9 mmと な る。 鱗片葉がはずれて 栄養繁殖す

る ため大き な群落と なる 。 北海道（ 南西部）・ 本州（ 島根県隠岐諸島お

よび兵庫県以北）・ 四国（ 徳島県）・ 九州（ 福岡県沖ノ 島） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島後・ 西ノ 島） の各地にまれに生育が見ら れる。 谷部や湿っ た

林縁などに群生し て生育し ていると こ ろ も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も き わめてまれで

ある。

概　 　 要

　 夏緑広葉樹に寄生する 夏緑生性の低木であり 、 枝を 分けて長楕円形、

長さ ２ －３ cm、 幅１ cmばかり の葉を対生し 、 繁る。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では出雲部中国山地沿いの山地林内のコ ナラ の樹幹に寄生し たも

のが大小数株知ら れたが、 その他に知ら れていないのでき わめてまれな

も ののよう である 。

存続を脅かす原因

　 生育地の樹木伐採、 ナラ 枯れ（ カ シノ ナガキク イ ムシ）。

（ 執筆者： 山田　 明・ 杦村喜則）
●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物４ 」 3 4 8 pp .平凡社.東京
山田　 明・ 杦村喜則（ 2 0 0 5 ） ホザキノ ヤド リ ギ　 H y p h e a r  ta n a k a e  (Fra nch . e t Sa v a t.) H osok a w aが島根県に分布し ていた.島根植物研究会会報8 :1 6

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホザキノ ヤド リ ギ
オオバヤド リ ギ科

H yp h ear ta n akae  ( Fran ch .et Savat.)  H o sokaw a

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 モミ 、ツガ、マツなどの針葉樹に寄生する長さ 2 0 ー5 0 cmの常緑低木。

若枝は初め褐色の短毛が密生する が、 じ き に無毛と なる。 葉は革質、 倒

披針形で長さ 1 .5 ー4 cm、 幅4 ー9 mm、 全縁、 先は円く 、 下部はし だい

に狭く なっ て長さ 1 ー2 mmの葉柄に流れ， 両面無毛。 7 ー8 月， 枝のわ

き に短い集散花序を伸ばし 、 数個の花をつける。 花は赤色， 萼状は長さ

約1 mm， 花は筒形で先は4 裂し 、 長さ 約1 .5 cm、 外面無毛， 裂片は線

形で反曲し 、 長さ 約4 mm。 果実は楕円状球形で長さ 約5 mm， 赤熟する。

本州（ 関東地方・ 富山県以西）・ 四国・ 九州に分布し 、 中国東部にも ある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県東部の針葉樹に寄生し ている。

存続を脅かす原因

　 生育地の樹木伐採、 松枯れによる宿主樹木の壊死、 台風などの自然災

害における宿主樹木の倒伏など。

（ 執筆者： 澤田　 達也）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 邑田仁・ 米倉浩司・ 木原浩（ 2 0 1 7 ） 改訂新版　 日本の野生植物. 6 0 8 pp .平凡社,東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

マツグミ
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Taxil lu s kaem p fe ri ( DC.)  Dan ser var. kaem p feri
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選定理由

　 県内での生育地はまれである。

概　 　 要

　 根茎が地を 這い、 先端で 長さ 1 0 cm、 幅3 ー5 cmの葉を1 ー2 枚つけ

て生える夏緑性の多年草。 根茎は地に浅く 這い、 と こ ろ どこ ろ に膨れた

節がある。 花は春に咲き 、 高さ 5 ー1 0 cmの花茎を 出し 、 ２ ー３ 枚の葉

を つけ、 葉腋の短い花序に白色の小花を 数個から 十数個つける。 本州、

四国、 九州に分布域があると さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 吉賀町） の中国山地沿いの深山谷

間にまれに生育地が見ら れる。 県東部、県中部での生育地は不明である。

夏緑樹林内の渓流沿いから 斜面下部にかけて生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハルト ラ ノ オ
タ デ科

Bisto rta  ten u ica u l is ( Bisse t et S.M oore)  N aka i va r. ten u ica u l is

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれである。

概　 　 要

　 草丈2 0 －3 0 cmの１ 年生草本で、 葉は広披針形～長楕円形で長さ 3 ー

9 cm、 基部は矢じ り 形で三角形の耳状片がある 。 托葉鞘は短く 、 長い

縁毛がある。 花は夏に咲き 、 ２ ～３ 個の小花をまばら につける。 国内で

は本州（ 関東以西） から 九州に生え、朝鮮半島西南部・ 済州島に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部で生育と の記録がある。 前回の報告より 照葉樹林域での山

中谷間のやや湿り 気のある地に生え、 時にスギ林内で密に生えるこ と も

あると し ている。 また、県内の生育地は国内での分布北限と 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ナガバノ ヤノ ネグサ
タ デ科

Pe rsica ria  b revio ch rea ta  ( M akin o )  Ohki

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地が限ら れており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 本州の水湿地などに生える1 年草。 茎は直立または下部が地表をはい、

上部でまばら に枝をわけ、 無毛。 托葉鞘は膜質の円筒形、 上向き の毛が

まばら に生え。 托葉鞘口部には縁毛が生える。 総状花序は円柱形で、 密

に花をつけ、 直立し 、 長さ 1 ～2 cm。 花被は5 深裂し 、 白色～淡緑白色。

母種と さ れるヒ メ タ デは花被が淡紅色である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 松江市内では中海の大橋川河口の湖岸でオオク グ群落の中に見ら れ

る。 また、 同じ 中海沿岸になるがヒ メ タ デと し て収蔵さ れている標本も

ある。

存続を脅かす原因

　 護岸の改修。

（ 執筆者： 野津貴章）

●参考文献

藤井伸二・ 牧 雅之・ 國井秀伸（ 2 0 1 4 ） 島根県新産植物3 種の記録（ シロ グワイ ， ノ ダイ オウ， ヒ メ タ デ） と アオヒ メ タ デに関する ノ ート ， 日本植物分類学会誌1 4 (2 )： 1 6 9 -1 7 6
井上雅仁（ 編）（ 2 0 1 4 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ II） . 2 0 7 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版日本の野生植物4 」､ 3 4 8 pp .平凡社

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アオヒ メ タ デ
タ デ科

Persica ria  erectom in o r  ( M akino )  N akai var. e rectom in o r  f. virid if lo ra  ( Nakai)

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。 生息環境が変化し やすく 、 環境も 含めて保

全する必要がある。

概　 　 要

　 日当たり のよい湿地に生える多年草で細長い地下茎を伸ばし 、 茎は斜

上し 、 3 0 ー1 0 0 cmと なる。 節間は無毛でまばら な黄色い腺点がある。

葉はほと んど柄がなく 、 披針形で先端は鋭形、 基部はく さ び形から やや

円形と なり 、 両面に短毛と 黄色の腺点がある、 托葉鞘は短い筒形で、 短

毛と 腺点があり 、 縁に長い剛毛が伸びる。 花は8 ー1 0 月に細長い偽総

状花序にややまばら につけ、 垂れるが異型花柱性で両型の花を持つ個体

が混生し ていないと 結実し ないと さ れる。 萼は5 裂し 、裂片は広楕円形、

先は円形で、 淡紅色の腺点があり 、 長さ 2 .5 ー4 .7 mmと イ ヌ タ デ属の中

では長く 目立つ。 雄し べは8 本で長花柱花で1 ー2 mm、短花柱花で3 ,5 ー

4 .2 mmで 長い。 痩果は３ 稜形のある 卵形で、 3 m mー3 .5 mm、 黒く 光

沢は鈍い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育が報告さ れている。 丘陵域から 山域の湿地にま

れに生育し ている が、 似た形態で同じ よ う な湿地に生育する シロバナサ

ク ラ タ デと 比較し 、 はるかに少ない。

存続を脅かす原因

　 遷移、 埋め立て。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サク ラ タ デ
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原は、 管理放棄により 遷移が進行し 、 各地で減少し てい

る。

概　 　 要

　 日当たり のよ い山野に生える 一年草である。 草丈は茎を 伸ばすと 1 m

以上と 大型になる。 茎は直立し 、 上部で枝を 分け、 茎には長さ 1 .6 mm

以下の伏毛がある。 葉は長さ 5 ー1 5 cm、 幅0 .7 ー2 .5 cmの長披針形で、

表面には短毛が生える。 花期は7 ー1 0 月で、 花序の柄と 茎の上部に粘

り 気のある粘液を出す。 北海道から 九州、 朝鮮半島、 ウスリ ー、 中国に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） で確認さ れている。 生育環境は明

るく 開けた草原内である。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオネバリ タ デ
タ デ科

Pe rsica ria  v isco fe ra  ( M akin o )  H .Gross var. ro b u sta  ( M akin o )  H iyam a

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草原は、 管理放棄により 遷移が進行し 、 各地で減少し てい

る。

概　 　 要

　 日当た り のよ い山野に生え る 一年草で ある 。 草丈は茎を 伸ばすと

3 0 ー8 0 cmになる。 茎は直立し 、 下部で枝を分け、 茎と 葉には長さ 1 ー

2 .5 mmの荒い毛がある 。 葉は長さ 4 ー1 0 cm、 幅1 ー2 cmの披針形で先

はと がる。 托葉鞘は円筒形で長く 、縁毛の長さ は托葉鞘の約2 /3 である。

花期は7 ー1 0 月で、 長さ 3 ー7 cmの花序をつける 。 花序の柄と 茎の上部

に粘り 気のある粘液を出す。 北海道から 九州、 朝鮮半島、 台湾、 中国に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 安来市、 飯南町）、 県中部（ 大田市） で確

認さ れており 、 県中部（ 邑南町） での標本情報も ある。 生育環境は、 明

るく 開けた、 ススキなどが優占する草原である。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ネバリ タ デ
タ デ科

Pe rsica ria  v isco fe ra  ( M akin o )  H .Gross var. visco fe ra

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 谷間の湿地や休耕田などに生える 多年草で 、 茎は分岐し ながら 0 .6 ー

1 .7 mほど になる。 根生葉は長い柄があり 、 葉身は長楕円状卵形で長さ

3 5 ー6 0 cm、 幅1 5 ー2 6 cmになる。 先端は鈍頭または円形、 基部は円

形または心形。 下部の茎葉は有柄で、 狭い三角状卵形と なる 。 花は6 ー

8 月に幅の狭い円錐花序になり 、 多数つける。 翼状内萼片は広心形また

は円心形で、 低鋸歯縁または全縁で、 長さ 4 ー6 mmと な る。 国内では

南千島・ 北海道・ 本州（ 島根県以東） に生え、 北半球の冷温帯に広く 分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 報告さ れている。同地域の河川敷での生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

藤井伸二・ 牧　 雅之・ 國井秀伸（ 2 0 1 4 ） 島根県新産植物（ シロ グワイ ， ノ ダイ オウ， ヒ メ タ デ） と アオヒ メ ダデに関する ノ ート ， 日本植物分類学会会誌1 4 (2 )1 6 9 -1 7 6　 日本植
物分類学会
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ノ ダイ オウ
タ デ科

Ru m ex lo n g i fo l iu s DC.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はややまれであり 、 生育地での個体数は多く はない。

概　 　 要

　 海岸の岩上や崖地に生える草丈約3 0 cmになる 多年草である。 葉は地

際に根生葉が束生し て、 数本の枝を分けて茎が立つ。 茎葉は倒披針形か

ら 長楕円形で長さ ５ cm、 幅２ cm前後であるが、 根生葉は茎葉より 少し

大き い。 葉は強い光沢がある。 花は夏から 秋にかけて咲き 、 茎頂に集散

花序を なし て多く の花を つける。 花弁は紅紫色で美し く 時に栽培さ れ、

掘り 取る人がある。 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布し 、 中国にも 分

布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 知夫村）、 県東部（ 松江市、 出雲市）、 県

中部（ 江津市）、 県西部（ 浜田市、 益田市） など、 ほぼ全域の海岸に生

育地が点在する が、 ややまれである。 海岸の岩場や崖地に生えていて、

生育地での個体数は多く はない。

存続を脅かす原因

　 海岸崖地の自然崩壊や、 波浪等によ る流亡、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハマナデシコ
ナデシコ 科

D ian th u s jap o n icu s Th u nb .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生息地は局所的であり 、 管理放棄によっ てたやすく 絶滅する

可能性がある ため。

概　 　 要

　 山地の明る い林内や林縁にはえ る 多年草で、 高さ 4 0 ー1 2 0 cmにな

る。 茎は直立し 、 上部で分枝し 、 腺毛がはえる。 葉は披針形から 卵状披

針形で、長さ 4 ー1 2 cm、幅1 .5 ー3 cmになる。 葉柄は短く 0 .2 ー1 .3 cm、

葉の毛は少ない。 花は8 ー1 0 月で径1 cmほどになり 、 集散花序と なる 。

萼片は披針形で長さ 3 .5 ー5 mm、 先は尖る 。 花弁は萼よ り 短く 、 2 中裂

する。 花柱は3 個、 蒴果は卵形で、 種子は褐色で円形、径2 .5 mmになる。

国内では本州（ 岩手県以南）・ 四国・ 九州に分布し 、 台湾・ 中国（ 中部・

南部） にも 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地の稜線部などに生育する。 東部から 西部の夏緑樹林内

に稀な生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオヤマハコ ベ
ナデシコ 科

Ste l la ria  m on o sp erm a  Bu ch .-Ham . ex D.Don  var. ja p o n ica  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での個体数は限ら れている。

概　 　 要

　 常緑の高さ 1 0 ｍ程になる 樹種。 葉は狭倒卵形から 狭長楕円形で長さ

1 5 cm、 幅３ cm前後で、 側脈が不明瞭であっ て、 互生する。 花は春に

咲き、 葉腋に５ ー1 0 花の白色小花を 束生する。 果実は直径約５ mmの

球形、 黒く 熟れる。 本州の関東以西、 四国、 九州、 南西諸島に分布する

と さ れ、 太平洋側の暖地照葉樹林内にはき わめて普通の植物である が、

日本海側ではまれなも のと なる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 江津市） から 県西部（ 浜田市、 益田市） に

かけてまれに存在する。 本来、 暖地の植物であり 海岸に近い地の照葉樹

林域の林内または林縁に生える。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ イ ミ ンタ チバナ
サク ラ ソ ウ科

M yrsin e  seg u in i i H .Lév.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 隠岐諸

島にのみ分布する

概　 　 要

　 山地の林内に生える 常緑低木である 。 高さ は2 ー5 mになる。 葉は皮

質で、 葉は長さ 5 ー1 6 cm、 幅1 .5 ー5 cmの長楕円形で、 先はと がり 、

葉柄は1 ー2 cmである。 島根県の本土側にある ホンシャ ク ナゲに比べる

と 、葉の幅はやや広く 、葉は薄く 、枝が横に広がる傾向にある。花期は4 ー

5 月で、 枝先に総状花序を 伸ばし 、 6 ー1 0 個の花を つける。 花は直径が

4 ー4 .5 cmで、 紅紫色である。 島根県（ 隠岐島） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町） でのみ確認さ れている。 生

育環境は、 山地林内で、 尾根筋の岩角地や斜面上部などである。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 森林伐採。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 隠岐ジオパーク 推進機構

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オキシャ ク ナゲ
ツツジ科

Rh od od en d ro n  jap o n o h ep tam eru m  Kitam . var. o kien se  T. Yam az.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 ホンシャ ク ナゲは変種関係にある本州の近畿地方南部、 四国、 九州に

分布するツク シシャ ク ナゲに対し 、 葉裏の枝状毛がほと んどなく 、 平た

いロゼッ ト 状毛が生えるも ので、 本州の新潟県以西と 四国の中北部に生

育する。 また、 オキシャ ク ナゲはホンシャ ク ナゲに分類さ れたこ と も あ

るが、隠岐に産し 、ホン シャ ク ナゲに似るが、枝が横に広がり 、葉は薄く 、

長楕円形でやや幅が広く 、 花序の下の葉が小型である こ と から 変種と し

て区別さ れる 。 ホンシャ ク ナゲは、 高さ ２ －３ ｍになり 、 山地の露岩状

に生える。 葉は１ －２ cmの葉柄があっ て長楕円形で長さ 1 5 cm、 幅４

－５ cm、 多く は枝先に束状に互生する。 花は春に咲いて、 枝先の総状

花序に1 0 花ばかり を つける。 花冠は漏斗形で径４ －５ cm、 紅紫色で先

端部は７ 片に裂ける。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部の山域に点々と 見ら れ、 渓谷や斜面林下の露岩や岩壁等

に生育し ている。 前回はホン シャ ク ネゲと し て一つにまと めていたが、

オキシャ ク ナゲを変種と し て区別し た。

存続を脅かす原因

　 森林伐開による 生育地の破壊、 園芸上での採掘。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
大井次三郎・ 北川政夫（ 改訂）（ 1 9 9 2 ）「 新日本植物誌顕花編」 1 7 1 6 pp .　 至文堂　 東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホンシャ ク ナゲ
ツツジ科

Rh od od en d ro n  jap o n o h ep tam eru m  Kitam .var. h o n d o en se  （ N aka i） Kitam .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れている 。 一部では遷移によ り 絶滅が危惧さ れ

る。

概　 　 要

　 夏緑の低木で、 葉は広楕円形で長さ 7 ー8 cm、 幅3 ー5 cmで 互生し 、

表面は脈が裏側に落ち込み、 裏面にはあら い毛が生える。 花は初夏、 枝

先の総状花序に筒状の白色を 多く つける。 果実は直径5 ー7 mmの球形

で藍色に熟し 、 萼筒の口が小さ いこ と が特徴的である。 本州は福井県以

西の日本海側、 北九州の山地に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 松江市、 奥出雲町）、 県中部（ 邑南町）、 県

西部（ 浜田市、 益田市、 吉賀町） に生育地が知ら れている が、 隠岐諸島

では見ら れないよ う である。 生育地は林縁部や草原、 湿地であっ て、 林

内ではほと んど見ら れない。

存続を脅かす原因

　 植生遷移。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 大畑純二（ 2 0 0 7 ） 島根県浜田市金城町の湿原植生. 島根県立三瓶自然館研究報告 5 : 1 -6 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アラ ゲナツハゼ
ツツジ科

Vaccin iu m  ci l ia tu m  Th u nb .

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生育地も 個体数も 非常に少ない。

概　 　 要

　 山地の林下に生える小型の多年草で、 茎は直立し て1 ー2 5 cmになる。

葉は多く は４ 輪生し 、 4 ー1 2 mmの柄があり 、 葉身は卵形または広卵形

で鈍頭で、 流さ 1 ー3 cm、 幅5 ー2 0 mmと なる。 花は茎の先に数個、 7 ー

8 月に咲き 、 萼は釣鐘形、 花冠は白色で４ 裂し 、 径2 ー2 .5 mmと なる。

果実は長い鉤状の毛がつく 。 国内では北海道～九州まで分布し 、 種と し

ては、 朝鮮半島・ 台湾・ 中国・ ヒ マラ ヤ・ シベリ ア東部に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部での生育が報告さ れている。 山地の林床でまれに生育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマムグラ
アカ ネ科

Ga liu m  p a rad oxu m  M axim . su bsp . f ra n ch etia n u m  Eh ren d . et Sch ö n b .-Tem .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生息地も 個体数も まれであり 、 環境が変化し やすい場所である。

概　 　 要

　 茎は分枝し て地をはう １ 年草で、 葉は対生し 、 長卵形で鋭頭、 基部は

漸鋭尖形。 托葉が半円形で ３ ー５ のく し 状の裂片を 生じ る 。 花は8 ー9

月に葉腋に１ ～数個つけ、 白い花冠である。 ハシカ グサと 変種関係にあ

り 、 全体大型で、 葉は長く 長卵形と なり 、 全体にほと んど毛がなく 、 光

沢があり 、 萼の筒部が無毛であるこ と を特徴と する。 ハシカ グサは本州

～南西諸島、 ユーラ シア大陸の南東部に広く 分布するが、 オオハシカ グ

サは本州の中部から 北部の日本海側に分布するも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部から の生育が報告さ れている。 生息地は河原の砂礫地に生育し て

いたと さ れている 。 県内のほと んどはハシカ グサに該当する。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
杦村喜則（ 2 0 0 9 ） 島根県植物分布資料(4 3 )オオハシカ グサN e a n o tis  lin d le y a n a   H ook .  v a r . g la b ra  (H onda ) .H a ra (アカ ネ科)

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオハシカ グサ
アカ ネ科

N ean o tis h irsu ta  ( L.f .)  W.H .Lew is var. g lab ra  ( Hon da )  H .Hara

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生息地は限ら れており 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山中の林下に生える多年草で、地下茎は短く 、茎は下部で分枝し 、0 ー

3 0 cmになり 、 短毛が一列に生える。 葉は下部では対生し 、 上部では互

生する。 葉柄は5 ー1 0 m mで、 葉身が卵形から 狭卵形で 長さ 1 ー3 cm、

幅5 ー2 0 mm 、 先端は鈍頭、 短毛が散生する。 托葉は膜質で3 角形から

卵形になる。 花は4 ー5 月で、 淡緑色の風媒花で、 茎の上部にある 葉状

苞に対生する。 雄花は節ごと に1 ー2 個つき 、 ほと んど 柄がなく 、 つぼ

みは短い筒状で、 開く と 3 個で、 長さ 8 ー1 0 m mで1 0 本の細い脈がある

狭長楕円形の外花被片が反り 返る 。 また、 雄蕊は2 0 ー2 5 個あっ て垂れ

下がる 。 雌花は、 緑色で非常に小さ く 、 柄がなく 、 基部に1 個の小苞が

ある。 外花被片は筒状で子房を 包み、 先は3 裂し て、 湾曲し た花柱が突

き 出る。 果実は狭倒卵形の痩果で、 長さ 3 ー3 .5 mmにな る。 花後、 下

部の側枝が伸びて地を はい。 新芽を つける 。 本州(茨城県。 秋田県以南)

から 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部に生息し ている。 山域の沢沿いの林下に生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤマト グサ
アカ ネ科

Th e lig o n u m  ja p o n icu m  Oku bo  et M akin o

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 常緑の蔓性木本で、 葉の腋に対生し てつく 強く 湾曲する太い刺で周囲

の樹木に絡みつき、 高く 、 長く 伸びる。 葉は長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後

で楕円形、 裏は白色を 帯びる。 花は初夏の頃に咲き、 花序は葉腋に長

さ 約３ cmの柄があっ て球形に多く の小花をつける。 果実は蒴果である。

本州の関東地方以南、 四国、 九州に分布するも のと さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県中部（ 大田市、江津市）、県西部（ 浜田市、津和野町）

の照葉樹林域の山中、 時に林縁にまれに存在する。 主と し て渓谷状地の

谷間に生えて、 あたり にはびこ り 、 目立つこ と がある。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ギカ ズラ
アカ ネ科

Un caria  rh yn ch o p hy l la  ( M iq .)  M iq .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内に広く 分布し ている が、 生育地での個体数は多く はない。 また、

生育地での植生遷移により 個体数が少なく なっ ている 。

概　 　 要

　 山野に生える 多年草。 植物体は茎の高さ 2 0 ー1 0 0 cm。 葉は長さ 3 ー

8 cmの卵状披針形で3 脈が著し く めだち 、 柄はない。 花は9 ー1 1 月に咲

き 、茎頂およ び上部の葉腋にかたまっ てつく 。 花冠は筒状鐘形で青紫色。

本州～九州、 奄美諸島に分布する。 朝鮮半島、 中国、 シベリ アに分布す

る基本種ト ウリ ンド ウは形態変異が多く 、 栽培さ れて、 切り 花や漢方の

竜胆と し て知ら れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内全域で広く 分布するが多く はない。 二次草原、 山地稜線草地、 若

齢二次林内や林縁ため池堤防、 山地の水田畦畔などに生育する

　（ 浜田市三隅町湊浦三保三隅駅～田ノ 浦、 浜田市三隅町岡見青浦、 出

雲市宇那手町高瀬山登山口付近、 邑南町中野八幡、 浜田市旭町市木天狗

石山、 大田市五十猛町大浦、 大田市水上町白坏、 浜田市瑞穂町大林、 出

雲市佐田町高津屋、 浜田市金城町上来原、 奥出雲町仁多町、 雲南市吉田

村民谷、 雲南市木次町山方、 松江市八雲町、 松江市東忌部町、 松江市佐

草町、 松江市玉湯町）

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化。

特記事項

　 俗に「 リ ンド ウ」 の名はリ ンド ウ属の総称と し て使われる こ と が多く 、

国内の1 3 種ある リ ン ド ウ属の中には、 春に咲く フ デリ ン ド ウや亜高山

帯に咲く オヤマリ ンド ウなどがある。

（ 執筆者： 三浦　 憲人）

●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 0 9 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ I） . 1 7 3 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
井上雅仁（ 編）（ 2 0 1 4 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ II） . 2 0 7 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
井上雅仁（ 編）（ 2 0 2 0 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録(Ⅲ). 2 0 5 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
三浦憲人（ 2 0 2 0 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (5 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (2 3 ): 4 7 -5 0 .
杦村喜則（ 1 9 9 8 ） 木次町尺の内 (昆虫の森) の植生と 植物相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (2 ):1 0 9 -1 2 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

リ ンド ウ
リ ンド ウ科

Gen tia n a  scab ra  Bu n ge var. b u erg eri ( M iq .)  M axim . ex Fran ch . et Sav.
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数はき わめて僅かで

ある。

概　 　 要

　 常緑の蔓性の木本植物である。 林内、 林縁に生えて、 周囲の樹種に絡

みつき 、 長く 伸び上がり 林冠にま で達する。 葉はほぼ楕円形で 両端は

と がり 、 長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後で、 対生する。 若い枝は緑色である。

花は初夏に咲き、 葉腋に１ ～２ 個の白色花を つける。 花冠は５ 裂し て、

開花時にはその裂片が強く 外側に反り 返るのが特徴である。 果実は径１

cm程の球形で赤橙色に熟れる。 本州（ 千葉県以西）・ 四国・ 九州・ 琉球

（ 沖縄県北部）・ 台湾に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島前各島） を含めて東部から 西部の沿岸域に広く 生育が報告さ

れている。 沿岸寄り の照葉樹林域内に見ら れ、 隠岐での分布は北限と な

る。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホウラ イ カ ズラ
マチン科

Gard n eria  n u tan s S ieb . et Zu cc.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また生

育環境である 草地は、 管理放棄にと も なう 遷移の進行により 各地で減少

し ている。

概　 　 要

　 日当たり の良い草地や裸地、 湿地などに生える一年草である。 草丈は

茎を伸ばすと 2 ー1 0 cm、花茎を除く と 0 .5 ー1 cmと 、小型の植物である。

葉は長さ 7 ー1 5 mm， 幅3 ー6 mmの卵形で、 2 ー4 対を 対生する 。 花期

は8 ー9 月で、 花茎の先に3 ー1 5 個の花を 散形状につける。 花冠は直径

約2 .5 mmと 小さ く 、色は白色、鐘形で4 裂する 。 本州から 琉球、朝鮮半島、

中国、 マレ ーシア、 ミ ク ロネシア、 オースト ラ リ ア、 イ ンド に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 雲南市）、県中部（ 大田市） で確認さ れている。

生育環境は、 定期的に草刈り が行われている低茎の草地や草の少ない裸

地状の場所である 。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原の灌木化、 樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 4  アオイ 科～キョ ウチク ト ウ科. 6 0 6 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アイ ナエ
マチン科

M itra sa cm e p yg m aea  R.Br.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 常緑の蔓性の木本で、 周囲の樹木等に絡みついて高く 伸び上がる。 葉

は長楕円形で 長さ 約1 0 cm、 幅２ －３ cmで 対生する。 花は春に咲き 、

枝先の円錐状花序に淡黄色の花を 数多く つける。 花冠は筒状で先で細長

い５ 裂片に裂け、 径１ cmばかり である。 果実は特徴的で円柱状披針形

の袋果で、 長さ 1 0 cm 、 幅約２ cm で多く は２ 個が左右に開いてつく 。

　 国内では本州（ 千葉県以西）・ 四国・ 九州・ 南西諸島に分布し 、 台湾・

中国・ イ ンド に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで海岸沿いの地域にまれに生育が見ら れる。 おも に照

葉樹林内から 林縁に生えるが、 時に路傍に生えるのも ある 。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 造成工事等による生育地の破壊。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅳ」 .3 4 8 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サカ キカ ズラ
キョ ウチク ト ウ科

An o d en d ro n  a f f in e  ( Hook. et Arn .)  Dru ce

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はかなり 限ら れていて、 生育地での個体数はき わめて

まれである。 県内全域での生育地、 個体数と も 正確には確認でき ない。

概　 　 要

　 山中林内に生える 夏緑の多年草。 草丈は3 0 ー5 0 cmで、 長さ 1 0 cm、

幅５ cmの長楕円形の葉を 互生する。 花は春に咲いて、 茎頂の総状花序

に白～淡青色の筒状花をつける。 花冠は先で５ 裂する。 国内では本州の

関東以西の太平洋側から 四国、九州に分布し 、日本固有の植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 吉賀町） に生育地があっ て、 谷筋

のやや陰湿な地から 斜面上部の夏緑二次林内に生えている 。 生育地では

いずれも 、 個体数はき わめて少なく 、 まれに生えている感じ である。 県

内全域でのこ の植物の分布状況が確認でき ない。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サワルリ ソ ウ
ムラ サキ科

An cistro ca rya  jap o n ica  M axim .

情報不足
（ DD）
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（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 生育地も 個体数も と ても 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える 落葉低木で、 高さ 2 ー5 mになる 。 小枝には灰褐色の短

毛がある 。 葉は薄く 、 卵状披針形から 卵状楕円形で鋭尖頭で、 長さ 1 ー

5 cm。 幅6 ー2 5 mm、 葉柄は1 ー2 mmと な る。 花は5 ー6 月で、 枝先に

数個咲かせ、 花冠は7 mmほどで、 筒部は裂片の3 ー4 倍になる。 果実は

ほぼ休憩で黒紫色に熟す。 国内では本州（ 兵庫県以西）・ 九州（ 中北部）

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 中部から 報告さ れている。 詳細は不明だが、 山域の渓谷で確認さ れて

いる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サイ ゴク イ ボタ
モク セイ 科

Lig u stru m  ib o ta  S iebo ld

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれで、生育地での個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で 高さ は５ ｍ 程の樹種。 葉は1 ー2 cmの葉柄があ っ

て、 広卵形、 長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後で対生する。 花は初夏の頃に咲

き 、 枝先の円錐花序に白色の小花を 多数つける。 花冠は直径５ mm前

後で 先が４ 裂する。 果実は蒴果で 長楕円形で 長さ 約２ cm、 熟れて ２

裂する。 県内に見ら れる のは、 葉に毛がな いマン シュ ウハシ ド イ v a r. 

m a n d sh u r ic a  (Ma x im .) H a ra と し て扱われる型のも のである。 北海道

から 本州、 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島に続いて分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町） にのみ知ら れて

いる。 山地の夏緑樹林内、 特に谷筋のサワグルミ 林分にまれに生えてい

る。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の直接的な破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハシド イ
モク セイ 科

Syrin g a  re ticu la ta  ( Blu m e)  H .H ara var. reticu lata

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生息地は限ら れている 。

概　 　 要

　 道端の石垣の隙間、街路樹の下、畑のあぜ道、草地などに生える越年草。

茎は分枝し て 地に這い、 草丈は1 0 ー2 5 cm。 葉は卵円形で 長さ 、 幅と

も １ cm前後、 下部で対生、 上部で互生する。 花は春早く に咲く 。 茎の

先端部の葉腋に径2 －４ m mの淡紅色の小花を １ 個ずつつける。 国内で

は本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。 島根県産の個体にて染色体

数2 n= 1 4 が報告さ れていて、 近似種であるオオイ ヌ ノ フ グリ は2 n= 2 8

である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐（ 島前） を 含めた全域の海岸沿いの土地から 点々と 報告さ れてい

る。 生育地は限ら れているが、 おも に道端に生えていて、 時には岩場に

も 生える。 生育地はいずれも 狭い範囲であり 、 生育地によ っ ては、 時に

消滅し て、 異なる 場所に新たな生育地が生じ ている こ と も ある。（ 益田

市木部町大浜、 松江市島根町野井、 隠岐郡知夫村、 出雲市大社町杵築南）

存続を脅かす原因

　 草地の遷移によ る環境変化が考えら れる。

特記事項

　 イ ヌ ノ フ グリ はオオイ ヌ ノ フ グリ の花粉が付着するこ と によっ て繁殖

能力が低下する現象（ 繁殖干渉） があると 考えら れている 。 また、 オオ

イ ヌ ノ フ グリ が侵入し た場所では、 石垣環境などに特異的に生育する可

能性が示唆さ れている。

（ 執筆者： 三浦　 憲人・ 杦村　 喜則）
●参考文献

井上雅仁（ 編）（ 2 0 2 0 ） 杦村喜則氏収集植物標本目録（ III） . 2 0 5 pp . 島根県立三瓶自然館・ 公益財団法人し まね自然と 環境財団, 大田．
三浦憲人 （ 2 0 2 3 ） 島根県産植物の染色体観察記録 (8 ). ホシザキグリ ーン 財団研究報告. (2 6 ): 9 3 -9 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

イ ヌ ノ フ グリ
オオバコ 科

Vero n ica  p o l ita  Fr. va r. l i lacin a  ( T.Yam az.)  T.Yam az.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の日当たり のよい草原に生える多年草である。 草丈は茎を伸ばす

と 0 .8 ー2 mにな る。 葉は長さ 5 ー2 0 cm、 幅2 ー5 cmで、 4 ー1 0 枚が輪

生する。 葉柄は短く 、 ほと んどない。 花期は7 ー8 月で、 茎の先に長い

総状花序を つける。 花冠は長さ 5 ー6 mmの紫色で ある。 花序軸は無毛

である。 本州の山地に広く 分布するク ガイ ソ ウは、 花序軸に短い毛が散

生する。 本州（ ややまれ）、 四国、 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町）、 県東部（ 奥出雲町） で確

認さ れている 。 生育環境は、 山地林内や林縁、 山頂付近の明るく 開けた

場所などである。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 遷移の進行による草原のヤブ化、 灌木化、 夏緑広葉樹

林内の常緑広葉樹の繁茂による被陰。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ナンゴク ク ガイ ソ ウ
オオバコ 科

Vero n icastru m  jap o n icu m  var. a u stra le  ( T. Yam az.)  T. Yam az.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれであり 、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 草原状地にはえ る 多年草で、 茎は四角で高さ １ ｍ前後にな る。 葉は

1 ー2 cmの葉柄があっ て葉身は卵形、 長さ 7 ー8 cm、 幅3 ー4 cmで対生

する。 花は夏に咲き 、 茎の上部に枝を分けて、 総状花序に多く の花をつ

ける。 花冠は壷形で、先は唇形で、上唇は２ 裂、下唇は３ 裂し て長さ 6 ー

7 mm、 黄緑色である 。 国内では本州の関東地方から 中部地方、 中国地

方そし て九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国東北部に続く 分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 大田市） の山地草原、 県西部（ 浜田市） に

生育地が知ら れている。 県中部（ 大田市） では人為的に管理さ れた環境

に群生し ている。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ゴマノ ハグサ
ゴマノ ハグサ科

Scro p h u la ria  b u erg erian a  M iq .

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育はかなり 限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない

植物である。

概　 　 要

　 山地に生える やや小型の夏緑多年草である。 植物体は茎が基部で分

枝し て、 長さ 1 0 cmばかり に這い、 草丈は５ cmばかり にし かなら ない。

葉は卵形で長さ ２ －３ cm、 幅１ cmばかり で対生する。 花は春に咲き 、

茎の上部の葉腋に短い花序に数個の花をつける。 花冠は皿形で４ 裂し 薄

桃色、 果実は蒴果で特徴的な扇形である。 国内の京都府あたり から 山口

県までの山陰地方に分布し 、 島根県西部がタ イ プ産地と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで生育地が点在し 、 山地谷間、 斜面、 山地路傍、 時に

やや湿り 気のある 岩上にも 生える。 松江市八雲町熊野の市場地区の林内

で2 0 1 5 年に確認し ている が、 その後の様子はわから ない。 谷間の小さ

な流れのそばに群落があっ た。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開、 生育地乾燥化。

（ 執筆者： 野津　 貴章・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版日本の野生植物５ 」､ 4 7 4 pp .平凡社

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 野津貴章

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンイ ンク ワガタ
ゴマノ ハグサ科

Vero n ica  m u ra ta e  Yam azaki

情報不足
（ DD）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

514514

https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 産地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山の谷間な ど に 生え る 多年草で、 茎直立し た のち 斜上し 、 5 0 ー

1 0 0 cmにな る。 葉はやや薄く 、 広披針形から 狭倒卵状楕円形にな り 、

長さ 8 ー1 5 cm、 幅2 .5 ー5 cm、 鋭尖頭で、 基部は耳状心形になり 、 5 ー

1 0 mmの葉柄がある 。 花は9 ー1 0 月、 長い花柄の先に数個つける 。 花

冠は淡赤紫色で、 長さ 3 .5 ー4 cmになる。 分果は長さ 1 cmになる。 本州

（ 神奈川県以西）・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部に確認さ れている。 丘陵域から 山域の谷間の湿っ た斜面な

どにまれに見ら れる。 また、 西ノ 島に生育し ていたと の情報も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ジャ コ ウソ ウ
シソ 科

Ch e lo n o p sis m o sch ata  M iq .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 各地に生育が見ら れるが、 まれであり 、 島根県が基準産地と なっ てい

る。

概　 　 要

　 深山の木陰に生える多年草で茎は４ 稜があり 、高さ 8 0 cmほどになる。

葉は対生し 、 長楕円形で 長さ 5 ー1 5 cm、 幅2 ー6 cmで 先端は鋭尖頭、

基部はく さ び形と なる。 花は8 ー1 0 月に咲き 、 萼は唇形で上唇は三裂、

裂片は鋭い狭三角状披針形になる。 下唇は２ 浅裂し 上唇よ り やや長い。

花冠は青紫で1 2 ー1 7 mmになる。 変種関係で四国に生息する ミ ヤマヒ

キオコ シは、 葉の鋸歯が多く て細かに見ら れ、 花冠は5 ー7 mmで 短い

こ と が異なる。 本州で富山県から 山口県までの日本海側の山地に分布し

ている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部まで点在し て生育が報告さ れている。 山域の落葉広葉樹

林内のやや湿っ た林床などに生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

特記事項

　 東部の猿政山から の標本がタ イ プと さ れ、 四国のミ ヤマヒ キオコ シの

変種と し て発表さ れている。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンイ ンヒ キオコ シ
シソ 科

I so d o n  sh iko kia n u s  ( M akin o )  H .H ara  var. o ccid en ta l is M u rata

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内では産地が少なく 、 個体数も わずかである。

概　 　 要

　 低山地の林縁に生育する多年草で、 茎は直立し 、 下向き の毛が密にあ

り 、 高さ 1 5 ー5 0 cmにな る。 葉は1 ー2 cmの柄があり 、 広卵形～三角

状卵形で長さ 2 ー5 cm、 幅1 .5 ー4 cmになる。 先は鈍頭で、 基部は切形

～やや心形で、 先端を 除き 鈍鋸歯がある。 花は5 ー6 月に茎の先端に短

い穂を作り 、花冠は淡紫色で長さ ほぼ2 cmになる。 本州（ 宮城県以南）・

四国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部の丘陵域での生育が報告さ れている。 近年産地が少なく

なっ ている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オカ タ ツナミ ソ ウ
シソ 科

Scu te l la ria  b ra ch ysp ica  N aka i et H .H ara

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 限ら れ

ている。

概　 　 要

　 海岸の草地や岩上などに生える 多年草。 草丈は2 0 cm前後で地中に走

出枝を も つ。 葉は卵形で長さ 、 幅と も １ －２ cmのも ので対生する。 花

は春に咲き 、 葉腋に白色筒状の小花を単生する。 国内では本州（ 太平洋

側で千葉県以西、 日本海側で石川県以西） ～琉球にみら れ、 中国南部に

も 分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の海岸部での生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 諸工事による生育地の破壊、 釣人など、 人の踏み込みによ る影響。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

コ ナミ キ
シソ 科

Scu te l la ria  g u il ie lm i  A. Gray

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内では産地が少なく 、 個体数も わずかである。

概　 　 要

　 低山地の林縁に生育する 多年草で、 茎は直立し 、 上向き に曲がっ た

毛があり 、 高さ 1 0 ー3 0 cmになる 。 葉は中部よ り 下部のも のが大き く 、

葉柄は1 ー3 cm、 長卵形～三角状長卵形で長さ 2 ー5 cm、 幅1 ー2 .5 cm

になる。 先は鈍頭で、 基部は切形、 鋸歯がある。 花は5 ー6 月に茎の先

端に短い穂を 作り 、 花冠は紫色で長さ ほぼ2 cmになる。 本州（ 中国地

方西部）・ 四国（ 北部）。 九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の丘陵域での生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツク シタ ツナミ ソ ウ
シソ 科

Scu te l la ria  k iu sia n a  H .H ara

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内では産地が少なく 、 個体数も わずかである。

概　 　 要

　 低山地の林縁な ど に生育する 多年草で、 茎は直立し 、 開出毛と 下向

き に曲がっ た毛があり 、 高さ 1 0 ー4 0 cmになる 。 葉は3 ー5 対あり 、 下

から 2 対目の葉が大き く 、 葉身は卵形～三角状卵形で 長さ 1 .5 ー6 cm、

幅1 .3 ー4 cmになる 。 先は鈍頭で、 基部は浅心形、 円状の鋸歯がある 。

花は5 ー6 月に茎の先端に2 ー8 cmの穂を 作り 、 花冠は紫色で 長さ ほぼ

2 cmになる 。 本州（ 宮城県以南の太平洋側）・ 四国（ 北部）。 九州に分

布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部の丘陵域での生育が報告さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シソ バタ ツナミ
シソ 科

Scu te l la ria  lae tevio lacea  Ko idz. var. laetevio lacea

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 植物体は草丈は最大で5 0 cmで、 披針形から 広線形で、 長さ 5 ー

6 cm、 幅１ cm前後の葉を 対生する 。 全体がやや紫色を 帯びる 。 花は夏

から 秋にかけて咲き 、 茎頂、 枝先に紅紫色の筒状花冠を有する花をつけ

る。 花冠は先で２ 唇形と なり 、 下唇は３ 裂し て、 内面に２ つの隆起部が

あっ て白色の班と なっ ている。 国内では中国地方西部から 四国北部、 九

州北部に分布し て、朝鮮半島、中国東北部にかけての分布域のある植物。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 浜田市、 益田市） の海岸寄り の地に生育地

がある。 アカ マツ 林などの明るい林内から 林縁に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 生育地の遷移による環境変化により 、 生育地によっ ては個体数が消滅

し た所も ある。 開発による生育地の破壊、 消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 東限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホソ バママコ ナ
ハマウツボ科

M elam pyru m  se ta ceu m  ( M axim . ex Pa lib .)  N akai

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 また、

生育環境である海浜の幅が各地で狭く なっ ている。

概　 　 要

　 海岸などの砂地に生える一年草である。 カ ワラ ヨ モギを中心と し てヨ

モ ギ属の根に寄生する。 草丈は茎を 伸ばすと 1 0 ー2 5 cmにな る。 茎に

はまばら に白色の毛が生え、 鱗片葉をつける。 鱗片葉は長さ 7 ー1 5 mm

の狭卵形で、 色は黄褐色である。 花期は5 ー7 月で、 茎の上部に淡紫色

の花を 密につける。 北海道から 琉球、 南千島、 朝鮮半島、 台湾、 中国、

シベリ ア、 ヨ ーロッ パ東部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 西ノ 島町、 知夫村）、 県中部（ 大田市）、

県西部（ 益田市） で確認さ れている。 生育環境は、 海岸沿いの砂浜や露

岩地などである。

存続を脅かす原因

　 海岸開発、 海浜の縮小。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地の草原に生える 多年草で、 茎は斜上し て、 3 0 ー1 0 0 cmになる。

葉は下部で は対生、 中部以上は互生し 、 長さ 3 ー7 cm、 幅1 ー2 .5 cm、

先はと がり 、基部は丸みのある切形になる。 縁は重鋸歯になる。 花は8 ー

9 月、 花冠は赤紫色と なり 、 長さ ２ ｍになる 。 上唇は鎌形にまがり 、 下

唇は斜めに広く 広がっ て先が浅く 3 裂する 。 様々な亜種を 含めた分布と

し て、 北海道（ 南部）・ 本州・ 四国・ 九州に分布し 、 韓国にも みら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 西部にかけ広く 分布する。 山域の路傍や草原状のと こ ろ で見

ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シオガマギク
ハマウツボ科

Ped icu la ris re su p in a ta  L. su b sp . o p p o sitifo l ia  ( M iq .)  T.Yam az.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県下では生息地も 個体数も 少ない。 また、 生息地は環境が変化し やす

いと こ ろ であるので、 減少が心配さ れる。

概　 　 要

　 低山の日当たり のよい草地に生える一年草で、 茎は直立し 、 上部が分

枝し て高さ 3 0 ー7 0 cmになる 。 茎には全体に曲がっ た短毛が密に生え

る。 葉は卵形で長さ 1 .5 ー5 cm、 幅1 ー3 cmで、 三片ほどの広線形の裂

片に裂け、 下方の裂片はさ ら に少数の裂片に裂ける。 両面、 特に下面の

脈状に曲がっ た短毛がはえる。 花は葉腋ごと に１ 花をつけ、 萼は細い筒

形で 長さ 1 1 ー1 7 mm、 裂片は卵状長楕円形で と がり 、 長さ 4 ー5 mm、

花冠は鮮黄色で長さ 2 .8 cm。 上唇の先は細く なり 先端は2 裂する。 葯質

は両端がややと がる。 蒴果は狭長楕円形で長さ 1 4 ー1 7 m m、 幅3 mm。

国内では南千島・ 北海道から 南西諸島まで分布し 、 朝鮮半島・ 中国（ 東

北）・ 台湾に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 隠岐と 中部から の生育が報告さ れている。 丘陵域の明る い岩場の岩棚

などにまれな生育がみら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
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選定理由

　 生育場所が限ら れているう え、 減反あるいは圃場整備により 、 主要な

生育場所である溜池の保全・ 管理が年々行われなく なっ ている。

概　 　 要

　 全国各地の湖沼や溜池、 湿原などに生育する多年生の浮漂植物。 葉は

互生し 密に付き、 基部で２ 分枝し 、 さ ら に２ ー４ 回羽状に分裂、 各裂

片は細い糸状で同一平面上にあり 、 輪郭の長さ ２ －６ cm。 節から 高さ

1 0 ー3 0 cmの花茎を 水面上に直立さ せ、 頂部に２ ー1 5 個の黄色の唇形

花を次々に咲かせる。 国内では不稔集団がほと んどで、 秋に植物体の先

端に形成さ れる殖芽（ 越冬芽） によっ て無性的に繁殖し ている。 イ ヌ タ

ヌ キモと よく 似るが、 タ ヌ キモの花茎の断面の中央部には小さ な穴があ

るのに対し イ ヌ タ ヌ キモは中実であるこ と 、 タ ヌ キモの殖芽が濃緑色で

５ ー2 0 mmほど の大き さ である のに対し イ ヌ タ ヌ キモの殖芽が暗褐色

で３ ー1 0 mmほどの大き さ であるこ と などで識別さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の平野部及び丘陵部の池沼や溜池。

存続を脅かす原因

　 農業形態の変化による溜池の管理不足。

特記事項

　 タ ヌ キモは、 イ ヌ タ ヌ キモを母種、 オオタ ヌ キモを父種と する雑種で

あるこ と が遺伝子解析によっ て明ら かになっ ている。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

角野康郎 （ 2 0 1 4 ） 日本の水草． 3 2 6 pp . 文一総合出版, 東京．
K a me y a m a ,Y ., To y a m a ,M . a nd  Oh a ra ,M . （ 2 0 0 5 ） H y b r id  o r ig in s  a n d  F1  d o m in a n ce  in  th e  fre e -fl oa tin g  s te r ile  b la d d e rw o rt, U tr ic u la r ia  a u s tr a l is  f .  a u s tr a l is  
(Len tib u la r ia cea e ). Ame r . J . Bo t., 9 2 ： 4 6 9 -4 7 6 . 
國井秀伸・ 津田直人 （ 1 9 9 3 ） 宍道湖周辺のため池における タ ヌ キモ類の分布． 汽水湖研究 3 ： 7 4 -7 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ ヌ キモ
タ ヌ キモ科

Utricu la ria  ×jap o n ica  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地によっ ては個体群が消滅し つ

つある。

概　 　 要

　 湿地に生える 小型の多年草。 植物体は泥土中を 這う 細い糸状の茎に、

長さ 約１ cmの地上葉を 多数つける だけのも のである。 夏から 秋にかけ

て花を つける。 高さ 約1 0 cmの花軸が地上に伸び、 黄色で長さ 約３ mm

の小花が数個ついて咲く 。 花後の全体の姿が耳掻き に似る。

　 国内では本州から 四国、九州にかけて分布し 、中国、マレ ーシア、オー

スト ラ リ アなどに分布域がある と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は限ら れていて、 県東部（ 飯南町）， 県中部（ 邑南町）、

県西部（ 益田市） に点在する。 山間の湿地や、 池畔に生える。 し ばし ば

ムラ サキミ ミ カ キグサと と も に生える。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による灌木化、 樹林化、 湿地の乾燥化、 埋め立てなど

による生育地の消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少なく 、 見つかれば、 環境を保全し て保護すべき 植

物である。

概　 　 要

　 湖沼や湿地上に生える浮遊性～湿性の多年草。 茎は分枝し ながら 水中

や湿地上を横に伸長し 、 湿地上で生活する場合は白色の茎と 葉を地下に

伸ばし て固着する 。 葉は互生し 、 2 又に数回分枝し て細い線状の裂片と

なる。 長さ 8 ー1 3 mm、 捕虫嚢はまばら につき、 扁卵球形で、 長径1 ー

2 .5 mm、 口は側方にある 。 越冬芽は秋に茎の先端に茎葉がぜんまい状

に巻いてつき 、 球形と なる。 花茎は高さ 5 ー2 5 cmで上方に花を2 ー1 0

個つける。 花冠は淡黄色で、 直径8 ー1 0 ｍｍ、 距は円錐形で下を 向く 。

苞は広卵形。 蒴果は球形で、 萼よ り も 小さ い。 花期は8 ー9 月だが開花

は稀と さ れる。 国内では北海道～九州に分布し 、 北半球の温帯から 亜寒

帯に広く 見ら れる植物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部に生育が見ら れる。 低地のため池で、 池内ではある が、 少量の水

が流れ込んで溝と なっ ている場所に生息し 、池自体には見ら れなかっ た。

こ のと き には、 土の中に白色の茎や葉を伸ばし ていた。 その後すぐ にた

め池横に道路ができ たため、 ため池側面が整備さ れ、 水位も 上昇し 、 流

れ込むと こ ろ は水没し てし まっ た。し かし 、今度は池自体に少なく はなっ

たが浮遊し た形で生育し 続けていた。 またその後の報告にあるよう にこ

の状況で生育し 続けているよう である 。

存続を脅かす原因

　 ため池の改修。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

廣江伸作（ 2 0 1 9 ） 貴重種の紹介並びに新産地報告 ヒ メ タ ヌ キモ U tr ic u la r ia  m in o r  L .島根植物研究会会報3 6 :3 　 島根植物研究会
大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館
柳浦正夫（ 2 0 0 7 ） 植物の分布・ 観察報告(3 2 )ヒ メ タ ヌ キモ・ ノ タ ヌ キモ， 島根植物研究会会報1 2 :6 　 島根植物研究会

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分
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島根県固有評価
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準絶滅危惧（ N T ）

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
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Utricu la ria  m in o r L.
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絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地によっ ては個体群が消滅し つ

つある。

概　 　 要

　 湿地に生える小型の多年草。 植物体は泥土中を這う 糸状の茎に長さ 約

5 ー6 mmの地上葉を 多数つける だけのも のである。 夏から 秋にかけて

花をつける。 泥土中の茎から 高さ 1 5 cm前後の花軸が地上に伸び、 花軸

の先に紫色で長さ ３ mm程の小花が数個ついて咲く 。

　 北海道から 本州、 四国、 九州は屋久島までの範囲にかけて分布する植

物と さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は限ら れていて、 県東部（ 飯南町）， 県中部（ 邑南町）、

県西部（ 浜田市、 益田市） に点在する。 山間の湿地や池畔に生える。 し

ばし ば、 ミ ミ カ キグサと と も に生える。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による灌木化、 樹林化、 湿地の乾燥化、 埋め立てなど

による生育地の消滅。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ないため。

概　 　 要

　 山地の林内に生え る 多年草で、 茎は高さ 4 0 ー8 0 cmになる 。 茎に鈍

い４ 稜があり 、 節や若葉などに白色の長毛が生える 。 葉柄は長さ 1 .5 ー

5 .5 cm、 葉身は広卵形から 三角状広卵形で、 長さ 4 ー9 cm、 幅2 .5 ー

7 cmと なり 、 先は狭まっ て先端はやや鈍く 、 基部は急に狭まっ て円形

またはく さ び状になり 柄の基部へと 伸びる。 花は8 ー1 0 月につけ、 花

冠は淡紫色で、長さ 1 ー2 cm。 雄蕊は4 本。 短い1 対の花糸に長毛がある。

蒴果は長さ 1 3 mmで、 先端に長毛が散生する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部で生育が見ら れる。 山域のやや陰湿な林下に生育し ている。 　

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採、 園芸上の採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

スズムシバナ
キツネノ マゴ科

Stro b i lan th es o l ig an th a  M iq .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育地は稀であり 、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える草丈１ ｍ程になる 多年草。 茎は４ 角で、 葉は対生し 、 広

卵形で長さ 1 0 cm、 幅５ cmほど になる。 花は夏に咲き、 茎の上部に腋

生の集散花序にまばら につけ、 花冠は青紫色、 １ cm程の花筒があっ て

先で５ 裂し 、 下の１ 枚は大き く 反り 返る。 雄蕊は長さ ３ cmばかり で花

柱と と も に下向き に曲がり 花外に突き 出る。 また、 植物体全体に強い独

特な臭気がある。 国内では北海道から 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国に

分布域がある 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部での生育が見ら れるが、 西部に生育と の情報も ある 。 今まで知ら

れていた生育地の多く が消滅し ている と 思われる。 渓谷地に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
澤田達也（ 2 0 2 5 ） 島根県邑南町でカ リ ガネソ ウソ ウを 確認， 島根植物研究会会報4 7 ： 1 0 　 島根植物研究会
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ リ ガネソ ウ
ク マツヅラ 科

Caryo p te ris d iva rica ta  ( S ieb . et Zu cc.)  M axim .
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山野の草原や道ばたに生える 多年草である 。 草丈は3 0 ー8 0 cmにな

る。 茎は4 稜があり 、葉を対生する。 葉は長さ 3 ー1 0 cm、幅2 ー5 cmで、

羽状に深裂する。 花期は6 ー9 月で、 茎の上部に穂状花序を つける。 花

は淡紅紫色、 直径約4 mmである 。 本州から 琉球、 アジア、 ヨ ーロッ パ、

アフ リ カ 北部に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内で の分布は、 隠岐諸島（ 西ノ 島町、 知夫村）、 県東部（ 松江市）

で確認さ れている 。 生育環境は、 放牧が行われている草原、 海岸付近の

路傍などである。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原や路傍のヤブ化、 灌木化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク マツヅラ
ク マツヅラ 科

Verb en a  o f f icin a l is L.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はややまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 樹高は1 0 数ｍにな る 常緑の樹種。 葉はほぼ楕円形で 両端はと がり 、

長さ 7 ー8 cm、 幅2 ー3 cmで、 互生する 。 雌雄異株の樹種。 雄花序には

1 0 花前後、 雌花序には3 ー4 花の黄緑色の小花を束生する 。 果実は直径

５ mm程で赤く 熟れて美し い。 本州は中国地方西部と 九州にのみ分布域

がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 益田市、 津和野町） の海岸寄り の土地にの

み存在する。 照葉樹林域内に分布する が、 優良なより 自然的なスダジイ

林内には生育する も のが見ら れない。 コ ジイ 若令林やスダジイ が少ない

夏緑二次林内など、 また、 コ ジイ ーイ チイ ガシ林と 認めら れる社叢林内

にも 生育地がある 。 こ の社叢林は町指定の天然記念物と し て保護の対象

と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）
●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

シイ モチ
モチノ キ科

I lex b u erg eri  M iq

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 高さ 1 0 mほど の落葉高木で、 若枝に は稜があ り 、 葉柄は長さ 1 ー

2 cmで、 葉身は薄く 、 卵状楕円形から 卵状長楕円形と な り 、 長さ 7 ー

1 3 cm、 幅3 ー6 cm、 先端は細く 鋭く 尖り 、 基部は円形で葉柄と の境は

明瞭である。 縁に細かな鋭鋸歯がある 。 花は6 月に新枝の葉腋から 、 長

さ 2 cmほその複散形状の花序の伸ばし 、 多数の花を つける 。 雌雄異株

で雄花序のほう が花数は多い。 花は6 ー8 枚の萼片と 同数の花弁から な

り 、 萼片は広三角形、 花弁は広楕円形で緑白色と なる。 雄花は6 ー8 本

の雄蕊と 退化し た雌蕊があり 、 雌花は1 本の雌蕊と 6 ー8 本のやや退化

し た雄蕊がある。 果実は球形で径3 mmほどで赤塾し 、 中に6 ー8 個の種

子がある。 国内では本州（ 静岡県・ 福井県以西）・ 四国・ 九州に分布し 、

台湾・ 中国（ 中南部） にも 見ら れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部で確認さ れている。丘陵域の林下にまれな生育が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

タ マミ ズキ
モチノ キ科

I lex m icro co cca  M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育地は極めて限ら れており 、 生育個体数も 限ら れている。

概　 　 要

　 地を 這う 長さ 2 0 ~ 5 0 cmの常緑低木で、 枝には稜がある 。 葉柄は長

さ 2 ～4 mmで葉身は厚く 狭長楕円形～長楕円形、長さ 1 .5 ～4 cm、幅0 .5

～2 cm、 両面無毛で縁に粗い鈍鋸歯がある 。 表面は脈がへこ んでし わ

があり 、 裏面は脈が隆起する。 雌雄異株で花期は6 ～8 月、 花は白色で、

径約4 mmで 前年枝の葉腋に1 ～5 個つける。 果実は直径約6 mmの球形

で赤く 熟す。 分布と し て、 国内では北海道、 本州の関東・ 中部地方以北

に産し 、 国外では千島列島南部、 サハリ ンに産すと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 生息地は県境部の西中国山地の1 か所のみである 。 冷温帯の深山沢筋

に生育する。

存続を脅かす原因

　 森林伐開。

特記事項

　 中国地方では現在確認さ れている自生地は、 島根県西部、 広島県北西

部の県境域のみでと ても 貴重な生息地である。

（ 執筆者： 津島　 辰雄）

●参考文献

大橋広好ら 編（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物５ 」 4 7 4 pp .平凡社.東京
レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま改訂検討委員会（ 2 0 1 2 ）「 広島県の絶滅のおそれのある 野生生物（ 第3 版） 6 3 3 pp .広島県， 広島

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 津島辰雄

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ツルツゲ
モチノ キ科

I lex ru g o se  F.Schm id t var.ru go sa

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地の草地に生える 多年草。 茎は5 0 cmほどになり 、 葉は楕円形で長

さ 5 ー6 cm、 幅2 ー3 cm、 多く 葉3 輪生と なる。 花は夏から 秋にかけて

咲き 、茎の上部で円錐状にまばら に花をつける。花冠は釣鐘形で、薄紫色、

長さ 約2 cm、 浅く 5 裂し 、 少し 広がる。 国内では本州中北部・ 中国地方・

四国（ 徳島県） に生育し 、 朝鮮半島・ 中国（ 北部・ 東北部） に見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部の中国山地から 山地に見ら れ、 多く は林縁の草地や山道

腋に生育し ている 。

存続を脅かす原因

　 山道、 林縁の管理放棄による生育地での遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

フ ク シマシャ ジン
キキョ ウ科

Aden o p h o ra  d iva rica ta  Fran ch . e t Savat..

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 減少し ている。

概　 　 要

　 山地草原に生える夏緑多年草であり 、 アザミ 類の一種である。 植物体

は長楕円形の長さ 約2 0 cmの葉を 数枚根生する も ので、 開花株は高さ 約

１ ｍに伸び、 長楕形で多く は羽状中裂の葉を互生し 、 上部で短く 分枝し

て頭花を つける。 頭花は約２ cmで短い柄か、 ある いは無柄で数個が集

まり つく こ と が特徴的である。 総苞片の先は鋭く 反り 返る。 本州の近畿

地方と 中国地方の高所に分布する 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県東部（ 奥出雲町）、 県中部（ 大田市） の中国山地

脊梁部などにまれに生育地がある。 山地尾根筋の登山道などの傍ら の草

原状地などに生える。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移、 特に樹林化による 環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ッ ツキアザミ
キク 科

Cirsiu m  co n gestissim u m  Kitam .
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（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れてき ている。 生育地での個体数も 少なく なっ

てき ている。

概　 　 要

　 山間の川岸などのやや湿り 気の多い土地に生える夏緑性の多年草。 ア

ザミ 類の一種である 。 葉は長楕円形、 長さ 3 0 cm、 幅1 0 cm前後で、 羽

状中裂し 、 根生する。 花は秋に咲き 、 高さ 3 0 ー5 0 cmの花茎を 立てて、

少し の枝を 出し 、 枝先き に頭花を つける。 頭花は直径約５ cmで、 こ の

地方のアザミ 類の中ではも っ と も 大き い方である。 頭花は開花時点頭し

て、 花後に直立する 。 中国地方固有の植物であり 、 島根、 鳥取、 岡山、

広島県にのみ生育地が知ら れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 出雲市、雲南市、飯南町）、県中部（ 大田市、

美郷町、 川本町、 邑南町） にかけての山間で確認さ れている。 生育環境

は、 水田脇の畔、 川土堤など、 比較的人為の影響がある土地に多く 生え

ている。

存続を脅かす原因

　 水田区画整理、 農道整理などによる 影響。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サンベサワアザミ
キク 科

Cirsiu m  te n u isq u am atu m  Kitam .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 湿地に生える 夏緑性の多年草。 植物体は、 茎が高さ 5 0 cmから 時に１

ｍ程にも なる 大形のも ので、 葉は披針形で長さ 5 ー6 cm、 幅１ cm で互

生し 、 茎の上部では小型の葉と なる。 花は夏から 秋にかけて咲き 、 茎の

上部に総状花序と なっ て多数の花がつく 。 花冠は長さ ３ cm前後の唇形

で、 濃い紫色で美し い。 上唇は２ 裂、 下唇は３ 裂し て裂片の縁には長い

毛が生える。 国内では北海道から 四国、 九州に分布し 、 朝鮮半島、 中国、

千島、 樺太などにも 分布が続く 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内で の分布は、 県東部（ 飯南町）、 県中部（ 邑南町） の山間湿地、

湿原状地や池畔にややまれに生える。 生育地の中には遷移によ っ て樹林

化し 、 消滅し た場も ある。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による灌木化、 樹林化、 湿地の乾燥。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁（ 2 0 2 5 ） 島根県自然環境保全地域「 赤名湿地性植物群落」 の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 9 -2 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
渡津友博・ 桑原一司・ 大野芳典・ 井上雅仁（ 2 0 2 4 ） 島根県邑南町水明湿地の植生と 植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 2 : 9 -1 7 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サワギキョ ウ
キキョ ウ科

Lo b e l ia  sessi l if o l ia  Lam b .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 山地林内に生える夏緑性の多年草。 草丈は開花株で5 0 cm前後、 葉は

広楕円形で、 長さ 約1 0 cm、 茎の中程に互生し て集まり つく 。 花は秋に

咲き 、 茎の先端部に数個の頭花をつける。 頭花は長さ ３ cm程で、 1 0 花

前後の筒状花から なる。 花冠は５ 裂し て、 裂片は線形で白色。 本州、 四

国、 九州に分布する植物。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県西部（ 吉賀町） にのみ生育地が知ら れていて、 そ

の他の地域では不明である。 崖錐状地でやや林床が乾燥する立地に生え

る。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ シワバハグマ
キク 科

Pe rtya  ro b u sta  ( M axim .)  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 里地の路傍や草地に生える 多年草。 葉は長さ が2 0 ー3 0 cm、 線状披

針形で、典型的な個体では櫛状に深裂する。 花茎は葉腋より 多数立てて、

上端に密毛が生える。 頭花は3 .5 ー４ cm、 総苞は長さ 約２ cmで、 卵形

または卵状長楕円形である。 本州の富山県以西、 四国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 松江市、雲南市、飯南町）、県中部（ 大田市）、

県西部（ 浜田市、 益田市） に点々と 分布する。 日当たり の良い路傍や耕

作地の畦などに生育する。

存続を脅かす原因

　 圃場整備、 土地造成、 除草剤散布などの人為的攪乱。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

井上雅仁・ 松原勝志・ 安部祐史・ 齋藤正幸（ 2 0 2 3 ） タ ン ポポ調査・ 西日本2 0 2 0  で確認さ れた島根県のタ ンポポ. 島根県立三瓶自然館研究報告 2 1 : 3 9 -5 0 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ク シバタ ンポポ
キク 科

Taraxacu m  p e ctin a tu m  Kitam .

ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での産地が限定さ れており 、 圃場整備による乾田化及び放棄水田

の遷移や埋め立てによ っ て産地が脅かさ れている。 2 0 1 3 年版改訂し ま

ねレ ッ ド データ ブ ッ ク ではラ ン ク は絶滅危惧I類であっ たが、 その後複

数の新たな自生地が確認さ れたこ と から 、 今回ラ ン ク を 絶滅危惧II類に

変更し た。

概　 　 要

　 本州以西の平地の溜池、 水田などに生育する浮葉植物。 葉、 花と も ガ

ガブタ より も 小形で、 ヒ メ ガガブタ の別名がある。 葉は長さ ２ ー６ cm、

幅２ ー４ cm、 平滑で表面に紫褐色の斑状模様が目立つ。 白色の花冠は

４ ー６ 裂し て径８ mmほど、 裂片の縁は毛状に細裂する。 花は葉柄の基

部に束生し 、 花柄の長さ は１ ー３ cm。 果実の中には径１ mmほど の黒

色の種子が詰まっ ている。 県内では宍道湖と 中海を結ぶ大橋川の河口左

岸域にある 休耕田で1 9 9 9 年８ 月に初めて発見さ れ、 その後複数の自生

地が確認さ れている。

県内での生育地域・ 生育環境

　 大橋川河口域左岸の休耕田、 中州の水田など。 最近、 美郷町でも 確認

さ れている。

存続を脅かす原因

　 圃場整備による 乾田化及び放棄水田の遷移や埋め立て、 並びに除草剤

による影響。

特記事項

　 鳥取県では、 レ ッ ド データ ブ ッ ク と っ と り 第3 版（ 2 0 2 2 年改訂） で

野生絶滅（ EW ） と し たが、 2 0 2 3 年に再発見さ れている。

（ 執筆者： 國井　 秀伸）

●参考文献

國井秀伸（ 1 9 9 9 ） 島根県松江市の水田で発見さ れたヒ メ シロ アサザ． 水草研究会会報， 6 8 ： 1 3 -1 4 ．
汐田達哉（ 2 0 2 4 ） 鳥取県における 野生絶滅種ヒ メ シロ アサザの再発見． 水草研究会誌， 1 1 6 ： 4 5 -4 7 .
辻井要介（ 2 0 2 5 ） 美郷町における ヒ メ シロ アサザの記録． 島根植物研究会会報， 4 7 ： 5 -6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 國井秀伸

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ メ シロアサザ
ミ ツガシワ科

N ym ph o id es co re an a  Hara

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。 また、 生育地は人為的な影響を受けやすい

ため。

概　 　 要

　 低地の湿地な ど に生える 多年草で、 細長い根茎を も つ。 茎は基部で

這っ て根を 下ろ し 、 上部は直立し て3 0 ー1 3 0 cmになる。 葉は対生し 、

4 ー8 対と なり 、 下部の葉は小さ く 、 花時にし ばし ば枯れる。 中部の葉

の葉身は卵状長楕円状で、 柄を 含めて4 ー2 4 cm。 幅1 .5 ー7 cm、 長さ

1 ー4 cmの柄がある。 葉の先端はと がる がやや鈍く 、 基部は円形から

く さ び形にな る。 花は9 ー1 1 月に散房状につき、 総苞は球形で 径9 ー

1 0 mm、 総苞片は基部で まと まり 、 先は鈍く 、 果時には反曲する。 小

花は2 0 前後で 花冠は長さ 2 .5 mm、 花柱は葯1 .5 mmで 花冠から 著し く

出る。 国内では本州（ 関東以西） から 南西諸島に分布し 、台湾・ 中国（ 南

部）・ 東南アジア・ 南アジア・ 太平洋諸島と 広く 見ら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部から の生育報告で、 と も に低地で、 休耕田と ため池の周囲

の湿地に生育し ていたと さ れている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 刈り 取り 。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 3 ） 島根植物分布資料(6 )ヌ マダイ コ ン Adenostemm a  la v en ia  (L .)O .k un tze .島根植物研究会会報2 ： 1 -2 、 島根植物研究会
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヌ マダイ コ ン
キク 科

Aden o stem m a  laven ia  ( L.)  Kun tze var. laven ia
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。 生育環

境である標高の高い砂礫地や草原自体が少ない。

概　 　 要

　 日当たり のよい山地や乾いた草原に生える多年草である。 草丈は茎を

伸ばすと 3 0 ー7 0 cmにな る。 茎は叢生し 、 灰白色から 白色の綿毛に覆

われる。 葉は長さ 3 ー6 cm、 幅2 ー6 mmと 細長い披針形と なる 。 花期は

8 ー9 月で、 茎の先に多数の頭花をつける。 総苞片の上半は白色である。

雌雄異株の植物である。 本州（ 長野県南部以西）、四国、九州に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 安来市、雲南市、奥出雲町）、県中部（ 大田市）

で確認さ れている 。 生育環境は、 標高の高い山地の明るく 乾いた露岩地

や砂礫地などである。

存続を脅かす原因

　 園芸上の採取、 山地の露岩地の崩壊による生育地の消失。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホソ バノ ヤマハハコ
キク 科

An ap h a lis m arg a rita cea  ( L.)  Ben th . et H ook.f . va r. an g u stifo lia  ( Fran ch . et Sav.)  H aya ta

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 生育地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 冷温帯の林下に生える多年草で茎は直立し 、 3 0 ー1 0 0 cmになる 。 茎

は開出する粗毛があり 、 また盛んに枝を分ける。 根出葉は普通開花時に

生存し 、 翼のある長い葉柄で卵形から 卵状長楕円形で、 柄を含めて長さ

1 3 ー2 0 cm、 幅3 ー5 cmになる。 茎葉は卵形から 卵状長楕円状と なり 、

鋭尖頭、 基部は円形または切形で急に狭く なり 、 ふちにふぞろ いで小さ

い鋸歯がある。 花は8 －1 0 月で、 頭花は先端に点頭し 総苞は筒鐘形で径

5 ―1 0 mm、花冠は汚黄色、痩果は長さ 3 .5 mmになる 。 国内では南千島・

北海道～九州に分布し 。 朝鮮半島・ 中国・ ウスリ ーに分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部から 生育が報告さ れており 、 詳細は不明だが、 中国山地の谷で生

育し ていたよう である。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ヤマヤブタ バコ
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Carp e siu m  triste  M axim .
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選定理由

　 県内での生育地はき わめて限ら れていて、 生育地での個体数も 多く は

ない。

概　 　 要

　 山間の川辺などのやや水湿地に生える多年草で、 大型のアザミ 類の一

種である。 植物体は長さ 5 0 cm 、 幅も 2 0 cm前後の大き な葉は羽状に中

裂し て多数根生し 、 花時にも 残っ ている。 また、 葉は急に小さ く なっ て

上部までつけている。 花は秋に咲き、 高さ 5 0 cm以上、 時には１ ｍ以上

にも なる太い花茎を伸ばし 、 上部で分枝し て、 枝の先に頭花が点頭し て

つく 。 総苞片は卵形で先端は細長く 伸びる。 筒状花は淡赤紫色と なり 、

頭花は直径2 .5 cmほど にも ある。 中国地方の広島県東北部の帝釈峡や

山口県と 島根と の県境付近に生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では石見部の山口県と の県境付近の2 ヶ 所に生育が見ら れる 。 き

わめてまれな植物で、 渓谷林下の川辺の砂泥堆積地から 斜面下部に生え

ている。

存続を脅かす原因

　 樹林の伐開によ る生育地の環境変化と 洪水による生育地の破壊、 個体

の流失などが考えら れる。

特記事項

　 前回はテリ ハアザミ と し て記載し たが、 テリ ハアザミ は九州の熊本県

の特産種と さ れた。 こ の種は広島県北東部の帝釈峡のアザミ と 同じ であ

ると 考えら れ、広島ではタ イ シャ ク アザミ （ 仮称） と し て扱われている。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧（ N T ）撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

テリ ハアザミ（ タ イ シャ ク アザミ ）
キク 科

Cirsiu m   sp .

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も き わめてまれで

ある。

概　 　 要

　 夏緑性の多年草で、 植物体は幅3 0 cmにも なる やや大き な、 ほぼ円形

の葉を 根生する。 葉は掌状に1 0 片程に中裂し 、 基部は深い心形、 両面

に毛が多い。 花は夏から 秋にかけて咲き、 高さ 5 0 cmから 時にそれ以上

の高さ に花茎を 立て、 1 0 個ばかり の頭花を つける 。 頭花は筒状花だけ

から なり 、 花冠は黄色と なる。 固有種で、 本州（ 福島県以西） ～九州に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部の中国山地沿いに点々と 生育がみら れるが、 東部での産地

は少ない。 深山の渓に沿っ た樹林下に生育する。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開による 生育地の環境変化、 園芸上での採取。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 自然環境課

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オオモミ ジガサ
キク 科

M irica ca l ia  m ak in ean a  ( Yatabe )  Kitam u ra

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 生育地も 個体数も 比較的少ない。

概　 　 要

　 山地の林内に生える 多年草で高さ 5 0 ー1 4 0 cmになる。 茎は直立し 、

分枝し ない。 中部の葉は三角状心形から 五角状心形で長さ 1 1 ー1 5 cm、

幅1 3 ー2 1 cmと なる。 葉柄は7 ー1 5 cmで翼はなく 、 半抱茎し 、 ごく 小

さ な耳がある。 葉腋や苞葉の腋にむかごと つける。 花は8 ー1 0 月、 頭花

は狭い円錐花序で下向き につく 。 総苞は狭い筒形。 長さ 9 ー1 0 mm。 総

苞片は5 枚、 白色。 小花は5 ー6 個で花冠は長さ 8 mmで黄色から 褐色に

なる。 痩果は円柱形で長さ 6 .5 mmと なる。 本州（ 関東以西） から 九州

に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部と 西部に生育が見ら れる。 と も に中国山地の夏緑樹林の林下に生

育し ている。

存続を脅かす原因

　 遷移、 森林伐採。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ウスゲタ マブキ
キク 科

Pa ra sen ecio  f a rf a ri f o l iu s  ( S ieb o ld  et Zu cc.)  H .Koyam a var. fa rfa rif o l iu s

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 山地に生える夏緑の草状小低木で、 茎は細いが硬く 、 枝を分けて長さ

１ ｍち かく になる。 葉は２ 形あっ て、 １ 年生の枝には長さ ２ cmばかり

の卵形の葉が互生し 、 ２ 年生の枝には節毎に長惰形で長さ ２ －５ cmの

葉が４ ～５ 枚束生する。 花は夏から 秋にかけて咲き 、 ２ 年生枝に束生す

る葉の中央に１ 頭花がつく 。 一年生枝には花はつかない。 国内では本州

（ 東北南部以南）・ 四国・ 九州・ 対馬に分布し 、 中国南東部にも 見ら れる。

蛇紋岩地帯に多い植物と さ れる 。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の丘陵域で、まれな生育が報告さ れている。路傍、林縁に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移、 特に照葉樹林化による影響、 道路拡張その他の人為的干渉。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 青木充之

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ナガバノ コ ウヤボウキ
キク 科

Pe rtya  g lab rescen s  Sch . Bip .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 河川の露岩地や岩上に生え る 多年草で ある 。 草丈は茎を 伸ばすと

1 6 ー3 0 cmで、 茎は直立ま た は斜上する。 葉は長さ 4 ー7 cm、 幅2 ー

5 cmの線状披針形で、 茎に互生する。 花期は8 ー1 0 月で、 枝の先に黄

色い頭花を密につける。 本州から 九州、 琉球（ 沖縄島） に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 県中部（ 美郷町）、 県西部（ 津和野町） で確認さ れ

ている。 生育環境は、 川岸の露岩地や岩上であり 、 平水時は陸上である

が、 増水時に水を被るよう な場所である。

存続を脅かす原因

　 河川改修による 川岸の改変など。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 澤田達也

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

アオヤギバナ
キク 科

So l id a go  yo ku sa ia n a  M akin o

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れている 。 生育環境である草原は、 管理放棄に

伴う 遷移の進行などにより 、 各地で減少し ている。

概　 　 要

　 明る く 開けた路傍や草地、 湿地などに生える 1 年草である 。 草丈は茎

を 伸ばすと 2 0 ー1 0 0 cmになる。 葉は3 .5 ー1 0 cmの長い柄を 持ち、 互

生する。 葉身は長さ 6 ー1 5 cmの三角形、 基部は心形、 縁にはふぞろ い

の鋸歯がある。 花期は8 ー1 0 月で、 単性の頭花を つける 。 偽果は多数

のト ゲを つけ、 ト ゲや角を 含めて長さ 9 ー1 8 mm、 幅6 ー1 2 mmと 小型

である。 偽果の表面には毛が密生するが、 ト ゲは無毛である。 外来の近

縁種であるオオオナモミ は、 偽果は長さ 2 0 ー2 5 mm、 幅1 0 ー1 8 mmと

大き く 、 イ ガオナモミ は偽果の面やト ゲに毛がある点で異なる。 北海道

から 琉球、 南千島に分布する。 日本には古く から あるが、 アジア大陸か

ら 帰化し たも のと みら れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 西ノ 島町、 知夫村） で確認さ れている。

生育環境は、 放牧地と し て管理さ れている海岸付近の草原である。

存続を脅かす原因

　 管理放棄による 草原のヤブ化、 灌木化、 近縁の外来種によ る生育地の

競合。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

井上雅仁・ 柳浦正夫・ 丹後亜興（ 2 0 2 5 ） 島根県隠岐諸島の島前地区で確認さ れたオナモミ . 島根県立三瓶自然館研究報告 2 3 : 4 9 -5 2 .
大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オナモミ
キク 科

Xan th iu m  stru m a riu m  L. su b sp . sib iricu m  ( Patrin  ex W idd er)  Greu ter

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 生息地も 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える多年叢で、 茎は直立し 、 少数分枝し 、 高さ 6 0 ー1 0 0 cm

になる。 葉は２ ～３ 回３ 出羽状複葉で、 葉柄は長い鞘状と なり 、 小歯は

長卵形から 広卵形で粗い鋸歯がある。花は8 ー9 月に咲き 、花弁は白色で、

果実は広楕円形で、 広く て薄い側翼がある。 本州（ 関東以西） ～九州に

分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 西部で確認さ れている。 山域の林下に生育する。

存続を脅かす原因

　 遷移。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ハナビゼリ
セリ 科

An ge l ica  in aeq u a l is M axim .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数は多く はない。

概　 　 要

　 林縁などの日当たり のよい草地に生える夏緑性の多年草。 植物体は長

楕円形の長さ 約2 0 cmの葉を５ ー６ 枚根生し 、 葉間より 花茎を立て、 草

丈5 0 cm前後になる。 花は夏に咲き、 茎頂と 葉腋から の枝に複散形花序

をつけて、 黄色の小花が数多く 咲く 。 本州、 四国、 九州に分布域がある。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、隠岐諸島（ 西ノ 島町、海士町） にのみ知ら れていて、

海岸の草原から 山地の林縁、 崖地の草地などに生えている 。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による照葉樹林化。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ホタ ルサイ コ
セリ 科

Bu p leu ru m  lo n g irad ia tu m  Tu rcz. var. b revira d ia tu m  F. Schm id t
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選定理由

　 生育する場所は少なく 、 個体数も おおく ない。 また、 環境が変化し や

すく 生育でき なく 可能性が高い立地である。

概　 　 要

　 湿地に生える水生植物で、 地下茎は太い。 茎は枝を 分けて中空で高さ

１ ｍほど になる。 葉は柄があり 、 2 ー3 回羽状複葉で、 小葉は長楕円状

披針形で鋸歯があり 、 長さ 3 ー8 cm、 幅5 ー2 0 mm。 花は白花で6 ー7 月

ごろ 多く の花序を 出す。 萼裂片は広三角形。 果実は長さ 2 .5 mm。 国内

では北海道から 九州に分布し 、 ユーラ シアに広く 分布する。 毒成分のシ

ク ト ク シンをも ち、 特に地下茎や根に多い。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の山域のため池の周辺などにまれに生育し ている。 保全さ れてい

る場所以外はため池の管理状況によっ ては絶滅する可能性の高いと こ ろ

も ある。

存続を脅かす原因

　 遷移による被陰、 ため池の管理放棄や刈取など。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ド ク ゼリ
セリ 科

Cicu ta  viro sa  L.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 山地に生える 多年草である 。 草丈は茎を 伸ばすと 3 0 ー9 0 cmになる。

茎は直立し て、 節に白毛がある。 葉は2 ー3 回羽状複葉と なり 、 小葉は

さ ら に不規則に切れ込む。 葉柄の基部は鞘状と なる。 花期は7 ー9 月で、

茎の上部に複散形花序を つける。 花弁は白色である。 日本特産であり 、

本州の日本海側に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は隠岐諸島（ 西ノ 島町） で確認さ れている 。 生育環境は

山地の夏緑広葉樹林の林床である。

存続を脅かす原因

　 林床における常緑樹の繁茂による被陰。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

セリ モド キ
セリ 科

Dystaen ia  ib u kien sis  ( Y.Yab e)  Kitag .

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

維
管
束
植
物

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

534534



選定理由

　 県内での生育地はき わめてまれであり 、 生育地での個体数も 限ら れて

いる。

概　 　 要

　 比較的海岸に近い山間の林縁での水湿地に生える 草丈3 0 cmばかり に

なる 夏緑の多年草。 葉は１ ～２ 回羽状の複葉で、 ４ ～５ 枚が根生する。

小葉は広卵形で長さ １ cmばかり 、葉表は脈が裏側にく ぼみ、条が目立ち、

葉裏にかなり 突き 出る。 鋸歯は細く 、 鋭頭である。 花は夏に咲き 、 花茎

の先の複散形花序に多く の白色小花をつける。 本州の紀伊半島以南、 四

国、 九州、 南西諸島に分布し 、 台湾、 マレ ーシアに続く 分布範囲のも の

である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では島根半島と 隠岐諸島の一部にまれな生育地が知ら れている。

海岸に近い山地の林縁部での水湿地と なっ ている場所に生えている。

存続を脅かす原因

　 生育地での遷移による照葉樹林化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

N o  Im ag e
カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

サケバゼリ
セリ 科

Oen an th e  javan ica  ( Blu m e)  var. ja p o n ica  ( M axim .)  H on d a

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れており 、 生育地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 日当た り のよ い山野に生え る 多年草で ある 。 草丈は茎を 伸ばすと

3 0 ー9 0 cmになる。 葉は広く 表面に光沢があり 、 2 回羽状複葉で、 小葉

は不規則に鋭く 切れ込む。 花期は8 ー1 0 月で、 茎の先に花序を ま ばら

に出す。 花弁は白色である。 北海道から 九州、シベリ ア東部、アムール、

ウスリ ー、 千島列島、 サハリ ン、 朝鮮半島、 中国に分布する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、県東部（ 雲南市）、県中部（ 大田市） で確認さ れている。

生育環境は、 山地稜線の風衝草原内で、 明るく 開けた場所である。

存続を脅かす原因

　 遷移の進行によ るヤブ化、 灌木化、 ササ類の繁茂による 被陰。

（ 執筆者： 井上　 雅仁）

●参考文献

大橋広好・ 門田裕一・ 木原　 浩・ 邑田　 仁・ 米倉浩司編（ 2 0 1 7 ） 改訂新版 日本の野生植物 5  ヒ ルガオ科～スイ カ ズラ 科. 7 6 0 pp . 平凡社, 東京.
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ワラ ボウフ ウ
セリ 科

Peu ced an u m  te reb in th a ceu m  ( Fisch . ex Trevir.)  Fisch . ex Tu rcz.

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）
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選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑の低木で高さ １ ｍになる。 枝は四角で稜があり 、 葉は対生し 、 楕

円形で長さ ５ cm、 幅３ cm程で薄く 、 また軟かい。 花は春に咲き 、 葉腋

の短い花序に２ 花を つける。 花冠は２ 唇形で8 ー1 0 mm、 白色から 淡黄

色になる。果実は夏に赤く 熟れる。本州（ 東海地方・ 近畿地方・ 中国地方）・

四国・ 九州に分布し 、 山地に生育するが、 時に石灰岩地や蛇紋岩地に見

ら れるも のと さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部の中国山地脊梁部に見ら れ、 ブナ林内に生育し ている。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）

●参考文献

大橋広好他（ 2 0 1 7 ）「 改訂新版　 日本の野生植物Ⅴ」 .4 7 4 pp . 株式会社平凡社,東京
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相、 島根県立三瓶自然館研究報告(3 )： 1 -4 9 　 島根県立三瓶自然館

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 柳浦正夫

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヤマヒ ョ ウタ ンボク
スイ カ ズラ 科

Lo n icera  m o ch id zu k ia n a  M akin o  var. n o m u ran a  ( M akin o )  M akin o

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。

概　 　 要

　 夏緑の低木で、 高さ は1 ー2 ｍになる も のと さ れる が県内での生育地

では5 0 cmにも 満たないも のである。 葉は対生し て、 広楕円形、 長さ ５

cm、幅３ cm前後で、多く は円頭、円脚である。 葉裏には軟毛が密生する。

花は春に咲き 、 葉腋の短かい花序に２ 花をつける。 花冠は５ 裂し て、 裂

片は線形で長さ １ cm、 幅２ mm前後で、 花の直径は約２ cm。 白く 咲い

て後黄色に変わる。 果実は液果で 赤く 熟れ、 ほぼ球形で直径6 ー7 mm

である。 北海道南西部から 本州の日本海側に分布すると さ れる。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内での分布は、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町） にのみ知ら れて

いて、 海岸の砂礫地などに生えている 。 出雲部、 石見部での生育地は不

明である。

存続を脅かす原因

　 砂礫地での遷移と 波浪等による生育地の自然破壊。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .
丹後亜興（ 2 0 2 2 ） 隠岐の西限植物. 隠岐の文化財 3 9 : 6 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ヒ ョ ウタ ンボク
スイ カ ズラ 科

Lo n icera  m o rrow ii A.Gray

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
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https://science-net.kahaku.go.jp/,


選定理由

　 県内での生育地は限ら れていて、 生育地での個体数も 多く はない。 全

国的にも 分布がまれな植物である 。

概　 　 要

　 夏緑性の低木で、 葉はほぼ楕円形で長さ 1 0 cm、 幅５ cm前後になり 、

表面はやや光沢があっ て対生する。 花は５ ～６ 月頃に咲き 、 葉腋に多く

は２ 花ずつつく 。 花は筒状で先が２ 唇形と なっ て、 白色花、 後にやや黄

色を帯びてく る。 果実は液果で赤く 熟れ、 ほぼ球形、 ２ 果が基部で合着

する特徴がある。 果実は有毒であると さ れる。 本州の東北地方から 中国

地方までの間に隔離的に分布し ている植物である。

県内での生育地域・ 生育環境

　 県内では隠岐諸島（ 隠岐の島町、 西ノ 島町） にのみ生育地が知ら れて

いて、出雲部、石見部での生育地は不明である。 夏緑二次林内に生える。

存続を脅かす原因

　 樹林伐開。

（ 執筆者： 井上　 雅仁・ 杦村　 喜則）

●参考文献

林 蘇娟（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島に分布する オニヒ ョ ウタ ン ボク -島根県準絶滅危惧種. 隠岐の文化財 3 0 : 3 9 -4 4 .
国立科学博物館（ 2 0 1 8 ） サイ エン スミ ュ ージアムネッ ト . h ttp s ://sc ie nce-ne t.k a ha k u .g o .jp /, （ 2 0 2 5 年1 0 月3 0 日閲覧）
杦村喜則（ 2 0 0 5 ） 島根県の種子植物相. 島根県立三瓶自然館研究報告 3 : 1 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）撮影者（ 提供者）： 島根県立三瓶自然館

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オニヒ ョ ウタ ンボク
スイ カ ズラ 科

Lo n icera  vid a l ii  Fran ch . et Sav.

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

選定理由

　 県内での生育地はまれで、 生育地での個体数も 僅かである。

概　 　 要

　 夏緑性で、 高さ ６ ｍばかり になる。 葉は広卵形で長さ 、 幅と も 1 0 cm

前後で、 上部で３ 中裂し 、 対生する。 花は散房花序で初夏の頃に咲き、

枝先に多く の小花をつける。 花序の外側の花は白色で大き く ５ 深裂し て

径３ cmばかり で不稔である。 内側の正常花は径５ mmばかり の黄白色

の小花である。 果実は核果でほぼ球形、 長さ １ cm程で赤く 熟れる。 国

内では北海道から 本州西部まで分布するが、 本州西部はまれと なる。 国

外ではサハリ ン ・ ウスリ ー・ アムール・ 東シベリ ア・ 朝鮮半島・ 中国・

モンゴルと 広く 生育する。

県内での生育地域・ 生育環境

　 東部から 中部の山地に点々と 生育地が存在する。 おも に冷温帯林域に

あっ て、 谷筋の湿り 気の強い立地に生えるが、 一部は山地尾根筋のやや

乾燥立地にも 生えている。

存続を脅かす原因

　 遷移による環境変化。

（ 執筆者： 柳浦　 正夫・ 杦村　 喜則）
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